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    主な登場人物


    



    冬川朱雀（suzaku fuyukawa）


    主人公。暗殺異能力者の末裔で、煌こう霊れい遣つかい。小こ手で毬まりという少女を煌霊として使役し戦う。


    登録異能力名【第二の生の契約者アフター・ライフ】


    



    小手毬（kodemari）


    朱す雀ざくの煌霊。難病で命を落としたが、朱雀の能力により復活。肉体は15歳の少女。


    登録異能力名【不殺の影殺師ヴァージン・ナイフ】


    



    徒花舞花（maika adabana）


    風を操る異能力者。同期の朱雀のことを心配し、なにかと世話を焼く。


    登録異能力名【旋風のたわむれフラッター・ブリーズ】


    



    霧原みぞれ（mizore kirihara）


    空間を凍らせる異能力者。現役女子高校生で、朱雀の後輩だがアイドル的人気。


    登録異能力名【空間凍結アイス・エイジ】


    



    滝ヶ峰万里（banri takigamine）


    炎を操る異能力者。朱雀の事務所の先輩で稼ぎ頭。戦闘に長たけ、現代の異能力者の中で最強と言われている。


    登録異能力名【世界切断の斬炎ブレイク・ザ・ワールド】


    



    柏木仔犬丸（koinumaru kashiwagi）


    自らを分身させる異能力者。能力とは関係なくイケメンなので人気。中身は重度のオタク。


    登録異能力名【流麗疾駆の幻影ファンタズマ・ゴリア】


    



    分倍河原（bubaigawara）


    『御大』の異能力者。


    当たった物質を粉砕する銃を使う。


    



    殺々姫夢斬（muzan sasaki）


    『御大』の異能力者。


    生命エネルギーを武器に変える異能力を使う。


    



    斎村 蕣（asagao saimura）


    『御大』の異能力者。


    煌霊遣い。燧のろしという煌霊を操る。

  


  
    プロローグ　ある煌霊遣いと煌霊の出会い

    


    　病院のにおいが嫌いだ。


    　それと、病院の白さも。


    　俺たちの一族は影えい殺さつ師しとして生きてきた。


    　むせかえる血と体液のにおいの中で。


    　すべてを呑のみこむどす黒い夜の中で。


    　俺たち影殺師と医者はちょうど真逆の理由で存在している。


    　人を殺すため。人を生かすため。


    　需要の多さは全然違うけどな。俺だって殺し屋に医者並みの需要がある世界は勘弁願いたい。


    　そんな影殺師である俺がこうやって、病院に来てるっていうんだから、皮肉な話だ。


    　といっても、ケガをしたわけじゃない。病気でもない。


    　仕事のためだ。といっても、殺しのためでもない。


    　俺は煌こう霊れい遣いになるために、ここに来た。


    　影殺師は殺しの手段として、異能力を使う一族だ。そのなかでも、俺の一族は煌霊遣いという絶ぜつ滅めつ危き惧ぐ種しゆだ。


    　岡山県立美みま作さか地域総合病院は、津つ山やまの市街地から西に数キロ離れたところに建つ七階建て。周囲には背の高い建物は何もないから、白さの目立つその新しいビルは、妙に強権的に見えた。まるでこの地域の生死をすべて支配してるのは自分たちであるといわんばかりだ。


    　もっとも、生死を支配するなら、俺たちも同じなのかもしれない。


    　すでに部屋番号は確認していた。五階、エレベーターであがって廊下を左に歩き、奥の部屋。


    　大きめの個室には、カタカナの名前が書いてあるから、すぐにそこだと知れた。この患者には日本人とは違う血が入っているのだ。


    　スライド式の扉を開いて、中に進む。


    　その少女は、窓のほうに目をやっていた。窓の外に見えるのは、愉快とは言いがたい田園風景だが。それでも白い以外にとりえのない病室を眺めるよりはマシなのだろう。白という色は一見、想像をかきたてるようで、むしろ考えること自体を放棄させてしまうところがある。


    　患者のほかに誰だれもいないことを確認する。保護者である親には、契約交渉時には、部屋を出るように言っていた。守れないなら、その時点で自分は帰る。


    　影殺師はもちろん医者のように社会的に公言できる職業ではない。存在が外に漏もれては自分の身が危ういだけでなく、職業としての信用にもかかわる。口の軽い殺し屋に仕事依頼なんて来るわけないからな。


    　ゆっくりとスライド式の扉を完全に閉める。声が漏れると、都合が悪い。


    「あなたですね。お母様から誰だれかがいらっしゃるとだけ、聞いていました……」


    　少し話すだけでも彼女がつらそうなのがわかった。長くないのは雰囲気から察しがつく。


    　医者ではないが、相手の顔を見て、その寿命の残りを推し量るぐらいのことはできる。リスクを避けるため、影えい殺さつ師しは死期が迫っている人間をわざわざ殺すことはしない。


    「もしかして、学校の方、ですか……？　結局一度も登校できなくて、すみませ──」


    「君と取引をしにきた」


    　表情というものを消して、言葉だけを伝える。なかにはセールスマンのように、笑みを絶やさずに話を持ちかける煌こう霊れい遣いもいるようだが、俺にはまだ早い。何事も初めてのことには気をつかうものなのだ。


    「取引って、何のことですか……？　こんな、もうすぐ死ぬ人間に対して」


    　彼女は首をこちらに向けて、自じ嘲ちようするように笑った。すべてを諦あきらめた寂しげな瞳だ。とても、十代半ばの少女の目ではない。もっと、夢も何もなくなった、年のいった人間の目。


    　そして、未来が何もないという点では、彼女も老人と大差ない。


    「何かを差し出せば、私の命を救ってくれるとでもおっしゃるんですか……？」


    「その通りだ」


    　彼女の顔から表情が消える。それだけ強く、虚を衝つかれたんだろう。


    「君を生かす力が俺にはある。より正しく言うと、親や友達とも離れることになるが、第二の人生を提供できる」


    　話すべき要点はすべて頭の中に用意できている。


    「ただし、第二の人生を今以上の生き地獄と思うかもしれないけどな。物事には裏がある。今から、その説明をする。受ける気がないなら途中で止めてくれてかまわない。人間として死ぬほうを選ぶっていうなら、それはそれで尊重する」


    　さほどあがることもなく話せたのは、相手が自分より弱いと思っているからだろう。それが心の余裕につながっているのだ。


    「俺は煌霊遣い。君を煌霊という下しも僕べにして、使役し、人殺しをさせる存在だ。その代わり、俺は君に毎日、命を与えることができる。成長することはないが、それ以外なら、一般の人間と比べても何の遜そん色しよくもなく過ごせるだろう」


    　資料をプリントアウトすれば早いのだろうが、紛失すると危険だし、丸覚えした。なお、契約前に伝え漏もれがあるのは煌霊遣いの職業倫理として許されないこととされている。


    　さしたる問題もなく、伝達作業は終わった。ただし、話している間に口調は多少くだけたものに変わっていった。


    「──というわけで、影殺師というのは、現代に残る暗殺者なんだ。まあ、今どき、暗殺業務が大量にあるご時世ではないから、手を下す機会はないかもしれないけどな。平和が商売敵っていうのも嫌いやな話だな」


    「わかりました」


    　弱々しく少女は首を動かし、了解したことを示す。


    　どうしてこの少女は動じないのだろうかと、今更ながら思った。


    　壁の時計に目をやる。そろそろ時間が迫っている。この子はあまり長く話せる容よう態だいじゃない。


    「話はだいたい終わりだな。最後に一つ、君が煌こう霊れいになる前に自覚しておいてもらわないといけないことがある。それも含めて、君が判断してくれ」


    　俺のほうも時間切れが近い。苛か酷こくな鍛たん錬れんとは別次元の疲労で、頭が重い。何もかも忘れて、冷たい水が飲みたい。


    「煌霊は限りなく人間に近いが、人間ではない。煌霊の命は普通の人間より軽い。煌霊遣いは煌霊を、場合によっては、捨てる」


    　話しながら、ずっと少女の顔を見ていた。その表情が変わることはなかった。


    「それはかまいません」


    　ほとんど考える時間もおかずに、彼女は言った。


    　もう、こちらで話すべきことはない。


    「本当にいいんだな。あとは最後に煌霊に生まれ変わる宣せん誓せいを──」


    「あの、こちらからも一つ、お聞きしてよろしいですか？」


    　俺の言葉は彼女の小さな声にさえぎられた。


    　それだけじゃない。彼女は体を起こし、ベッドから足を下ろし、手すりをつかみながらも、二本の足で立つ。


    　彼女の両親から聞いた話では、もう立てる力なんて残ってないはずだ。ベッドから出ることもかなわないまま、命が尽きる。


    　しかし、この子は、現にこうして……。


    　つらそうに彼女は咳せきこんだ。やはり無理をしているのだ。こんな調子じゃ、煌霊にする前に墓の中だ。俺が彼女をベッドに寝かせようと近づくと──


    「聞かせてください。あなたの煌霊としての生き方は、気け高だかいものですか？」


    　なんとか、顔をあげて、彼女は言う。


    「……気高い？」


    　自分の仕事を説明する時にそんな言葉を使ったことなんてなかった。


    「君、話を聞いてただろ？　俺は影えい殺さつ師し、つまり暗殺者だ。人に自慢なんてできるような仕事じゃない」


    「その生き方が……私自身が誇ほこりを持てるものかどうか……ということです」


    　責められているような気がした。彼女を見るのが怖こわかった。


    「わ、私のこれまでの人生は、ただ……生かされているだけ……それ以外の、な、何の意味もない……生き方でした……。誰だれのためでも、自分のためですらも……ない……」


    　また、彼女はむせる。口の端からわずかに血が垂れる。もう、内臓がかなり傷んでいる。


    　それでも、彼女はにらむように俺の目を見ていた。


    「意味を……くださるのなら、私は喜んで、あなたに従います……。どんなひどいことでも、恐ろしいことでもかまいません。だから……私を何かのために生きさせてください。誰だれかを救うのでも、誰かを殺すのでも、いいですから」


    　血が病人の白い服を汚した。赤いというよりは黒い血だった。立っているだけで、この子はさらに寿命を縮めている。


    　それでも、この子が立ち上がったのは、なんでだろうと思った。まさか、哀れみを乞こうためではないだろう。そんなことのために命を浪費する奴やつはいない。


    　彼女の体がふらつく。頭の重さを体が支えられていない。


    「とりあえずベッドに戻れ……。マジで死ぬぞ！」


    「大切な契約を……横になったまましたくなかった、だけ……」


    　彼女の体がいよいよ大きく傾く。俺はあわてて、前に出て、その体を支える。


    　俺ははっきりと恐怖を感じていた。


    　煌こう霊れい遣いっていうのは、やはり、まともな職業じゃない。


    　パートナーの命を買って仕事をするっていうのは、それ相応の覚悟がいる。


    「私は……ただ生きるためだけに、生きたくなんてない……」


    「そうか。それなら、これからは俺のために、生きればいい」


    　ほかにどう言えばいい？　こんなに強く生きようとしている人間に会ったことがあったか？


    「少し、背中に手を入れるぞ」


    　彼女の背中と俺の手、その間を小さな光が埋める。煌霊の光だ。適性はある。つながっている。


    　これで契約成立だ。


    　普通の手順と違うことはわかっている。こんな修しゆ羅ら場ばのような段取りによる煌霊の契約なんてありえない。


    　でも、その時には、俺もどこかでほだされていた。


    　この子のために、立派な煌霊遣いになれたら、それはそれで素晴らしいことじゃないかと。


    　十五歳の俺は、彼女と同じぐらい、生きる意味を手にすることにあこがれていたのだ。


    　人とは違った特別な人生が送りたくて、たまらなかったんだ。


    「はい……。ありがとう……ございます……」


    　彼女を抱きとめる。彼女の血が自分の服を赤く染めればいいと思った。


    　俺の服を、彼女の手が力なくつかんでいた。力が入らないのに、その手はほどけなかった。


    　何かを握っていないと、この世から流されていってしまうのだ。それは彼女にとって、ただの強迫観念じゃない。死が差し迫っている彼女にとっては、まぎれもない現実だ。


    「人間に運命があるのだとしたら、もしかしたら、私は……今日、あなたに出会うために、病やまいで臥ふせっていたのでしょうか……」


    　最後の力で、彼女は恋人に向けるような言葉をかける。


    　そんなに君のこれまでの人生はひどいものだったんだな。この職業を知りすぎてる俺には、煌こう霊れいとしての「これから」が世間的な幸せに近いとは思えないけれど、せめてこれまでよりはいいものにしてやりたいと思った。


    「煌霊としての新しい名前、希望、あるか？」


    「な、名前……？」


    　沈黙がやってくる。当たり前だ。まともに会話ができる状態でもない。何かを考える体力だってあるかどうか。


    「ああ、今すぐ決めないといけないわけじゃないが──」


    「汚けがれない、真っ白な花……なんです……」


    　か細い声が俺の耳に届く。


    「そんな和風の名前でいいのか？」


    「生まれ変われるなら、そんな名前がいいなって……」


    　体が限界にきていたのだろう、すぐに彼女は先ほどの苦痛の表情が信じられないほどにやすらかな顔で眠りに落ちた。


    



    　二時間後。


    　彼女はゆっくりと目を開く。部屋にいる俺の存在に気づいて体を起こす。


    「もう、目を覚ますことはないかもと思っていました」


    「そうだな、君は死んだ」


    「それなら、ここは、死後の世界ですか？」


    　怯おびえることもなく、不ふ思し議ぎそうに彼女は、あたりを見回す。何の変哲もない白すぎる病室があるだけだ。窓の外には美みま作さかの田園風景。古いままの景色と調和しない白い空間に彼女は隔離されている。


    　でも、白い部屋もはじまりには、ちょうどいいかもしれない。


    「いや、君は死んで、それから、生まれ変わった」


    「えっ？」


    「契約通り、君の第二の生アフター・ライフを俺はいただくよ」


    　どちらかが死ぬまで、この契約は続く。


    「これからよろしくな」


    　俺は彼女の新しい名前をゆっくりと呼ぶ。


    　──小こ手で毬まり。

  


  
    １話　プライド

    


    　蜘く蛛も島じまとの戦い以降、小こ手で毬まりと煌こう霊れいの契約をした頃ころのことをよく思い出す。


    　それは過去がなつかしくなったとかそんな意味合いじゃなくて、自分への戒いましめのためなんだろう。


    　煌霊遣いと煌霊が離ればなれになりかけていた。


    　俺は小手毬を疑った。売れて、俺なしで成功している小手毬を。


    　小手毬が俺を裏切るわけがないんだ。そんなことをしたら、小手毬は自分の人生を裏切ることになってしまうんだから。


    　少し前まで、俺はあいつのことに怯おびえていたと思う。小手毬に置いていかれて、取り残されると感じていた。


    　テレビに活躍の場を移していく小手毬、それに比べて自分の強さを執しつ拗ように雑誌で主張し続けるばかりのマニアのための偶像になる自分、自然と不等号の開いたほうを小手毬のほうに向けていた。冬ふゆ川かわ朱す雀ざくは小手毬より劣っていて、劣っている自分は小手毬から切り捨てられる。


    　怯えというか、嫉しつ妬とって言ったほうが正しいか。蜘蛛島の事件が起こるまで、確実に俺は小手毬に嫉妬していた。


    　次のＫＣナイト・チヤンピオンシツプのことだってすぐには小手毬に話せずにいた。全部自分一人で進めようとしていた。蜘蛛島の一味に小手毬が狙ねらわれたのも、あいつが一人だったからだ。俺が小手毬のそばにいてやれなかったからだ。


    　蜘蛛島の事件から後、少しだけ小手毬との時間を増やした。あいつが早起きだから、それに合わせて俺も朝早く起きた。一分でも小手毬を見ている時間が長くなればいいと思った。小手毬との時間を取り戻したかった。


    　週に一回は二人で必ずどこかに出かける約束をした。俺から提案したのだ。お台だい場ばでも鎌かま倉くらでも麹こうじ町まちの行列のできるラーメン屋でも何でもいい。ちゃんと、俺と小手毬がパートナーだってことを確認できる時間がほしかった。


    　そうしないと気が済まない俺がいる。


    　煌霊をパートナーとして認めることと、煌霊を家族のように大切に扱うことは、違う。小手毬は俺の妹でもなければ、妻でもない。そんなことはわかっている。ただ、小手毬と一緒にいる時間を減らしすぎると、また俺のほうが失敗してしまう気がしたのだ。


    　これまでも、すべて、俺に問題があっただけだった。


    　小手毬はずっと俺のために生きてくれている。仕事が増えても、何も変わったりなんかしていない。


    「何、じろじろ見てるんですか？」


    　台所から声がかかった。もっとも、「台所から」というほど、距離が空あいているわけではない。すぐ後ろの廊下の部分に腰を降ろして、俺は小こ手で毬まりの後ろ姿を眺めていた。


    「いやさ、初心忘るべからずっていうかな。温おん故こ知ち新しんっていうか、不ふ易えき流りゆう行こうっていうか」


    　言葉を並べていったら、だんだんと自分でも何が言いたいのかわからなくなってきた。


    「マスターはこちらが夕食を調理している時に遊んでいることに罪悪感を覚えているのかもしれませんが、真後ろで見つめられても、手伝いにすらなりません。まだ、ネットでウィキでも見て、後輩の名前を覚えてもらったほうが有益です」


    　たしかに小手毬の側がわからしたら、視線を受けて落ち着かないか。今日もゴスロリ服の上から、エプロンをつけて調理している。というか、礼服も普段着も、小手毬は全部ゴスロリ服だ。原はら宿じゆくの竹たけ下した通りのそっち系の店かっていうぐらい、ゴスロリ服しか持ってない。


    「なんだろう、デビューしてそこそこ経たつだろ。ちょうど、過去を振り返るターンなんだと思う。バンドでいえば、ベストアルバムを出すようなタイミングっていうか」


    「それで私が何をしているか、あらためて振り返ってみようということですか？」


    　うなずいてみたが、よく考えたら小手毬がこっちを見てないから、声に出さんとわからんよな。


    　今でも、時間があれば小手毬は夕食を作ってくれる。東京に出てきてから、ずっとそうだ。


    　小手毬の稼いだ額（と俺が稼いだ額。小手毬よりはるかに少ないけど俺も働いているのだ）があれば、外食でも問題ないのだが、「栄養がかたよる」という理由で、いまだに小手毬は台所に立つ。「健康でなければ、異能力者としてのパフォーマンスにも影響が出ますから」ということらしい。


    　かといって、メインで働いているのは小手毬のほうだし、俺が作ろうかと提案したこともあったが、「まずいのでけっこうです」と一刀両断にされた。野菜と肉切って炒いためて、塩コショウ振っただけとか、そんな次元だからな……。


    　はっきり言って、今の売れっ子の小手毬に料理を作らせるとか、それだけでファンがキレても仕方のないレベルだ。申し訳ないやら、ありがたいやら。


    「煌こう霊れいに小手毬を選んで、本当によかった」


    　後ろからの俺の声で、包丁の音が唐突に止まった。


    　それから、「痛っ……」と声が漏もれた。


    「も、もう……。いきなり変なことを言ってくるもんだから、驚いて指を切ってしまったではないですか……。だいたい、そういう感謝の言葉は面と向かって言うべきでしょう……」


    　実害を被こうむった小手毬のほうから苦情が来た。


    「悪かった……。今月は俺にとっての『小手毬感謝月間』なんだよ。キモいかもしれないけど、素直に受け取ってくれ」


    「できれば、気持ちだけ受け取りたいですね。言葉にされると、新しい嫌いやがらせなのではと思います……」


    「大丈夫か？　絆ばん創そう膏こうは……」


    「たいした傷じゃないから、いいです」


    　そっけない声で小こ手で毬まりが言う。実際、妙なこと言われて、向こうもやりづらいだろうが、言葉にしておけば、小手毬の大切さも忘れずにすむかと思ったのだ。見事に俺は小手毬の大切さを忘れてたわけだし。


    　小手毬の包丁の音に耳を傾ける。


    「ようやく、静かになりましたね」


    　小手毬がぼそっと言う。


    「口に出したら気持ち悪がられるから、心の中で感謝してた」


    「マスター、変なものでも食べたんですか……？　私は古いものは調理に使ってませんよ。拾い食いみたいなことはしないでくださいね」


    　小手毬としては、調子がくるうのだろう。それでも、手は止まらずに、切った野菜を鍋なべに入れていた。


    「今日の料理は、肉を抜いてない肉じゃがと油揚げを抜いてないけんちん汁です」


    　油揚げぐらいはデフォルトで入れておいてほしい。


    「俺、今日の料理が何かなんて聞いてないけど」


    「いつもなら、このあたりで聞いてくるところですから。先回りしておきました」


    「そうだな。長い付き合いだしな」


    　俺のところからは、小手毬の菜さい箸ばしがリズミカルに動くのだけが見える。料理のほうも、長らくやってるから、小手毬の動きは職人のように無駄がない。


    　食べる前から、その肉じゃがの味はわかる。


    　今日は牛肉を使っているから甘めの味つけのほうだ。小手毬の肉じゃがは牛肉を使う時は甘めで、豚肉を使う時は濃いめで甘さがない。どっちも、「肉じゃが」と呼んでいるが、かなり違った料理になる。お金がなかった頃ころ、似たような材料でレパートリーを増やそうとして、小手毬が味だけ変えたのだ。ただし、昔は肉の量が極めて少なかったし、たいてい特売のうえに駄目押しで割引シールが貼られているものだったが。


    　最初に小手毬が肉じゃがを作ってくれたのは俺が高三の時だっただろうか。料理ぐらいひととおり作れるようになりたいと言って、冬ふゆ川かわ家の厨ちゆう房ぼうに立った。見た目はよくできているのに、ニンジンは固いし、じゃがいもも固いし、とにかく失敗作だった。


    「おいしいぞ」と言ったら、「ウソを言うのは、かえって失礼です」と悔くやしそうな顔で言われた。


    　ウソのつもりで言ったんじゃなかったんだけどな。野菜に火が通ってなくても、小手毬が作ってくれた料理を俺はおいしいと感じていた。


    　届きそうなところにあったリモコンに強引に手を伸ばして、テレビをつけた。誰だれか知ってる奴やつが出てないかなと思ったら、みぞれの顔が見えた。カキ氷のリポートをしているらしい。氷の五ご属ぞく性せい系けい異能力者らしい仕事だ。


    　体をまた小こ手で毬まりの側がわに戻して、遠くのテレビを見つめる。


    『えっ？　カキ氷のお代わりしないんですか？』


    『普通、しませんよ！　みぞれちゃんはするの!?　一杯でも十分でしょ！』


    　一緒に出ていた芸能人がびっくりしていた。これは演技じゃなくて、素すだと思う。


    『みぞれは、カキ氷は必ずお代わりしますよ。基本的に夏しかやってませんから、人生で残り何回食べられるか、けっこう怪しいわけですよ。もしかしたら、二度と食べられないかもしれないんですよ？』


    　また、ポジティブなのかネガティブなのかよくわからないことを言ってる。逆に言えば、それだけみぞれにブレがない証拠だ。


    『ところでブルーハワイってどういう味なのかなって、いっつも気になってたんだけど、カキ氷大好きのみぞれちゃんは知ってます？』


    『いえ、そんなどうでもいいこと考えたことなかったです』


    『たしかにどうでもいいことだけど、なんかイラっとくる！』


    　同業者視点かつ知り合いの視点で見てしまうので、何のつながりもない一視聴者のポジションで楽しむことはできないが、それなりに面白いと思えた。


    「みんな、頑張ってるな。みぞれもこの一年でトークが冴さえてきた。さすが、十代は伸びしろが大きい」


    　最近出したＣＤのシングルもけっこう売れているはずだ。チャートに名前が入っていた。


    　舞まい花かもじわじわとテレビ出演時間が増えてきているし、バトル要素も含んだショーイベントだと、ＮＨＫホールまでソールドアウトさせたはずだ。あそこ、三千五百人ぐらいは入るはずだぞ。生の舞花を見ようと、それだけの数が集まってくるわけだから、相当なものだ。


    　テレビがＣＭの時間に変わる。川かわ匂わがペットボトルの水のＣＭに出ていた。


    『信じたくないけど、わたしの手から出た水より美う味まいです！　白しら神かみウォーター新発売！　においも苦みも一切ありません！　どれだけ飲んでも健康にも問題ありません！　来年には消えちゃうような泡ほう沫まつ商品にしたくないから買ってくださいね！　来年もＣＭ出演するつもりですからね！』


    「飲料水メーカー、人選ミスしてるんじゃ……」


    　イメージガールとしては、割りと最悪だと思うのだが、ウケがとれればそれでいいのか？


    「マスター、テーブル拭ふいておいてください」


    　仕事の指示があったので、台所からふきんをとって、テーブルを軽く拭く。それと瓢ひよう簞たんの形をした箸はし置おき二つと箸を並べる。箸置きは日帰りのテレビの仕事のお土産みやげで小手毬が買ってきたものだ。


    　肉じゃがのにおいをかぎながら、この調子だと七時ぐらいに食事だろうなと思った。


    　みぞれの活躍を見ていたら、やがて七時になった。ニュースは猛暑であることを伝えていたが、逆に言えば、それ以上の大きな事件はないようだった。


    　そこに、小こ手で毬まりが皿を並べる。俺ももちろん手伝う。やかんを持ってきて、二人分のお茶を入れた。


    　チャンネルを変える。ひとまず滝たきヶが峰みねが出ている番組にした。出ているのを知っていて、見ないというのも、意地を張ってるみたいで嫌いやだったし。


    「うん、このけんちん汁、具だくさんだな」


    「里さと芋いもが安かったので、試してみました。自分でも合格点です」


    「里芋はじゃがいもと比べると、扱いが難しい野菜だからな。いい仕事ができてる」


    「ありがとうございます」


    「この肉じゃがも、小手毬の味になってる。当たり前だけど、チェーン店だと出せない味だな。とにかく、やさしい」


    「マスター、人を褒ほめられるようになったんですね」


    　小手毬はそう言って、顔を隠すようにけんちん汁をすする。そのあとに、また話が続く。


    「これまでは、こんなに何の屈託もなく、活躍してる人の番組は見ることはできなかったと思います」


    「いや、これまでもテレビぐらいは見てただろ」


    「見てはいましたが、平常心ではいられなかったはずですよ。心の中で歯ぎしりしながらか、心を抜け殻にしてかのどちらかでした」


    　どうしてお前は俺の心の中を見てきたように語るんだ。


    　テレビでは、滝ヶ峰が殺気などみじんも感じさせずにひな壇だんで微ほほ笑えんでいる。あいつが人を殺しただなんて、視聴者は想像もできないだろう。もちろん、そんな想像をする必要なんてないのだ。


    　滝ヶ峰は滝ヶ峰なりの偶像であればいい。


    　俺は俺で、自分の身の丈に合った偶像になるのだから。


    　自分が今の滝ヶ峰を見て、何か特殊な感情を抱いているだろうかと確かめようとした。


    　わからない、としか言いようがない。ただ、気持ち悪さにしろ敬意にしろ、そういう強い想いは何もないはずだ。


    　他人にしては俺は滝ヶ峰のことを知りすぎた。そのせいで単純な感情になれずにいるのか。


    「俺もちょっとは成長したんだよ」


    　言ってみて、ベッタベタな言葉だと感じた。


    「厳密には成長させられたのかな。いろんなことがありすぎた」


    　いろんなこと、という表現を使ったら、罪の意識がうずいた。そんな安い言葉の中に、人殺しまで含めてしまったせいだろうか。


    　あの港湾での一件で、俺は人生で最も死に近づいたし、他人に死をもたらすこともした。


    　俺は変わったし、厳密には変えられたのかな。


    　殺さずにすます方法はあっただろうか。また意味のないことを考えた。迷う暇ひまなんてなかったはずだ。自分と小こ手で毬まりのために敵を退しりぞけた。


    「お疲れ様でした」


    　小手毬が言った。食事中にしては不自然な言葉だと思った。


    「今のマスターは、幸せでしょうか？」


    「ああ、それなりにな」


    「だったら、私も幸せです」


    　なんか、今日は歯が浮くような台詞せりふが多いな。新婚家庭かよ。


    「俺も小手毬が煌こう霊れいでいてくれてよかった。お前に欠けてるものなんて何もないからな」


    　だから、俺もやり返す。お前も恥ずかしくなって、照れろよ。


    「褒ほめても何も出ませんよ」


    「思ったことを言っただけだ。お前に足りないとしたら、胸ぐらいのものだよ」


    　無言で小手毬が立ち上がる。


    　肉じゃがとけんちん汁が、台所のほうに下げられた。


    「あの……まだ、食べるんだけど……」


    「料理は胸のある人に作ってもらったらいかがですか？　きっと、そのほうがおいしいですよ」


    「どんな理屈だよ……」


    　悪かった、もう言わないと何度も繰り返したら、やっと料理が戻ってきた。


    「まあ、今回は大目に見ましょうか。次は胸がないとか、根も葉もないことは言わないでくださ──」


    「いや、傷つけることを言っちゃいけないとは思うが、胸がないことが事実でないことになるのは違うだろ」


    「やっぱり、大目に見ません」


    　小手毬は例の手帳を取り出した。あの「正」の字が並んでいるページだ。


    　縦の短い棒が一本増える。あと一画で、新しい「正」が完成してしまう。ただ、事実を言っただけで処罰されるって、マジでディストピアだな……。


    「これで四十九個目ですか。マスター、もう、こんなことを言わないでください。あと一回で五十に達しますから」


    「それってさ、本当に五十個たまったら、どうなるんだよ。何かやるつもりだろ、お前……」


    「五十個たまらないような堅実な生き方をしていれば、それでいいんです。そうすれば、怯おびえる必要すらありませんから」


    「やっぱり、気になる。教えてくれ」


    　ここまで臨界点に近づくと、気楽に受け流せなくなってきた。下手すると、今日明日で五十個になるからな……。


    「そんなことを知ろうとするよりも、自分の態度を見直してください。マスターが間違っていなければ、何の問題もないんです」


    　これに関しては小こ手で毬まりは容赦しないらしく、許可は下りなかった。


    「まあ、昔と比べればマスターも立派になりつつはありますから、これからは大丈夫だとは思いますが……」


    　多少、小手毬もやりすぎたと感じたのか、言こと葉ば尻じりが濁った。よし、ここでもうひと押ししておこう。


    「今日、夜は時間あるか？」


    　話題を変える意味もあって俺は言った。


    「はい」


    　小手毬の表情も少しゆるむ。違うところで、前向きなことをアピールしたのだが、正解だった。城は真正面から攻めるだけではダメなのだ。


    　そのあとに、小手毬は顔をかすかに紅潮させながら、ゴスロリ服に手をかける。
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    「では……先に命をお願いできますか？」


    　俺は「わかった」と言いながら、電気のスイッチのところに行く。


    



    
      ★

    


    



    　小こ手で毬まりに命を入れ終わったあと、俺たちは京けい王おうで高たか尾お線の終点、高たか尾お山さん口ぐちの駅に出た。


    　ホームの左手のほうを見ると、闇やみの中にラブホテルの明かりだけが浮き上がっていて、現実味に欠ける。強い光と言えば、それぐらいだ。登山客でにぎわうミシュランお墨付きの観光地も夜だけは別だ。こんな時間にここを闊かつ歩ぽするのは山に住み着いている天てん狗ぐぐらいだろう。


    　そんな闇の中へ俺と小手毬は二人して入っていく。夜の登山が趣味なわけじゃない。


    　土産みやげ物もの屋が途切れた登り口から急な坂を少し歩くと、傾斜のない開けたスペースに出る。そこで足を止める。


    「だいぶ歩いたし、少し休むか？」


    「いえ、時間ももったいないですし、すぐにやりましょう」


    　ストイックな小手毬がそう答えるのはわかっていた。それでも聞くのが、俺の仕事だと思う。


    　ナイフをポケットから取り出す。店に行けばすぐに手に入る、大量生産のありふれたものだ。ただ、切れ味に関しては申し分のないものを選んでいる。


    　そのナイフを右手にかまえる。と言っても、ごくごくニュートラルな姿勢だから、他人が見れば、ただ「持っている」ようにしか見えないだろう。


    　これでいいのだ。これは相手の手が読めない時のかまえだから。


    　いわば、真の意味での実戦。正体不明の敵と戦わないといけなくなったというシミュレーション。


    　影えい殺さつ師しとしては最悪のケースだが、だからこそ、訓練のしがいがある。ＫＣの本番の試合を前提にしての特訓では成長もない。影殺師に似合うのは、異常な環境であり、修しゆ羅ら場ばだ。修羅場を乗り越える力があるなら、ＫＣなんて拍子抜けするぐらい、楽な舞台だ。


    「よし、小手毬、好きなだけ来い」


    「はい、全力で向かわせていただきます！　〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！」


    　小手毬の袖そでから絹糸が数条、鎖くさりのように伸びて、こちらを狙ねらう。


    　登録異能力名【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】──小手毬は俺のパートナーでもあり、一人の異能力者でもある。


    　だから、これは煌こう霊れい遣いと煌霊の特訓でもあるけど、対等な異能力者同士の戦いでもある。


    　そして、こちらに糸が届く直前──


    「繊維硬質化！」


    　小手毬が叫ぶ。しなやかな糸の質感が一瞬で変わる。糸を鋼はがねのように変えるのは、小手毬の一般的な戦術だ。


    　当然、そんなことは普通の人間にはできない。


    　だが、小こ手で毬まりは人間ではなく煌こう霊れいだ。ということは、人間を超越した力を発現させられる可能性を持っているということだ。


    　あくまでも可能性だ。それこそ、死ぬほどつらい訓練を乗り越えて、小手毬はこの糸を操る力を習得している。


    「どうした、小手毬？　まだ、余裕だな！」


    　俺はナイフを小さく振り、糸を一本、二本、三本、立て続けにはじく。


    　はじくのがミソだ。硬くなっているとはいえ、相手は糸。無理に切ろうとするような動きを見せれば、ナイフを絡め取られる。


    　そして、身を守る術すべを失ったところを、ほかの糸に襲おそわれる。


    　武器の奪取は、影えい殺さつ師しにとっては常に選択肢に入りうる手段の一つだ。丸腰になった敵は殺すのに容易だし、しかも自分が殺されるリスクが格段に下がる。


    　逆に言えば、武器を奪われないよう、細心の注意を払って戦う必要がある。


    　無論、ナイフの大振りは論外。


    　隙すきが多く生まれて、狙ねらってくれと言っているようなものだ。


    　最低限の動きで防御を行い、転戦する。体の重心が傾いたほうに、自然と逆らわずにスライドさせてゆく。


    　幸い、土地は広い。好きなだけ逃げられるし、小手毬も好きなだけ俺を追える。


    「もう一段階、難易度上げてこいよ！」


    「数を増やしますよ！」


    　絹糸だけじゃない。今度は鉄線とピアノ線が、戦列に加わる。


    　複数の種類の糸の同時使用も、小手毬の常じよう套とう手しゆ段だんだ。


    　小手毬は糸の種類ごとに異なった命令を出すことができる。動きも糸ごとにまったく違ってくる。すべての糸に対応できなければ、小手毬の攻撃から逃れることはできない。


    　同じように、ナイフではじく。二刀流にすれば防御は楽だが、その分、後手にまわる。片手でしのぎきれないと、耐えることだけが趣旨になってしまう。


    「どうした、どうした？　テレビの仕事が多くて腕がなまってるんじゃないか？」


    　転戦しながらだんだんと、小手毬との距離を縮める。


    　俺が使える武器はナイフぐらいだ。必然的に敵を狙えるレンジも限られてくる。逆に言えば、俺が接近できれば、そのナイフでとどめをさせるってわけだ。


    　本当にはとどめはさせないが、一秒も気の抜けない戦いを俺はしている。ギリギリの戦いの中でしかポテンシャルは上げられない。最高の形で俺たちは年末を迎えるつもりだ。そして、チャンピオンとして今年も年を越してやる。


    　しかし、小こ手で毬まりにも焦あせりはない。


    　まだ、二手、三手先がある証拠だ。


    　影えい殺さつ師しは殺しのプロだ。そしてプロは運に頼らないものだ。運の要素を削って、戦闘を自分主導のものにコントロールしていかなければならない。そのためには、相手の行動に対応できるだけの読みと手数がいる。


    　ピアノ線をはじいて、内側に少しずつ、少しずつ入りこむ。


    　急ぐ意味はどこにもない。死闘に能率は必要ない。大事なのは、むしろ確実性のほうだ。


    「どうした？　このままじゃ、ナイフの射程距離に入るぞ！」


    「そっちこそ、足元がお留守ですよ！　〈針化した柔糸シルク・ニードル〉！」


    　地面が割れて、硬質化した糸が剣けん山ざんのごとく、突き出てくる。


    　リングの下に仕込むようなことは、これまでもあったが、まさか普通の地面にも適用できるようになったのか。


    「私一人でも訓練はできましたからね。ぐずぐずしていると、マスターを置いていきますよ！」


    　小手毬は小手毬で戦うことを忘れたりはしていなかった。


    　強くなったな、本当に。テレビ出演で時間がとれなかったとは思えない。むしろ、いよいよ技に磨きがかかってきた。


    　もっとも、喜んでばっかりもいられない。串くし刺ざしにされちゃ、ＫＣにも出られなくなるからな。


    　糸が突き立てられる。右足の靴に穴が空あいた感触がある。


    　その瞬間に俺は跳んだ。間一髪セーフってところだ。


    　靴下のまま、地面に着地する。左の靴も邪じや魔まだから、脱いだ。


    　右の靴が、あわれ、糸に貫通されている。


    　一方で、俺は靴下で小手毬との距離を詰める。


    「ったく。靴、買いなおしだぞ」


    「どうせ、激安の靴でしょう。授業料だと思ってください」


    　俺たちはお互いににやりと笑う。小手毬は、にやりってほどじゃなかったけど、それでも相そう好ごうを崩す。


    　特訓は血湧わき肉躍るもんだな。


    　ＫＣに向けての特訓がこんなに面白いなら、ＫＣはもっともっと先でもいいぐらいだ。あと三年も続ければ、俺たちは日本でも屈指の夜の高たか尾お山さんリピーターになってるだろう。


    　ＫＣに向けての特訓という、しかるべき理由があるのだから、事務所のトレーニングルームも使えるとは思うが、新しん宿じゆくの事務所は遠すぎるし、それこそ床から糸を突き立てるようなことはできない。いや、物理上はできるけど、事務所をぶっ壊したら弁償させられる。


    　そこで、俺たちが目をつけたのが、夜の高尾山だった。


    　ここなら、目撃する人間もいないし、広い。家からも比較的近い。京けい王おうは運賃が安いから、二人で往復してもタクシーのワンメーター程度だ。地面がやわらかい土だから、足も痛めづらい。異能力制限法的にはグレーゾーンだが、仲間内だからギリギリセーフだろう。


    　別に急きゆう遽きよ、場所を探しただなんてことはなくて、上京した頃ころは練習にここをよく使っていた。それを復活させただけのことだ。


    　小こ手で毬まりの仕事が忙しいから、毎日ってのは無理だが、やれる時はやることにしている。週に二回やれれば十分だ。本気の戦いっていうのは、毎日のようにやるものじゃない。毎日仕事を請け負うような殺し屋は、殺し屋じゃなくて、たんなる殺人狂だ。でなきゃ、心も体も保もたない。


    　危険は多い。本番までに大ケガしたらそこで終わりだ。


    　それでもあえて言おう。


    　今の俺は最高に楽しい。


    　俺たちが本気で力を行使したと言えるのは、蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わ戦、蜘く蛛も島じまムカデの一味戦、その前はもう昨年末の第一回ＫＣまでない。まさに数えるほどなのだ。


    　現代日本に生きる以上、最強を謳うたってはいても、全力でやれる機会はほぼ皆無だ。


    　そんな眠っていた感覚をこの特訓は呼び起こしてくれる。


    　体中の血が沸点を超える。


    　といっても、頭に血がのぼるようなものとは違う。もっとゆっくりと体温が上がっていく感覚。体はより自分の思い通りに動くようになる。イメージとアクションの違いが限りなくゼロになる。


    　俺はナイフを小手毬のほうに突き立てる。


    　同時に、鉄線がナイフをはじく。


    　息が合ってないと、これは特訓にならない。すぐに殺し合いになる。


    　だからこそ、余計に俺たちは盛り上がっている。いかにも影えい殺さつ師しらしい戦い方じゃないか。


    　生と死の狭はざ間まで、俺たちはさらに強くなる。ほかの連中が近づくこともできないぐらいの、完全無欠の最強になる。


    　体の動きはいい。今の俺たちと互角以上にやれるのは、おそらく滝たきヶが峰みねだけだろう。


    　現役最強の異能力者は、第二回ＫＣでも見事防衛を果たしてやる。


    「ＫＣ、優勝するぞ」


    「言うまでもありません」


    　さあ、本日のクライマックスといくか。


    　もう一歩踏みこんで、ナイフを打つ。


    　小手毬、糸で見事、防ぎきってくれよ。


    　危険な練習だが、恐怖はない。俺と小手毬の間には、全幅の信頼がある。


    　どうやって、小こ手で毬まりがその一撃を止めるか、俺の頭にも小手毬の行動はシミュレートされている。小手毬も俺がそのあとにどう攻めてくるかわかっている。台本はなくても、目を見ればわかる。


    　ただ、それは二人でやっているからこそ完かん璧ぺきなのであって──


    　部外者が入ってきた瞬間、破は綻たんする。


    



    　俺のナイフが────粉のようになって、消滅した。


    



    「なっ!?」


    　何が起きたのかわからなかった。どんな安物の刃物でも、折れることはあっても四散することはないだろう。


    「誰だれです？」


    　小手毬は、もう糸を俺のほうから引いていた。不確定の「何か」に対する防備をとるためだ。


    　俺も、一度、小手毬から距離をとる。同時攻撃で一掃されるリスクを避ける。


    　こういう時、最悪の可能性を前提にして動いたほうがいい。そのほうが裏切られずにすむからな。


    　業界に長いこといれば、戦闘以外でも本当に何度も何度も裏切られる。たとえば、仕事が入ったと思って、その日の予定を空あけていたら、当日の朝になって、やっぱり仕事が飛んだからその日は来なくていいよって言われた時とか。それ、仕事が消えたとしても、多少の補償はされなきゃおかしいんじゃないか……。いや、今はそんなことはどうでもいい。


    　今回こそ最悪の事態と言ってよかった。


    　見慣れない連中が、敵意をちらつかせて、こっちを見ている。


    　正面にいるのは、いかにもミュージシャンとかアーティストとか、とにかくそういうカタギとはちょっと違ったチャラい雰囲気の中年男。ちょい悪わるにシャツを着崩しましたって感じで、胸ポケットにはタバコの箱。こんなところにこんな時間にいる時点で、ちょい悪わるじゃなくて、激ワルだろう。


    　そいつの横には、ライブ会場にでもいそうな、赤い髪をした攻撃的な雰囲気の女がいる。黒とピンクの縞のチューブトップの上からパンク系のジャケットを羽織っている。あと、やたらとたくさん耳にピアスをしている。年齢は俺と同じぐらいか。


    「悪いね。こっちに気づいてもらいたくて、ちょっかいをかけちゃった」


    　チャラい感じの男が、本当にチャラい声で言う。未み来らい永えい劫ごう、俺の友達にこういうタイプはいないと思う。というか、こういう奴やつと仲良くなれる奴って何なのって思うぐらいに苦手なタイプだ。生理的に受けつけん。


    「もんだーい。アタシらは何者でしょう？　三択で答えてね。①『御おん大たい』、②『御大』、③『御大』」


    　女のほうが言った。こっちも、声が中途半端にギャルっぽくてムカつく。どうして、俺と性格的に合わなそうな奴やつばっかり押しかけてくるんだよ──と思ったが、俺と性格の合う奴ってあんまりいなかった。それって、舞まい花かみたいにダメな俺を許して、受け入れてくれる奴ぐらいだけだよな……。


    　もしかして、『御おん大たい』は、俺がどういうキャラが苦手かまで把握してるのか？　だとしたら、ずいぶんセコい奴だ。


    「そのうち、来ると思ってたけど、早いとも遅いとも言えないタイミングだったな」


    「ちょっと！　ちゃんと三択に答えなさいよ！　無視すんな！」


    「え……どれ、答えても一緒だろ……」


    　予想外のところでマジギレされた。回答することが前提の発言じゃないだろ。なんか、損した気分だ。


    「答えが一緒でも、あえて回答することに意義があるんでしょうが！　無意味かもしれないと思っても、チャレンジすることで見えてくるものもあるのよ！　だから、答えなさいよ！」


    「じゃ、じゃあ……①の『御大』で……」


    「ふふっ、よくわかったわね。そうよ、アタシらは『御大』の一員よ」


    「面倒くさいな」
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    「面倒くさいですね」


    　小こ手で毬まりと感想がかぶった。


    　蜘く蛛も島じまたちを返り討ちにした時点で、こうなることはわかっていた。


    「ついに本格的に俺を殺しに『御おん大たい』が来たってわけか」


    　こういう非合法組織っていうものは面メン子ツに一番こだわるって相場が決まってる。社会的な評価が得られないからこそ、面子やプライドを重視するようになっていくのだ。


    　俺は『御大』所属の蜘蛛島たちを叩たたきつぶした。いくら、あれが蜘蛛島たちの勝手な動きとはいえ、『御大』がそのまま黙っているわけはないと思っていた。


    　スペアのナイフをかまえる。これはＫＣみたいな、まともな戦いじゃない。いつ、敵が襲おそってきてもいいような準備がいる。


    　小手毬も糸をすぐに打ちこむ態勢だ。


    　さて、どう戦うかだな。一対一で、一人ずつ仕留めにいくか、小手毬と俺と同時にかかって、まず片方を確実につぶすか。


    「部下が負けたから仕返しか。裏社会は情に厚いんだな」


    「ああ、それは違う、違う。これは僕らが勝手にやってるだけ。組織の総意でもなんでもないから」


    　なんだよ、また蜘蛛島の時みたいに単独行動なのか？


    「こちらは蜘蛛島君には何の未練もないから。仇かたき討うちどころか、葬式すら行かないレベルだよ。君も変な落ちこぼれに目をつけられて大変だったね」


    　蜘蛛島を徹底して貶おとしめようとするかのような男の口ぶりになぜか、カチンと来た。


    「じゃあ、お前らは何の用で来たんだよ？」


    「言ってみりゃ、最強の異能力者っていうのがどれぐらいのものか、有志たちで確かめに来たわけ。ほら、テレビに映ってるお店の料理がおいしそうに見えても、実際行ってみたらたいしたことなかったってよくあるでしょ？」


    　ほんのちょっとだけありがたい情報が入った。組織総出で来られるよりは個別に顔を出してくれたほうが楽だ。戦隊ヒーローものでも、怪人三十人ぐらいと悪の幹部全員が第一話から一斉に来たら、えらいことになる。主にヒーローとおもちゃメーカーにとってな。


    　社会人になって強く感じるようになったが、個人が企業や団体といった組織に勝つことは不可能だ。変な話、企業に理不尽なことを言われても、その内部の人間は泣き寝入りするしかない。


    　法的におかしいことなら、訴えればいいと思う人もいるだろうが、そうもいかない。訴えるには時間も費用もかかりすぎるし、仮に勝訴しても裁判沙ざ汰たにするような異常な人間と見なされて、業界から避けられる。面と向かって非難されることはないだろうが、なんとなく、曖あい昧まいに距離をとられてしまう。わざわざ、煙が上がっているところに近づく奴やつはいないのだ。


    　ひどいケースになると、しょぼい事務所で給料未払いが起きたりってことまである。会社が給料払わないせいで借金が返せないとか、笑えない話すら知っている。


    　なお、今のはあくまで一般論で、とくに異能力業界を批判しているのではない。いやあ、異能力者業界で、ブラックな事務所なんてないですよ。全部、天国のようなところですよ。


    　閑かん話わ休きゆう題だい。誰だれに言い訳しているんだ、俺は。というか、閑話できる状況じゃなかった。


    　影えい殺さつ師しの基本。


    　卑ひ怯きようなことほど率先してやれ。


    　標的に女子供がいれば、優先して狙ねらえ。敵の動揺を誘える。


    　このケースは、女のほうから二人で仕掛けることにしよう。


    「右、右の男」


    「はい、マスター！」


    　わざわざ二回繰り返したのは、向かって左側の女を狙うぞという意味だ。戦場では相手の裏をかいたほうが勝つ。なにせ、二度目はないんだからな。一度しくじれば、それで終わりだ。


    「〈二足歩行の蜘蛛マツド・ウイーヴアー〉！」


    　小こ手で毬まりの鉄線が袖そでから伸びる。ひとまず、一人目を締め上げる算段だ。


    　同時に俺も女に向かって飛び出す。急襲で確実に一人目を戦えなくする。


    　敵は糸を回避しようともしていない。動きはたいして早くない。これなら、すぐに絡めとれ──


    「これは斬きらないとダメかな～」


    　女の手から、剣が生まれる。剣と言っても普通の剣じゃない。半透明だし、無から生み出したようにしか見えない。


    　その剣は、あっさりと小手毬の糸を切断していく。


    　え……？　鉄線って簡単に切れるものなのか……？


    「そんな!?」


    　小手毬も、望ましくない展開に顔色を変えた。


    　まずい。


    　こっちが突っこむのは敵の動きを止めている前提だぞ。敵が備え万全なら、話は違ってくる……。


    　どうする？　一いつ旦たん引くか？　しかし、いきなり俺だけ戦術を変えれば、小手毬を危険にさらすことにも──


    　しかし、幸か不幸か、選択肢は最初から消えた。


    　俺のナイフに何かが撃ちこまれた──と感じた途端に、またナイフが粉のように崩れた。柄の部分も残さずに。俺の手から何かを握ってる感触がなくなっていた。


    「ちっ！　小手毬、俺は戻る！」


    　予備のナイフならあるが、移動しながら次のを抜くのでは、時間のロスが多すぎる。足を止めて、引くことを選んだ。


    　女は何もしなかった。この力は男のほうの能力らしい。


    　男の手には、銃のようなものがある。いや、明らかに銃だ。問題は、ナイフを粉状に変える弾丸なんて存在しないはずだということだ。


    「不ふ思し議ぎそうな顔をしてるねえ。だと思うよ。僕の異能力がどういうものか、理解できなかったでしょ。これは物を分解する変質系の能力なんだ。この銃で撃たれたものの構造をいじっちゃうわけ。以前に活躍してた淵えん堂どうって人と似てるけど、こっちのほうが連射もできるし、使い勝手がいいよね」


    　男が調子に乗って異能力を語る。でも、それはたしかに語るに足るものだった。銃で撃ったものを分解できるって、それ、あまりに強すぎる能力だろ……。


    「アタシは生命エネルギーを好きな武器にできるんだよね」


    　女の手にあった剣が弓矢に変わる。


    「元が物質じゃないから、原則どんなものでも切れるし、刺せる。これより切れ味のいい剣も、よく通る矢もないはず」


    　これは、よくないな。思った以上に敵は手ごわい。まさに実戦での勝利だけを目的にした異能力。


    　銃で遠距離、剣で近距離を押さえるというユニットでの行動というところも抜け目がない。しかも、どっちも相当な実力者だ。


    「マスター、どうしますか？」


    　小こ手で毬まりが、俺のそばに寄ってきた。作戦は一度リセットされているから、新たな指示を出さないといけない。それに、適当に戦っていいレベルの相手じゃない。この場合の失敗は自分の命がなくなるのと同義だ。


    　フィクションの異能力者なら、ピンチの時、敵を出し抜く妙案を思いつく。あるいは秘められていた力を解放したりする。


    　俺にそんなものはない。しかし、迷っていることを悟られていい事態でもない。


    「作戦変更だ。あまり、俺から離れるな」


    「……わかりました」


    　小手毬の受け答えが少し遅れたのは、俺の命令が通例からずれたものだったからだ。


    　煌こう霊れいと煌霊遣いが近くにいるメリットなんて、とくにない。むしろ、命令を与えて、煌霊に攻撃させるのが常道だ。


    　でも、今は小手毬を自分の遠くにやりたくなかった。


    「そんじゃ、見極めてあげるっ！　あんたら、実際のところ、どうなのさ！」


    　女が剣を持って突っこんでくる。


    　もっとも、その剣はすぐに俺とそっくりのナイフに変形したが。


    　わざわざリーチの短い武器にするのかよ。舐なめられてる。


    　刺されるのはかわせた。それぐらいの間合いはとれる。


    　けれど──敵の目的は最初から俺の体じゃなかった。


    「じゃあ、まず、この物騒なものから」


    　強引に女はナイフを持つ手を伸ばす。


    　俺のナイフがすぱっと柄に近いところから切断される。通販の実演かってぐらいに、すぱっと。こいつはナイフのほうを破壊するつもりだったのだ。


    「あら、武器なくなっちゃったわね」


    「マスター！」


    　女を狙ねらった小こ手で毬まりの糸も同じように、すぱすぱ切られる。


    「くそっ！　こんなのアリかよ！」


    　防御不可能な刃物なんて、どうしたらいいんだ！　俺も小手毬も逃げるように間を空あけるしかない。屈くつ辱じよくだが、正面からじゃ、何もできない。小手毬に攻撃させようにも、糸が切られるとなると、拘束するのも難しい。


    　暗殺者であるはずの俺たちなのに、正体も行動も、すべて相手に知られてる。


    　理由はわかっている。俺たちがテレビに出て全国に放映されて、手の内をさらしてきたからだ。個人情報の流出だなんてレベルじゃないぞ。


    　さっきまでやっていた相手の手の内がわからないケースを想定しての練習なんて、何も活いかせてない……。


    　このまま広場で戦うのは無理だ。ただ、地形は一種類じゃない。山に目をやれば、頂上のほうまで杉が生い茂る斜面が続いている。


    「小手毬、森に入れ！」


    「はい、マスター！」


    　俺たちは斜面に突っこむ。そこで、樹木を背にして、立つ。


    　障害物のあるところに移動して、敵の混乱を誘うのだ。どうにか木で視界をふさいで二対一の状況に持ちこみたい。


    　しかし、余った一人が黙って見ているわけがなかった。


    　俺たちの周囲の木が急速に朽くちて自じ重じゆうを支えられなくなって、倒れていく。


    　下敷きになる前にあわてて、離脱した。


    「もちろん、この銃は無機物だけじゃなく、生物にも効くからね。その場合は粉砕するんじゃなくて、老化を引き起こすんだけど」


    　元いたところから一歩も動かずに、男のほうは銃を撃っていた。


    　また、男が銃を連射する。実弾が入っていないせいか、本来あるはずの反動が男にはない。ゲーム機のボタンを立て続けに押すのと大差ないスムーズさで、引き金を引く。


    　見えない空気の塊かたまりのようなものが俺と小こ手で毬まりのすぐ横をかすめていく。


    「森に入るのは追いかけるのが厄やつ介かいだから、やめてほしいんだよね。僕ら、あんまり運動が得意なタイプでもないしさ～。これ以上逃げるようなら、体力温存のために当てるからね」


    　背筋が凍りついた。


    　相変わらず発言はゆるいが、これは明確な脅おどしだ。


    　脅しも何も、今、俺たちを殺そうと思えば、この男はたやすく殺せた。


    「小手毬……前に出るぞ……」


    「マスター、敵に従うんですか……？」


    「あいつに従うんじゃない。あくまで、作戦のためだ」


    　それは負け惜おしみだ。俺は脅しに屈したのだ。


    　背を向けて逃亡するという案もなくはなかったが、相手に殺す意志があれば、確実に命を奪われる。まだ、相手の要求を呑のむほうが生き延びられる確率は高い。


    「うん、それがいいって。聞き分け悪い人間は出世できないからね！　アタシらも無駄な殺せつ生しようって、そこまで好きじゃないし～。つか、仕事じゃないのに殺すとか、なんかもったいない気がするんだよね～。そこまでしてやる必要ないっていうか」


    　その声に、小手毬の表情も固まる。


    　声が背後から聞こえてきたからだろう。


    　女が小手毬の真後ろで、剣を持って、立っていた。


    　いつの間に、背後に回りこんだのか、俺もまったくわからなかった。


    「あれ、びっくりしてる？　こんなところにはいないって思ってた？」


    「わ、私は……後ろだって意識していたはずです……」


    「きゃははっ！　その意識の裏をかくのが戦闘ってもんでしょ！　なんか表側って楽そうだね。だったら、アタシも事務所に所属しちゃおっかな～」


    　もはや、女の声を不快に思う余裕もなかった。


    　こいつら、異能力以前に、もっと根底の部分で俺たちを凌りよう駕がしている。


    　吐き気がした。


    　体が震ふるえるのだけはどうにか抑えて、従しよう容ようと斜面から元の平地のほうに降りてきた。


    　小手毬もそれに続く。顔が下を向いている。小手毬もショックなんだろう。女も俺たちの後ろから男の隣に戻ってくる。なんだよ、この構図。不良にカツアゲされる中学生かよ。


    「大丈夫だ。【第二の生の契約者アフター・ライフ】と【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】がそんなに簡単に負けるわけはないさ」


    　それは小手毬を安心させるためというより、自分に言い聞かせるための言葉だ。ウソでもいい。自己暗示でもいい。どうにか自分を騙だまさないと耐えられない。


    　しかし、言葉に反応したのは小手毬じゃなかった。


    「そっか。表の人はそういう名前がプライドのよりどころなんだ」


    　ウザい男が何やら声をあげた。


    「そうだよね。強いと思ってもらうことが必要だもんね。強さをプッシュしないとね」


    「あなたたちには、登録異能力名はないのですか？」


    　小こ手で毬まりの声も硬い。向こうが何を不ふ思し議ぎに思っているのかよくわからないのだろう。


    「あるわけないって～。アタシたちは、どこにも登録してない野良異能力者なんだからさ。強い力がある、それだけでいいでしょ？　強いって事実があれば仕事はちゃんとあるものよ」


    　その女の言葉がやけに頭に響いた。


    「戦ってみてわかったけど、暗殺者の末まつ裔えいを売りにしてる人と暗殺者って、まるで別物よね。越えられない壁があったわ」


    　頭をガツンと殴なぐられたような衝撃。


    「だって、本物の暗殺者がテレビで暗殺者ですってアピールするわけないもんね。それって忍者が忍者の格好して街を歩いているようなもんでしょ。正直さ、あんたらが表で誰だれが最強で誰が二位とかやってるぐらいなら我が慢まんできてたんだよね。滝たきヶが峰みねって子がやってるうちは、それでいいやと思ってた。あれは忍者の格好してる忍者だから。ニンニン言ってりゃいいのよ。だけど、あんたらは自分らこそ真の最強とか暗殺者の末裔だから強いとか言って仕事してるじゃん。プロとして鼻につくわけよ。いや、だってフツーのこと言うけどさ、なんちゃって暗殺者より暗殺者のほうが強いでしょ」


    　どうして俺は何も言い返せないんだろう。


    「夢む斬ざんちゃん、言いすぎ、言いすぎ」


    　男のほうがなだめに入る。そういや、チンピラって二人で因いん縁ねんつけてきて、片方がこうやってフォロー入れて誘導するんだよな。でも、俺から脅おどし取れるものなんて何もないんだけど。


    「登録異能力名はないけど、さすがに名前ぐらいはあるわ。アタシの名前は殺さ々さ姫き夢斬。この男が分ぶ倍ばい河がわ原らって言うの。下の名前ってあったっけ？」


    「生まれた時はあったんだろうけど、忘れたね。分倍河原駅の近所に住んでるから、こういう名前。わかりやすいでしょ」


    「なんか、慣れないことすると恥ずかしいわあ。だって、裏社会の人間が名のって暗殺するわけないでしょ」


    「けど、僕らで勝手に出てきた甲か斐いがあったよ。やっぱり体験してみないとわからないもんだね。うん、有意義、有意義」


    　そうだ、こいつらは結局何が目的なんだ？　蜘く蛛も島じまの仇かたき討うちでもないし、『御おん大たい』の組織的な行動でもないって言ってたし……。


    「ああ、もう、これだけで僕と夢斬ちゃん、だいたいわかっちゃったね」


    　視線が俺と小手毬を睨ねめまわす。


    「表側の最強ってたいしたことなかったんだ」


    　分ぶ倍ばい河がわ原らの言葉は嘲ちよう笑しようですらなかった。


    　ただの事実だからな。ハエがゴミに群がることを愚ぐ弄ろうする奴やつはいない。


    「気になってるだろうから、教えちゃおっか。どうしてアタシらが単独行動で来たかっていうとね、なんかムカついたから、それだけ。壮大なプロジェクトでも何でもないの。偶然、二度目のＫＣの話を聞いちゃって、ああ、また最強ごっこやるんだ、勘弁してよって思って、それで気づいてもらいに来たわけ」


    　夢む斬ざんって女のほうがぺらぺらとしゃべる。


    「気づいてもらうって何をだよ」


    「何度も言ってるじゃん。あんたは最強ではないよってことよ」


    　ああ、もう、痛いほどに気づかされたよ。


    「まっ、そんな感じ。僕らは別に最強アピールなんてしてないけど、自分より弱そうな人が誤解してたら違いますよって教えてあげるのが親切心ってものだよね。それで僕らも気がすむし、一いつ石せき二に鳥ちよう。でなきゃ、わざわざ夜にケガするかもしれないのに来ないよ」


    　拳こぶしを握り締めた。弱い無力な自分を握りつぶしたかった。


    　俺一人の恥ならまだいい。小こ手で毬まりにも恥をかかせている。二人分の屈くつ辱じよくが重くのしかかる。


    　小手毬は表情を読まれるのを拒こばむように、深くうつむいている。


    「ところで、まだ、そっちは無傷でしょ？　アタシも細心の注意を払って戦ったからさ？」


    　そうだな。俺たちが生きてるのはお前らが手心を加えたからだよ。


    　認めたくなんてないが、現実から目を背けるのは影えい殺さつ師しとして許されない。人殺しは徹底したリアリストでないといけない。


    「私たちの異能力だと強すぎるみたいだから、同じような力の子と勝負してみない？　あんたと近いタイプの子がいるの」


    「近いタイプ？」


    　どういうことだ？　最強と名のってるってことか？


    「アタシらが行くって言ったら、ぜひ自分も戦いたいって。悪いけど、もう一戦やってみてよ。ささ、真打ち登場です、どうぞ～」


    　その「真打ち」は女のすぐ後ろの闇やみから出てきた。


    　待てよ。こっちは腐っても影殺師だぞ。そんなに見事に気配を消せるものなのか？


    　出てきたのは、スーツ姿の若い女。東京のど真ん中を歩いていれば、いくらでもいそうな顔だ。禍まが々まがしい雰囲気もほとんどない。もっとも、殺気を充満させてたのなら、俺が気づいたはずなのだが。


    　ただし、通りすがりの一般人では絶対にない。手に鎌かまを握ってるからな。


    　死神が持っているような、刃が三日月状になったような形状だ。ただし、本物の死神ではないという保証もないが。


    　表情はごく普通だ。悪者めいたニヤニヤ笑いをしているわけでもなく、憎悪の視線を向けるでもない。たまたま通りかかったと言われれば信じそうになるぐらい、感情が読めない。


    「せっかくだし、自己紹介してあげなよ」と分ぶ倍ばい河がわ原らが言う。


    「はじめまして、私は斎さい村むら蕣あさがお、『御おん大たい』所属の異能力者」


    「そりゃ、ここに一般人が来るってことはないだろうな」


    「ちなみに、煌霊遣い」


    　こいつがやってきた理由が、それだけで痛いぐらいにわかった気がした。


    　しかし、煌こう霊れいの存在が見えない。まさかかくれんぼしてるわけじゃないだろうから、どこかにはいるんだろうが。


    「ふーん、アブノーマルな趣味なのね」


    　不ふ思し議ぎそうな、低血圧な声で斎村蕣は言った。


    　俺も小こ手で毬まりもぽかんとしている。その表情に気づいたのか、斎村はつかつかと小手毬の前までやってきて、小声で何か言った。


    　あまりにも自然な調子だったので、小手毬も攻撃するか迷って、結局何もしなかった。向こうも本当に何か耳元でしゃべるだけだった。


    　だんだんと小手毬の顔が赤くなっていく。何か侮ぶ辱じよくまがいのことを言われて怒りで打ち震ふるえているのだろうか。結果から言うと、半分当たった。侮辱だったけど、小手毬の反応は怒りとはまた違っていた。


    「違います！　これは私が着たいから着ているだけです！」


    「あら、そうなんだ。てっきり、その人の性せい癖へきなんだとばかり」


    　一文字も内容は聞こえてなかったけど、だいたいどういうことを言っていたのかは想像がついた。言ったら、小手毬まで敵に回しそうだから、言わないけど。


    「あなたは何を言ってるんですか！　あなたの発言は煌霊の存在を激しく侮辱し、なおかつ役割を矮わい小しよう化かするものです！　即刻、この場で謝罪しなさい！」


    「なら、力ずくで謝罪させてみたら？　ちなみに私はあまり顔に出ないタイプだけど、すごく腹が立ってる。これ以上、煌霊遣いをバカにしないで」


    　斎村蕣が、細長い鎌を地面に突き立てる。


    「あなたたちこそ、きれいごとで生きすぎてるわ。そして、そこに順応しちゃって、煌霊遣いが何であるかまで勘違いしはじめてる。表のぬるま湯から出てきなさい。友達ごっこは今日でおしまいにしなさい」


    「よくわからんが、俺はサービス業じゃないから、厄やつ介かいなクレーマーにはお帰りいただくぞ」


    　敵が得物をとった以上、俺もナイフを手に持つ。ナイフの残りはまだ充分あったはずだ。


    「勘違いしたまま、ずっと表側で煌霊遣いやって、大変ね。　私がじきじきに起こしてあげる」


    「そっちは煌こう霊れい遣いと言う割りには、煌霊がいないみたいだけど？」


    「一人でやるのが私の主義」


    　まさか、ここまで余裕ぶっこかれるとは思わなかった。


    　これ以上、コケにされてたまるか。俺たちは表側の「最強」なんだ。


    「死んでからじゃ、後悔もできないぞ」


    「他人の心配はしなくていいから」


    　向こうから手加減してくれるなら、願ったり叶かなったりだ。その隙すきに全力で叩たたきつぶす。


    「小こ手で毬まり、やるぞ。状況が状況だ。生死は問わない」


    「その前に確認しておかないといけないことがあります」


    　小手毬は斎さい村むらをじっと見据えると、


    「煌霊の小手毬です。そして、私のマスター、冬ふゆ川かわ朱す雀ざく」


    　名前を名のる。そういえば、俺たちの自己紹介はまだだった。どうせ、こちらの名前は知っているだろうが。


    「そちらの煌霊の名前をまだお聞きしていません。一戦交える前に確認させていただきたいです」


    「どうして、教えないといけないの？」


    「これは暗殺の仕事とは違うでしょう。煌霊遣い同士のお膳ぜん立だてされた決闘のはずです」


    「言わなきゃ、ダメなの？」


    　斎村蕣あさがおはどこか不服そうだったが、ぼそぼそと、


    「燧のろし」


    　と言った。ただし、どこにその燧がいるのかはわからない。煙のように実体がないってことはないだろうに。


    「律儀な自己紹介で思い出した。そういや、私も、五年前、事務所に所属して働こうと思ったこともあった。こんな感じで面接した。納得いかないことがあって、自分から断ったけど」


    　それは意外なカミングアウトだった。こういう奴やつは表との接点なんて何もないと思っていた。


    「いったい、何があったんだ？」


    「私たちの名前って漢字が難しすぎて、ぱっと見じゃ読めないから、名前を変えろって言われたの。バカらしくて、やめた。人の名前って、そんな売りやすいとか売りにくいとかで変えていいものじゃない」


    　思わず、俺は首しゆ肯こうしかけた。


    　たとえば、白はく龍りゆうプロダクションに入る時、小手毬って名前が難しいから、もっと単純な名前にしろとか言われたら、俺はどうしていただろう。小手毬なんて植物名かすらわかりづらいから、ひまわりにしろとか言われたら。就職するためだと納得しただろうか。啖たん呵か切って出ていく可能性のほうが高いだろうな。


    「断るって言ったら採用担当者はいい人材なのにもったいないって言った。やっぱり、そんな気持ちで私たち異能力者のこと見てるんだな、こいつらはって思った。人材って、『人の形をした材』ってことでしょ。私たち、所しよ詮せん、材料とか商品としてしか見られてないわけよ」


    　小こ手で毬まりが俺の横でうなずいていた。俺の代わりにうなずいているような気がした。


    「私は自分から進んで商品になる気なんて、さらさらない。一回きりの人生、そんなことで無駄にしてどうするのかと思う。それで煌こう霊れい遣いらしく生きようとしたら、今の居場所がちょうどよかったの」


    「あなたの言葉、よくわかります。私たちは儲もうけているとか、人気があるとか以前に異能力者です。異能力者として胸の張れる生き方ができていないのであれば、何の意味もありませんね」


    「あら、気が合う。でも──煌霊はたしかに『材』ね。煌霊は所詮モノよ。でないと煌霊遣いなんてできない」


    　小手毬はうなずいていたのを後悔していただろう。


    「私の煌霊になる？　煌霊らしい一生をまっとうさせてあげるよ」


    「マスターにも多くの不満はありますが、拒否します」


    　不満あるのかよ。


    「あなたの煌霊になっても、そこに幸せはあるように思えませんので」


    「そういう心配なら必要ない。心をコントロールして、進んで身を差し出すように開発するところまでやっちゃうから。煌霊遣いたるもの、煌霊の自由意志なんて認めちゃダメだし。それで破滅した煌霊遣いを何人か知ってるわ」


    　斎さい村むらの言葉の意味だけはわかる。煌霊を特別視しすぎると、道を誤る。煌霊遣いなら、たいてい先輩から言われることだ。


    　それを俺が実践するかどうかは別だけどな。


    「あなたが無表情なのは自分の心もコントロールしてるからでしょうか？」


    「煌霊に接する時に、感情なんていらないからね」


    「あなたの煌霊にならなくてよかったです」


    　結界のように、小手毬は自分の両手に糸をぴんと張った。


    「前置きが長くなっちゃった。それじゃ、来て」


    　勝負の前の「儀式」は終わったしな。相手の気が変わる前にやる。


    　お前が煌霊をモノとみなすなら、俺はヒトとして扱う。


    　それで俺たちは最強になったんだからな。


    　どっちが煌霊遣いとして正しいか、見せてやる。


    「小手毬、縛り上げろ！」


    　命令を発すると同時に、斎村と距離を詰める。


    　基本戦術は変わらない。糸で動けなくなっている間に殺す、シンプルで確実な攻撃方法だ。


    「その物騒な武器をいただきますよ！」


    　小こ手で毬まりの糸と鉄線が斎さい村むらの鎌かまの刃に絡みつく。よし、バランスを崩してやれ。あるいは鎌を奪ったところに、ナイフをぶちこんでやる。


    「マスター、先手はとりました！」


    　小手毬の糸が一気に張る。このまま、斎村の鎌を引きつけるのだ。


    「ああ、やっぱり非力」


    　ぼそっと斎村はつぶやくと、鎌を片手で自分の側がわに引きつけ──振った。


    　次の瞬間、小手毬の足が浮き、宙に舞う。


    　まさか。小手毬の糸を翻ほん弄ろうするほどの怪力なんて、人間レベルじゃ出せないはずだぞ。しかし、小手毬は現に斎村のほうに引っ張られて、ぶんぶんと回されている。


    「怪力の持ち主だとでも思った？　これは敵の力の流れを読んで、調節しているだけ。そちらの力がどれだけ強くても、同じこと」


    　こいつ、日本古武術の心得でもあるのか……？


    「三代前の煌こう霊れいが得意だった戦術を私も学んだの」


    　あまり聞きたくない言葉だった。二代前や三代前の煌霊はどこにいったんだ。


    「ちっ！　食らえ！」


    　このまま放ほうってはおけない。ナイフを三本続けて、撃つ。


    「遅い。正確性にも欠ける。二十点」


    　斎村は空あいた手で、平然とナイフをすべて払った。


    　ナイフが力なく地面に転がる。


    　おい、どういうことだよ。煌霊遣いと戦ってるのに、煌霊がいないまま、いいように御ぎよされている。俺と小手毬は煌霊のいない煌霊遣いにかなわないレベルだったのかよ……。


    「動揺しているあなたたちの力の流れなら、簡単にわかる。今のあなたたちなら十手先まで読める」


    　深く考えると絶望することになるから、あまり考えないようにした。


    　しかし、最初の速攻を止とめられたからって、まだ勝負が終わったわけじゃない。俺は次のナイフを片手に用意している。


    　小手毬も斎村の鎌に振り回されながらも、糸の準備をしている。


    　斎村のミスは自分の頭上に振り回している小手毬を持ってきてしまったことだ。


    　ちょうど、小手毬が斎村の真上に来た時──


    「〈猛獣捕縛の残酷な網ノーマーシー・ネツト〉！」


    　小手毬の手からぶわっと網が拡散して、斎村を包もうとする。小手毬が最近開発した新技だ。これなら、鎌も意味をなさないだろう。余った手で受け止めても、どうにもならないはずだ。


    　しかし、その網はいとも簡単に切り裂さかれる。


    　斎さい村むら蕣あさがおの空あいているほうの手によって。


    「強度に問題がある。使用タイミングも不適切。十五点」


    　こいつ、爪つめに何か仕込んでるのか？　でなければ、こんなこと──


    「この爪は、七代前の煌こう霊れいの爪でね。この程度のものならザクザク切れるの」


    　俺の心を読んでいるように、斎村蕣は言った。


    　たしかに斎村の爪は、そこだけ色が違っていた。何かの付け爪なんだろう。


    　でも、そんなことよりショッキングな数字が頭にこびりつく。


    　何人、煌霊を使いつぶしたんだよ……。


    　そりゃ、煌霊が死ぬことはあるだろう。でも、こんなに煌霊を替えている奴やつがいるとは思わなかった。思いたくなかった。


    「そんなに煌霊を犠牲にしたら教育コストが無駄になるんじゃないのか？」


    　そう軽口をたたくのが精一杯だった。


    「教育なんてしてない。戦いで死にかけてる異能力者を煌霊にするだけだから。たいていは死ぬより煌霊になるほうを選ぶでしょ。やるとしたら、逆らわないように調教するぐらい？」


    　本能的に虫むし唾ずが走った。


    　この煌霊遣い、そんな異常な契約を繰り返してたのか。


    「ふざけるなよ！　ブラックすぎるだろ！」


    「だから、裏で働いてるんだけど？」


    　まったくだ。俺は『御おん大たい』に何を求めてるんだ？　そもそも俺だって影えい殺さつ師しの末まつ裔えいじゃないか。先祖は裏社会の暗殺者だ。


    「それに新人教育なんて表でもしてないし、できない。伝統工芸品を作るならともかく。従順な新人だったら、金にならなくても事務所が一生養ってくれるとでも？」


    　俺たちは正社員でもなんでもない。仕事がなくなれば、それで食えなくなるだけだ。それに強くなった分だけ儲もうかる世界でもない。


    「実力のほどはわかった。もう、おしまいにする。勝機の存在しない相手を泳がせておくのは悪趣味だし」


    　そして、斎村は小こ手で毬まりを振り回す鎌かまの回転をわずかに変える。


    　次にどういう動きが来るかは読めていた。けれど、体が動かなかった。


    「煌霊は返す」


    　斎村の鎌の刃から小手毬の糸が抜けた。小手毬を俺に向けて放ほうり投げたわけだ。


    　かわしきれない絶妙の位置だ。


    　俺の動きなんて、こいつには手に取るようにわかっている。


    　これは激突する。一緒に吹き飛ばされたら、そこに畳みかけられて、俺たちの負けだ。


    　だが、敵が仕掛けてくるピンチは最大級のチャンスでもある。


    　小こ手で毬まりの体は俺にぶつかる寸前に止まる。


    　理由はひと目でわかった。小手毬の体から伸びている糸が、周囲の木に何か所も巻きついていた。


    　小手毬のやつ、糸の数で強引に勢いを殺したな。


    　ただし、無茶な糸の出し方をしたせいで、小手毬の体に糸がねじれて絡みつき、食い込んでいる。腕もはずれそうなほど無理に伸びている。腕から、足から、血がにじんでいる。


    　猟りよう奇き趣味の操り人形みたいな格好で、小手毬は俺にぶつかるのを防いだ。


    「くっ……つうぅ……」


    　小手毬のうめき声が俺の耳じ朶だを打つ。とても見ていられない。


    「小手毬、大丈夫か！」


    「私のことより、敵をっ！」


    　ああ、今は戦闘中だ。小手毬を助けるのは二の次にしないといけない。


    　そして、二度とないようなチャンスがめぐってきていた。


    　今の斎さい村むらは隙すきだらけじゃないか。


    　やれる。小手毬の傷を無駄にしないためにも、倒す。


    　ナイフで斎村に向かって──


    　殺気を背中に感じた。


    　後ろに何かがいる。


    　小手毬の表情でわかった。何者かに後ろをとられた。


    「ああ、その子が煌こう霊れいの燧のろしね」


    　これは、詰んだ。


    「この子は毒針を使うの。普通は、目立たず隠れていて、私と戦っている間に隙のできた敵に針を撃つ。単純でしょ。でも、それで失敗したことはない」


    　斎村の声には戦闘中の興奮のようなものすらない。


    　こいつからすれば、これは作業の次元なのだ。


    　決闘でもなければ、殺し合いでもない。いや、もはやケンカですらない。


    「私にとって、この子の存在意義は遺体の損壊を減らすため。それだけでしかないの。ほら、鎌かまでぶった切ったら目立って、暗殺にならないでしょう？　殺すだけなら、私一人でとくに問題はないから。今みたいにね」


    　まさか、ここまで格が違うなんてな……。


    　もう投了だ。ナイフを捨てて、両手を挙げる。


    　俺の前にまわりこんできたのは少年──と言っていいだろう。学生服も着ているし、見た目も、小手毬と大差ない年格好だ。


    　問題があるとすれば、なぜか首輪をしてて、犬っぽい耳もついていることだけど。


    　小こ手で毬まりも糸を解いて、地面に降りる。わざわざ名前も名のっての決闘はこれで幕だ。


    「勝負はついたということでいいね。私一人で、あなたたち二人を殺せた。今、あなたたちが生きているのは私が鎌かまで切り刻まなかったから」


    「言わなくたって、わかる……」


    「あなたは影えい殺さつ師しではなかった。影殺師の末まつ裔えいでしかないから、私に勝てないのは当たり前ね」


    　一方的な勝利宣言だが、反論する気もしなかった。


    　無ぶ様ざまに俺たちは完敗した──つもりだった。


    　図らずも、敵二人が俺たちのそばに寄ってきている。


    　狙ねらうなら今しかない、そんなふうに考える者がいてもおかしくはない。


    「マスター、離れてください！」


    　その言葉の直後、地面から糸が一気に突きつけられる。


    〈針化した柔糸シルク・ニードル〉──地面に仕込んだ硬い糸で突き刺す技だ。


    　間一髪のところで俺は体を浮かして、回避する。といってもラッキーでも何でもない。俺が確実に逃げられる、ぎりぎりのタイミングで小手毬はそれを使った。


    　しかし、悔くやしいが、敵二人はあっさりとその攻撃をかわしている。


    「小手毬、狙いはよかったけど、失敗だ……」


    　一瞬、弱気なことをつぶやく俺を小手毬がにらんだ気がした。
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    　小こ手で毬まりはまだ諦あきらめちゃいない。


    　厳密に言えば、小手毬だけが諦めちゃいない。


    　ピアノ線を手に巻きつけたまま、斎さい村むらに突っこむ。


    「もう、あなたたちは負けた。無意味なことはやめるべき」


    「なら、敗北のあとの再戦と受け取ってもらって、けっこうです」


    　小手毬の声がうわずっている。いつもの小手毬とは思えないほどに感情が表に出ている。


    　よくない兆ちよう候こうだ。


    「小手毬！　命令だ！　すぐに攻撃をやめろ！」


    「申し訳ないですが、その命令には従えません！」


    　俺の言葉は何の力も持たずに、無視される。小手毬はこの煌こう霊れい遣いに敗れるという事実が認められないのだ。


    「私があなたたちを倒せば、マスターが勝ったことになります！」


    「煌霊が煌霊遣いに従わない。見るに耐えない」


    　斎村に叱しつ責せきされていると思った。


    「これで、はっきりした。あなたは影えい殺さつ師しでもなければ、煌霊遣いでもない。たんなる二人の異能力者」


    　斎村の目が今度は小手毬のほうに向く。


    「あなたは、私に生かされていただけなの。今やってることは試合終了後の一方的な攻撃。こちらも二人でかかる、それでもいい？」


    「かまいません！　どうせ、二人とも倒すつもりですから！」


    「そっか」


    　さばさばとした声で、斎村は言った。


    「──燧のろし、やりなさい」


    　煌霊の少年が手を振る。針がまとめて、小手毬のほうに向かう。


    　きっと小手毬はかわせない。


    　なぜなら、小手毬と俺とあいつらじゃレベルが違うから。


    　負けたくないと思っただけじゃ、どうにもならないぐらい力の差があるから。


    　俺にも戦意はなかった。


    　でも、考えるより先に俺の体が──足が動いていた。


    　小手毬もやっと、自分のやったことが無謀だと悟ったらしい。


    　自分を襲おそう針に対して、思わず目を閉じる。


    　俺たちは強かったはずだ。実績も残してきたはずだ。けれど、それが自分たちより強い奴やつらがいないという意味にはならない。


    　だから、俺のこの行動は勝利のためではない。


    　合理性のない、ただの意地だけによるものだ。最終的に何も救えないし、変わらないのだ。


    　小こ手で毬まりの前に飛びこんだ。


    　そのまま、俺は針を全部受けた。


    　これが俺なりのけじめのつけ方だ。


    　文字通り、刺すような痛みが走る。


    　その痛みと同時に全身が諦てい観かんに包まれる。ああ、これで終わりなんだと思いながら、すべり落ちるように足からゆっくりとあおむけに倒れていった。体から力が気味悪いほどに抜けた。


    「マスター！　どうして、どうして、こんなこと……」


    　倒れたせいで、真上に小手毬の顔が見えた。困らせることはわかっていたけど、それでも、そういう顔を見ちゃうのは寂しいな。でも、笑顔でありがとうって言われても複雑な気持ちになっちゃうだろうな。人間って難しいよな。


    「どうして、こんなことをしたの？」


    　小手毬とまったく同じ言葉を斎さい村むら蕣あさがおは繰り返した。拷ごう問もんの時に使うような強い詰問の口調だった。


    「こんなことって、そんな不ふ思し議ぎなことをしたか？」


    「ふざけないで」


    　やけに敵の神経を逆さか撫なでしたらしい。そういうことは戦う前にやることなんだけどな。

  


  [image: ]


  
    「あなたは煌こう霊れいを守るために、煌霊遣いとして命を懸かけた」


    　理屈じゃないんだ。体が動いたんだから。


    　仕方ないさ。敗北は認めてやる。認めなくたって、敗北は敗北なんだ。


    　ただ、小こ手で毬まりを傷つけたくなかった。


    「やっぱり、あなたは煌霊遣いというものを勘違いしている」


    　小手毬は地面に膝ひざをつく。服が汚れることも気にせずに。


    「煌霊遣いは煌霊を捨てることもある、マスターが病室で私と契約した時、たしかにそう言ったのに……」


    　そんなことも言っただろうな。煌霊遣いなら、当然煌霊に了承させないといけないことだからな。だけど、過ぎたことだ。もう、どうでもいいんだ。


    　斎さい村むらはつまらないものに向ける目で、俺を見下ろした。


    「煌霊遣いがＫＣで最強になったから来てみたのに。あなたは煌霊遣いですらなかった」


    　それはたしかな軽蔑のまなざしだ。痴ち漢かんでもこんな目はされないだろう。


    「表側の煌霊遣いがどういうものか気になってたけど、失望した。結局、煌霊遣いの強さは何人の煌霊を経験したかで変わるみたいね」


    「あのさ……俺が死んだら、小手毬に命を入れてやってくれないか……？」


    「都合のいいこと言わないで。だいたい、煌霊にその気持ちがない」


    　まったくだ。小手毬が斎村の煌霊として生きていくことなんて選ぶわけがないのだ。俺が死ぬと同時に小手毬も死ぬ。


    「なあ……針の毒がまわって死ぬのは何時間後だ……？」


    　それが俺に残された時間の総量になる。つまり、小手毬といられる時間の総量だ。


    　もしかすると、俺は二代目の煌霊を手にする可能性を自分から拒否したかったのかもしれない。それでは斎村と同じになってしまうから。


    「毒は塗ってない。今回は遊びのつもりで来たから」


    　死なずにすむんだ。


    　我われながら情けないが、得をした気分だ。


    　斎村蕣あさがおと煌霊の燧のろしは俺たちに、静かに背を向けた。それから、遠くで見守っていた『御おん大たい』の一味に合流していった。


    「分ぶ倍ばい河がわ原ら君、殺さ々さ姫きさん、無事に終わった」


    　分倍河原も殺々姫もいじっているスマホから目を上げた。戦ってるところを見てすらいなかったらしい。連中はゆっくりとこちらに歩を進めてくる。


    「はいはい～、煌霊遣い同士の手合わせも終わったところで、僕らからお願いがありま～す」


    「お願い？」


    「うん、君、ＫＣナイト・チヤンピオンシツプを辞退してよ」


    　考えてもなかったことを言われた。


    「だって、あんたら最強じゃないんだから、最強を懸かけてのトーナメントに出るの、おかしいでしょ。優勝したところで実は最強じゃないんだから。それ、恥さらしじゃん。あんたが雑誌とかで偉そうに言ってる、強くなきゃダメってことを破ってるじゃん」


    　殺さ々さ姫き夢む斬ざんが非難がましく言う。


    「辞退しないならどうする？　俺を殺すのか」


    「殺してもいいけど、それだけじゃないかもね」


    　分ぶ倍ばい河がわ原らのふざけたような声。


    「表側をつぶす」


    　意味がよくわからないし、考えたくもない。


    「具体的に言うと、事務所一つずつ僕ら三人で襲撃していくの。目指せ、全事務所壊滅。そしたら、表の業界も止まるよね。その場合、最初は君のいる白はく龍りゆうプロダクションにするけど」


    　そんなの、史上最悪のテロじゃないか……。


    「なんで、表側全部を攻撃するんだよ……。まして、ほかの事務所なんて俺と何の関係も──」


    「君みたいのが出てくるっていうのは、表の業界が悪いと僕らは思うわけ。ほら、特定の犯罪者が悪いんじゃなくて、社会が悪いんだっていうあのロジックだよ」


    　あまりの事の大きさにただでさえ重い頭がくらくらする。


    「ああ、それと警察もやる予定。こっちを取り締まろうとかしてる国家の犬の異能力者も締めないとね。あれも表側だからね」


    　警察所属の異能力者まで、自分の敵にする気かよ……。


    「待てよ……。『御おん大たい』はそんな無茶苦茶な大戦争をしかける気なのかよ……」


    　こいつらが攻めてきたら、とてもじゃないが防ぎきれない。


    「ったく、アタシらの話聞いてるの？　『御大』全体の意志なんかじゃなくて、アタシら三人の単独行動。上に怒られたら、その時謝るわよ。業界が滅亡するって、ちょっと面白くない？　人間数人の気持ちで業界を消せるかもしれないんだよ。すごくない？」


    　こんな馬ば鹿かげた話があるだろうか？


    　業界をつぶすだなんて話が、比ひ喩ゆじゃなくて現実味を帯びて、聞こえるんだぞ。


    「では、お願いも終わったし、今日のところはこれにて～。決心ついたらまた教えてね～。まあ、最終的にＫＣを棄権してくれたら、お願いを聞いてくれたとみなしてあげるけど」


    　思わず、手を握り締めた。砂をつかんだだけだった。立ち上がる力が足りなかった。


    　連中は消えていった。その言葉の恐ろしさに実感を持てないほど、俺は打ちひしがれていた。


    　闇やみの中で、俺たちはじっとしていた。命はあるけれども、俺たちはほかの大切なものを奪われたのだ。


    「やっと帰ってくれたな」


    　小こ手で毬まりはうなずきもしなかった。俺は苦笑いを浮かべて、体が冷える不快感をまぎらわす。夏なのに、じっとしていたら寒くなってきた。眠ったら、土に溶けてしまうかもしれないと思えた。


    「ごめんなさい」


    　小手毬がか細い声で言った。


    「私のやったことは許されないことです。このまま殺されても、かまいません」


    「生かそうとした煌こう霊れいを殺す奴やつなんているわけないだろ」


    　また、俺たちは黙りこくる。


    　しばらくしてから、小手毬がもう一度「ごめんなさい」と言った。


    「すんだことだ」


    「私のせいで煌霊遣いでないとまで言わせてしまいました」


    　お前は痛いほどに俺のことを考えてくれてるじゃないか。それで、お前が煌霊で、俺が煌霊遣いである証拠にはできないのか。


    「俺はなんとも思ってない」


    　閻えん魔ま様、舌を抜いてくれてもいいぞ。


    　今のはウソだ。


    　せっかく築きあげてきたものが、たった一日で壊れるなんて、あんまりだ。


    　八月二十二日、そろそろ夏休みの宿題に子供たちが焦あせりだす頃ころ。


    　俺は、突然、目の前のことがよく見えなくなってしまっていた。

  


  
    ２話　偽者の最強

    


    　あまりにも決定的な敗北の翌日、俺は時間を見つけて滝たきヶが峰みねに会いにいった。


    　小こ手で毬まりは今日もテレビの収録で朝から出かけているので、俺一人だ。


    　ある意味、ちょうどよかったかもしれない。小手毬も俺といれば気まずいだろうし、仕事でもして目の前のことしか考えられなくなったほうがいい。俺だって、小手毬にどういう言葉をかけていいかわからない。言葉をかけないでいるほうがいいのかどうかも、わからない。


    　滝ヶ峰とは事務所の空あいている会議室で話すことにした。


    　この女ほど顔が知られていると、喫茶店で話をするわけにもいかない。異能力者に興味がない奴やつでも聞き耳を立てる。


    「──負けました。完敗です。三人のうち、どの異能力者一人でも、俺と小手毬を殺せたと思います……」


    　滝ヶ峰に敗戦報告をするのはやりきれなかったが、まさか黙っているわけにもいくまい。俺は『御おん大たい』の蜘く蛛も島じまたちと戦った時、滝ヶ峰に一度命を救われている。その時点で、滝ヶ峰は『御大』について相談できる唯一の異能力者になった。


    「そうか」


    　滝ヶ峰は顔色を変えるでもなく、事務的にそう言った。


    「もう一度、戦った異能力者の名前を言ってくれ」


    「分ぶ倍ばい河がわ原らってちょい悪わる系の男と、殺さ々さ姫きってパンクっぽい格好の女と、斎さい村むら蕣あさがおって煌こう霊れい遣いの女です。煌霊遣いが連れてる燧のろしっていう煌霊は毒針を扱う奴のようです」


    「なるほどな。かなりの有名人が動いてきたわけだ」


    「先輩は名前を知ってるんですか？」


    　あらためて、滝ヶ峰の情報力の高さに舌を巻いた。滝ヶ峰にとったら、あいつらは謎なぞの異能力者でも何でもなく、名のある実力者ということになるのか。


    「『御大』の組織の中でも急進派の連中だ。今までこちらに干渉をしてきたことは、ないはずなんだが、不幸にもお前と接点ができてしまった」


    「接点？　俺は名前も存在も知らなかったんですが」


    　知らないうちにツイッターでフォローでもしてたのかな。


    「分倍河原と殺々姫の二人は、『御大』へのスカウトを主にやっているらしい。蜘蛛島ムカデにも声をかけた可能性が高い」


    　蜘蛛島の顔が頭に浮かぶと、どうしても心が重くなる。


    「あいつらはスカウトはするが、トップに忠実なわけでもなんでもない。『御大』のトップも管理しきれていないらしい。仮に排除することができたとしても、大きな損失になるから、放っているのだろう」


    　とっとと、強い者同士で仲間割れして共倒れになってほしいのだけど、そうもいかないらしい。


    「実力は折り紙付きだ。不意を突かれたお前が勝てなかったとしても、やむをえんだろう。ところで──痛い目を見ただけですんだのか？」


    　滝たきヶが峰みねの目が厳しいものに変わる。


    　まさか俺がひどい目に遭った愚ぐ痴ちを言うだけとは滝ヶ峰も思っていないだろう。


    「ＫＣに出場するのを辞退しろと言われました。でないと、業界の事務所を続けざまに攻撃すると……。最初に狙ねらう事務所は白はく龍りゆうプロダクションだと……」


    　すべてを話すと、少しだけ気持ちが楽になった。


    「そうか。それはまたとんでもないことを言ってきたな」


    　きっと、滝ヶ峰は、ならば辞退しろと言うだろう。俺一人の意地のために事務所や業界の存亡をかけていいわけがない。滝ヶ峰でなくたって、そう言うしかない。誰だれも責任なんて取れないのだから。


    「戦うかどうかはお前が決めろ」


    　あれ……？


    　それだけ……？


    「辞退しろとは言わないんですか……？」


    「勝利の可能性が一切ないなら、そう言うところだがな。幸い、うちの事務所が最初の襲撃場所なんだろう。手も打てる。ここで仕留めればいい」


    　手も打てるって無理だろ……。滝ヶ峰はあいつらと戦ってないから、そんなことが言えるんだ。ちょっとした努力で勝てる相手じゃない。


    「できるんですか？」


    「これはあくまで推測だが──」


    　滝ヶ峰は自分自身を勇気づけるように、小さくうなずくような仕草をした。


    「少なくとも、私とお前が同時にかかれば、この世の異能力者なら誰でも殺すことは可能だと思う。違ったか？」


    　たしかに一対一で戦うのと、数人で戦うのではまったく意味合いが異なる。


    　しかし、それは一般論以上の意味を持たない。


    「俺は歯が立ちませんでした。それが急に変わることなんて──」


    「変わるさ。能力を知っている側がわと知らない側が対等に戦えるわけなどない」


    　真理を教授するように、滝ヶ峰は俺に告げた。


    　表情からすると、滝ヶ峰に過大評価のつもりはないらしい。


    　俺もうなずくしかなかった。


    「お前の力でも、三人の異能力者に攻められれば敗れるのは当たり前だ。私がもし三人いて、同時にかかったら、お前をほぼ無傷で倒せるはずだ」


    「そりゃ、原理の上じゃそうですけど、映画のスケジュールじゃないんですから、襲おそってくる相手を待ち構えることだってできないじゃないですか。それじゃ、襲われるこちらは常に敗北することになりませんか？」


    「なら、事前に知っていればいいわけだな」


    　まったく取り乱さない滝たきヶが峰みねを見ていると、心寂しいような気がした。一緒になって、『御おん大たい』を怖こわがってほしかったのだ。共感してほしかった。


    「向こうが動く前に情報をどうにか仕入れる。チャンネルがなくはない」


    　俺が滝ヶ峰の言葉にすがってるだなんてな。一年前なら信じられない話だ。


    「無論、お前がＫＣに出る場合の話だ。身の振り方が決まったら、伝えにこい」


    「わかりました……」


    「まあ、答えなど一つしかないがな」


    　そう滝ヶ峰は俺に言い残して、事務所のスタジオに消えていった。気づいたら、俺も雑誌の取材の時間が迫っていた。


    　答えが一つしかないって、いったいそれはどんな答えなんだよ。


    　俺自身すら、何もわからないのに。


    　渋しぶ谷やでの仕事に十分だけ遅刻した。


    



    
      ★

    


    



    　表向き、俺と小こ手で毬まりは何も変わらなかった。


    　テレビや雑誌を見ている人間にとったら、何も起こってはいないのだから当たり前だ。俺たちを揺るがすような大きな何かが起きていることなんて誰だれも知らない。


    　小手毬は小手毬でだんだんとアイドル化していくし、俺は俺でＫＣの期日が迫るにつれて、「最強」の異能力者としての言説を増やしていく。


    　仕事先で、順じゆん風ぷう満まん帆ぱんですねと言われることすらあった。見える範囲では俺と小手毬は上り調子なのだ。


    　もし、人の心を読める異能力者がいたら、さぞかし驚くだろうな。


    　どんなビターチョコレートよりも真っ黒だと思うよ。


    



    　敵が攻めてこないと、恐れるような事態も何もない。そのまま、八月が終わった。


    　九月のある日、小手毬も夕方には帰ってきて、俺も外に出る仕事がなかった。俺は昼の間に小手毬に頼まれた夕飯の材料をスーパーで買ってきた。酢豚だとすぐにわかった。


    　俺は小こ手で毬まりが調理している間、ネットサーフィンをしていた。頭を使わないことしかできなかった。


    　異能力者関係のニュースやツイッターを見る限り、世界は平穏で、仕事のある異能力者にはさらに仕事が増えて、仕事のない異能力者からはさらに仕事が減っているように見えた。


    　稼ぎだけじゃなく、どうしてあらゆるものの差は広がっていくのだろう。俺も、滝たきヶが峰みねも、舞まい花かも、みぞれも、仔こ犬いぬ丸まるも、斎さい村むらってやつも、最初に練習をはじめた時には、似たような力しか持ってなくて、同じような立場だっただろうに。


    　今の俺たちはあまりにかけ離れたところで生きている。


    　知らないうちに、七時前になっていた。小手毬が酢豚を持ってきた。俺はあわててふきんでテーブルを拭ふいて、それからテレビをつけた。


    　本当はすぐにＮＨＫにでもチャンネルを変えるべきだったのだ。だけど、そんなことも考えつかないほどに俺はでくのぼうになっていたのだと思う。


    　一緒に食卓に出ていた小魚の佃つくだ煮にをごはんに載せる。嚙かんでも、味がしない。


    「小手毬は、仕事のほうはどんな感じだ？」


    「また、川かわ匂わさんとお仕事したんですが、とくに何の問題もありませんでしたよ。空あいている時間に、ごひいきにされている、いかにも芸能人の隠れ家的なレストランにまで連れていってもらいましたし。一見、普通の雑居ビルの一室のようで、ドアを開けた途端、オシャレなイタリアンのお店になってるんです」


    「へえ、芸能人って、やっぱりそういう店、知ってるもんなんだな」


    「その時も、有名な俳優さんがいらっしゃってました」


    　ふうんとなんとなく相槌を打つ。ＫＣのことは口に出さない。何も結論が出ていないから。


    　本音を言えば、滝ヶ峰に辞退しろと言われればいいと思った。そしたら、みんなの身を守るためという理由で俺は逃げられた。決断せずにすんだ。


    　永久に今日を繰り返して、十二月が来なければいいのに。


    　テレビでは芸能人たちが売り切れ続出のスウィーツとやらを求めて全国を行あん脚ぎやしている。編集でやけに笑う声が入っていて、鬱うつ陶とうしく感じた。いつからテレビは笑うべき箇所でもないのに、笑い声を入れるようになったのだろう。これは一種の儀式のような気がする。声の入らない時間が不安で、声で満たしておきたいのだ。


    「俺のことは何か話してたか、あいつ？」


    「嫌いやな人だって言ってました」


    「そこはずっと同じかよ」


    　苦笑しながら、酢豚を口に入れる。酢豚も味がしない。せめてビールがほしい。冷蔵庫に入ってたっけ。昔から、家での食事中にはあまり飲まないことにしていた。料理を作ってくれた小手毬に失礼なように感じていたのだ。


    「いえ、苦笑するような話ではなく、本当に嫌いやだって顔で話してましたよ。ツンデレとかそういう次元とは一線を画するものです」


    「まだ根に持ってるのかよ、あいつ！　そこはいい話で終わらせろよ！」


    　くだらない話ができているうちは大丈夫だと、そう自分に言い聞かせる。


    「仕方ありませんよ。あの方、マスターのよくないところ、的確に見抜いてますからね」


    「そんな目利き、人生で何の意味があるんだ。せめて、よかった探しをしろ」


    「でも、視点を変えれば、それだけマスターのことを見ていると考えることもできます。案外、マスターに好意を持っていらっしゃるのかもしれませんね」


    「お前の話を聞いたかぎりだと、そうは思えんぞ」


    「ですね」


    「本人が否定したとしても、お前の側がわはもうちょっとフォローするのが礼儀だろ！」


    　くだらない話であればあるほどよかった。


    　意味なんていらなかった。


    　テレビはいつのまにか違うコーナーに移っている。全国を行あん脚ぎやしていた芸能人もスタジオに戻ってきている。何を話しているのかはよくわからない。なのに──


    『では、ＫＣ優勝の異能力者、冬ふゆ川かわ朱す雀ざくさんと小こ手で毬まりちゃんです！』


    　ふっとそんな言葉が耳に飛びこんでくる。


    　そうだ、俺、この番組に呼ばれてたんだ。貴重なゴールデンの出演なのに、見事に忘れていた。


    『どうも～。冬川朱雀です』


    　テレビの中の俺がしゃべる。自然と背を向ける。俺の声って、こんな声だったんだよな。


    『冬川朱雀さんは、ずばり最強の異能力者なんですよね』


    『ですね。ずばり最強です』


    『これだけ異能力者がいるのに、そこでトップに立つって、本当にすごいですよね。僕だったら、二十位ぐらいで絶対満足しちゃいます』


    『ああ、これは褒ほめられたような話じゃなくて、俺って強さしか業界で武器になるものがなかったんです。だから、それを磨いていくしかないなって。磨いてみたらちゃんとトップに立てたんで、今ではほかに得意分野がなかったことに感謝してますよ』


    『こういう発言、本当に強い人の口から聞くと、さまになりますよね！　小手毬ちゃんも、冬川さんのことを信頼してるから、これまでコンビが続いてるんですよね？』


    『いえ、信頼ってほどでもありませんが』


    『あれ、まさかの反応！』と司会者がオーバーに笑う。


    『パートナーって信頼できるとわかる前から決まる場合もありますよね。私たちはそういうケースでした。おそらく、なるようになって、今に至るのかなと』


    『小こ手で毬まりちゃん、今日も冷静です。でも、最強の称号はうれしいでしょ？』


    『そうですね、マスターは最強という肩書きでお金を稼いでいるので最強を補強するためにも、ちょくちょく挑戦者が出てきてほしいですね。ねえ、マスター？』


    『まあ、どんな敵が相手でも俺たちが勝ちますけどね』


    「マスター、マスター！」


    　すぐそばの小手毬の声がやけに遠くから聞こえてくるような気がした。


    「マスター、体が震ふるえてます！　大丈夫ですか！」


    　知らないうちに、体が痙けい攣れんを起こしていた。


    　なあに、こんなのたいしたことないさと、佃つくだ煮にをとろうとして、箸はしを落とす。


    『では、フリップで見ていきましょう。題して『冬ふゆ川かわ朱す雀ざく最強伝説』！』


    　その二文字、やめてくれよ。


    『まず、一つ目。『態度の悪い新人、締めまくり伝説』！　いかにも最強らしいエピソードですね！』


    　聞きたくない、聞きたくない……。


    　画面から視線をそらした。チャンネルを変えるためにリモコンを取る気力もなかった。


    　どうして、こんな仕事受けてしまったんだろう。どうして、最強などと自分のことを語ってしまったんだろう。


    　簡単なことだ。そういうポジションに俺が立っているからだ。俺は最強として振る舞わないといけないんだ。ほかに売っていく要素なんてないんだから。


    　この収録、斎さい村むら蕣あさがおたちにボコボコにされる前だったっけ？　さすがに前だったな。でも、俺はあいつらに負けたあとも、最強の肩書きで仕事をするしかないから、時系列なんてあってないようなもんだ。


    　このテレビ、自分こそは最強だって意気込んでる奴やつも見てるのかな。それで、こんな冬川朱雀なんて奴より俺のほうが強いって思ってるのかな。


    　俺なんかで、ごめんな。


    　もっと強い奴が裏にはいくらでもいるのにな……。裏の奴らも、とっとと表側に来てくれたらいいんだよ。そしたら、この役も変わってやるからさ。


    　不意に、吐き気がこみあげてきた。


    　トイレに駆けこんだ。何度かえずいたが、何も吐くことはなかった。その分、気分の悪さが消えずに残り続けた。えずくと楽にはなるのだが、またくすぶった火のようなものが燃え上がって体を蝕むしばむ。


    　俺は偽にせ者ものだ。ウソつきだ。間違いだって事実があるのに、最強って言ってるんだから、去年の滝たきヶが峰みねよりよほど悪質だ。


    　自由にしてほしかった。強さを奪って、何も顧かえりみることができないようにしてほしかった。誰だれも俺の名前なんて呼ばないでほしかった。


    　今の俺はシステムの中で上手に立ち回っているだけだ。俺がバカにしていた五ご属ぞく性せい系けいの芸能人化した異能力者たちと本質的に何も変わっちゃいない。


    　俺は本当にろくでもない奴やつだよ。この便器の中に流されて、消えていっちゃえばいいんだ。


    　背中に感触を覚えた。


    「マスター、私がいます。落ち着いてください」


    　小こ手で毬まりがトイレでうずくまっている俺の背中をさすっていた。さするというよりは、こするに近いぐらいの力で。そうやって、熱を起こそうとしているみたいに。


    　吐き気は多少治まった。でも、虚脱感で体が動かなかった。徹夜で飲んだあとの朝のようだと思った。それなら別にいいんだ。このあと、ちゃんと回復できるはずだから。


    　息をゆっくりと腹の底から吐いた。息が整えば、きっと心も整ってくる。


    　小手毬がさするのをやめて、俺の背中にのしかかる。肩のあたりに顔を埋める。小手毬の髪がこそばゆい。


    　小さな泣き声が聞こえた。


    　小手毬が泣いているのだ。


    　どうして、お前が泣くんだよ。


    「ごめんなさい」

  


  [image: ]


  
    「何について謝ってるんだ？」


    「私が不ふ甲が斐いないばかりにマスターにご迷惑をおかけしてしまいました……。ごめんなさい」


    　ああ、『御おん大たい』のあいつらにひどいこと言われたからな。


    「煌こう霊れいが弱いのは、煌霊遣いの責任だ。お前のせいじゃないさ」


    「ですが、私はマスターの命令も破って、あんな不始末を……」


    「過ぎたことだろ」


    　小こ手で毬まりを責めることなんてできない。自分を責めるだけで精一杯なんだから。


    「私たち、間違っていたんでしょうか」


    　なんで、そんなこと言うんだよ。間違ったまま、十年もずっとやってこられるわけないだろ。煌霊遣いと煌霊、お互い、本当に上う手まくやってきたさ。


    　トイレの芳香剤の香りがやけに鼻を突いた。また気分が悪くなりそうだ。もう、トイレから出たいと思ったが、体が動かなかった。


    「あの斎さい村むらという人のように、私たちの関係が違っていたら、もしかしたら、もっと私たちも強く──」


    「もしもの話はやめろ。空むなしくなるから」


    「煌霊として恥ずかしいです……」


    　俺たちは長い間、そこでじっとしていた。トイレは狭くて、だからこそ、都合がよかった。広いところに投げ出されるよりは楽だ。


    　小手毬の嗚お咽えつを俺は静かに耳元で聞いていた。


    　もしかして俺がもう泣くなと言わなければ、いつまでもこのまま泣いているのかもしれない。


    　泣けば、すっとはするだろうが、何も解決したりはしないのだ。『御大』は俺たちの心に巣食っているのではなく、今もこの世界のどこかで息をしている。そんなことはわかっていたが、俺は小手毬が泣くがままにさせていた。小手毬が泣くから、俺は泣かずにすんだ。


    　数か月先のことを考えることができない。ＫＣが大おお晦日みそかにあることも上手くイメージできない。


    　最強を奪われた俺たちって、こんなにもろいもんなんだな。


    　低い振動音がトイレに響いた。マナーモードにしてテーブルに置いてあった携帯電話が鳴っているのだ。


    「見てくる」


    　ようやく俺は小手毬をどかして、重い腰を上げた。そのメールがなかったら、もっと長い時間、トイレから出られなかったはずだ。


    　メールは舞まい花かからだった。何の変哲もない飲みの誘いだ。店も代わり映ばえのない、新しん宿じゆくの「夜や光こう虫ちゆう」にするつもりだと書いてあった。


    　ぼうっとした頭のまま、本文も件名も「了解」だけのメールを送った。
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    　いつもの新しん宿じゆくの待ち合わせ場所で、舞まい花かと合流した。西口交番の前だ。


    　新宿駅西口は、わかりやすい待ち合わせ場所があまりない。しかも、西口交番の場所にしたって知らない人間にはかなり説明しづらいところにある。厳密には地下一階のはずなのだが、どうも地上一階のように感じるのだ。


    　家にいるよりは外に出たほうが気持ちがこもらずにすむ。『御おん大たい』のことが気がかりではあるけれど、どうせ、敵の動きなどわかりもしないのだ。俺にやれることはない。


    　五分ほど遅れて、みぞれもやってきた。いつものメンバーって感じだ。でも、舞花は「こうやって揃そろうのは久しぶりですわね」と言った。


    「そういえば、なかなか揃うこともできませんでしたよね。先輩もお仕事が忙しくなって、永と久わの別れになるんじゃないかなって思ってました」


    　みぞれの言葉はおおげさだから放っておくとしても、時間がずっと合わなかったのは本当だ。


    　いや、時間を合わせようとしなかったんだろうな。仕事が増えれば、貴重なオフの時間を削って、何かをやろうって気もしなくなってくる。それに忙しそうな人間を誘うのも悪い気がしてくる。


    「疎遠になってる気はしなかったけどな。でも、会うスパンは空あいてたのかな」


    　西口の猥わい雑ざつな通りを歩きながら、そんなことを言った。居酒屋の客引きを無視して進む。めあての店の近くの焼肉屋が知らないうちに別の店に入れ替わっていた。


    「きっと、活躍している様子がお互いに見えていたからでしょう。頑張っていることがわかっていれば、不安になるようなこともありませんから」


    　活躍という言葉に胸が痛んだが、顔には出さなかった。


    　飲食店というのは、実に入れ替わりの激しい業種らしい。聞いた話だと、五年もたずに半数ほどが淘とう汰たされてしまうそうだ。その中で、古い集落の神社みたいに、中華料理「夜や光こう虫ちゆう」は年季の入った雑居ビルにずっと居座っている。


    　エレベーターで三階に行く。席は空いていた。ひとまず、ドリンクを頼んだ。


    「みぞれ、ＣＤのアルバムが出るんです。これ、サンプルです」


    　まず最初の話題は景気のいいみぞれの話からだ。


    「おっ、もう本格的に歌手だな」


    「でも、声は思いっきりいじって下手じゃないように細工してますけどね。みぞれ、あんまり歌が得意じゃないですから。そんなみぞれがＣＤを出すとか、システムの問題とはいえ、何かが間違ってますよね」


    　いきなり、自分の存立基盤を否定するなよ。言いたいことはわからんでもないけど。たしかに、どうして音楽ってアイドルのメインの営業の一つになったんだろう。


    「しかも、売り方もあこぎなんです。同時発売でＤＶＤ特典のつく限定盤が三種類、通常盤が一種類出ます。つまり、ファンの人は全部買うと、一枚三千円が四枚なので、一万二千円かかる計算になります。いえ、限定盤はさらに高いから全部で一万五千円ぐらいしますね。ちょっと、みぞれも申し訳ないです」


    「あれ、通常盤は濃いファンならいらないんじゃないのか？　特典ないんだろ？」


    「その分、通常盤だけ一曲多く収録されてるんです」


    「それは、ちょっとひどいかもな……」


    「ＣＤの中にはグッズやシークレットライブが当たる抽選券が一点分入ってますけど、四点分送ると絶対グッズがもらえるようになってますしね」


    　ファンなら四枚とも買って、グッズを手に入れろってことか。


    「ああ、最近はジャンルによっては、そういう商法がありますわね。あまりいいことだとは思いませんが、珍しいことでもないので、そこまでは気にされないでしょう」


    　舞まい花かはよくあることだと思っているのか、冷静な反応だった。


    「あとは、全五種類のトレーディングカードのうちどれか一枚がＣＤに入っているようにして、すべて揃そろえようとすると最低でもＣＤ五枚買わないといけないようにするとかいう手もありますわね」


    「あっ、それ、みぞれもシングルでやりましたよ！　本当に複数枚買う人がいるのかはわかりませんが、どうなんでしょうか？」


    　出だしから、ビジネスの大人の事情が垣かい間ま見みえる話になってしまった。


    　飲み物が来たので乾杯する。みぞれがオレンジジュース、小こ手で毬まりがココナッツジュース、俺と舞花がとりあえずのビール。


    　頼んでいた料理のほうも、さほど時間をおかずに出てきた。ピータンの臭くさみが口に広がる。獣の臭さだ。それを乱暴にビールで流しこむ。


    「舞花のほうは、何か変わったことあったか？」


    「そうそう、本を上じよう梓しすることになりましたの。献本いたしますわ」


    　出てきたのは、着物姿で傘を差した舞花が表紙の本だ。


    「写真集か？　それともエッセイ？　どっちにしても、いかにも売れっ子が出すような本だな」


    「写真集と言えば写真集になりますわね」


    　だとしたら水着のグラビアとかないのかな。舞花が肌を露出することなんてないから、かなり興味がある。


    　小手毬が「顔に魂胆が出ていますよ」と注意してきた。


    「そんなバカな。にやけてたつもりはなかったのに……」


    「かまをかけてみたら、当たりましたね。ページのめくり方がやけに積極的なんですよ」


    　舞まい花か本人がいる前で言われると、けっこう恥ずかしいものがあるな……。


    　しかし、めくっても、めくっても写っているのは街並みばかりだ。舞花が写ってる写真すら、そこまで多くない。


    「あの、水着の写真とかはありませんわよ」


    「そうだよな……。舞花は肌を見せるような仕事はしないよな……」


    　写真集という言葉に踊らされただけ、損した気がする。本当にどこにでもあるような商店街や住宅地の写真ばかりだ。これ、どういうコンセプトの本なんだ？


    　文章も写真の横に書いてあるから、読んでみる。


    



    　四月十六日


    　今日は練ねり馬ま駅から徒歩数分のところで仕事があったのだけれど、駅に着いても道が渡された地図と全然違う。仕方なく歩いていくが、知らない地名のところを逍しよう遥よう経たって、原因がわかった。東とう武ぶ練馬という駅に行かないといけないのに、西せい武ぶ線の練馬駅にいたのだ。二つの練馬駅は全然違う場所にあるらしい。慄りつ然ぜんとした。仕方がないので、タクシーに乗った。


    



    　道に迷ったことしか、書いてないな……。


    　表紙を見て、タイトルを確認したら、『徒あだ花ばな舞花迷子散歩』と書いてあった。


    「わたくし、地理にあまり明るくありませんわよね。それを、出版社の人に話したら、道に迷ったことを綴つづった本を出そうということになりましたの」


    「また、えらくマニアックな本を作ったな……」


    　こんなの需要があるのだろうか。ただ、小こ手で毬まりは俺から本をとってかなり熱心に見ている。


    「これ、面白いですね。地下鉄の京きよう橋ばし駅待ち合わせと聞いて、東京じゃなくて大阪の京橋駅のほうに行ったとか」


    「駅名が一緒だから、そんなこともありますわよね」


    「元もと町まち中華街と聞いて、横よこ浜はまではなく、神こう戸べのほうに行ったというのも、なかなかダイナミックです」


    「住所を確認したら、どちらも元町だったんですわ。不ふ思し議ぎな偶然ですわね」


    「どうして、毎回遠いほうにばかり行くんだよ！」


    　だが、これが舞花の素すなのだ。素の部分がキャラ作りにつながるというのは、強い。狙ねらってやるとどうしても出てしまうあざとさやいやらしさとも無縁だ。うっかりミスが好感度につながる。人間は完全無欠のものだけを愛するわけではないのだ。


    「わたくしとしては、人から笑われてばっかりで複雑な気持ちではあるのですが……それで喜んでくれる方がいらっしゃるのは……ううん……基本的にはうれしい部類に入りますわね」


    　ミスの部分が商品になるのは本人としては素直には喜べないのかもな。本来、ミスはないほうがいいものなのに、それが評価されてしまったら、何を目指して生きていけばいいのかわからなくなる。川かわ匂わがフラストレーションをためていたのと同じ構図だ。


    　俺たちの話の横では、みぞれがジュースを一気飲みしていた。そのあと、氷までばりぼり食べる。さすが、氷の異能力者。


    「う～ん！　やっぱり皆さんで飲むとおいしいですね！　もう一杯、おかわり！」


    「みぞれ、酒を飲んだような反応するなよ。お前のは、オレンジジュースだ」


    「いえいえ、ジュースでも皆さんと飲むとおいしいんですよ。みんなでごはん食べてると、おいしさが増したような錯覚起こすんですよ」


    　そこは、おいしさが増すと断言しろよ。たしかに科学的には証明しようがないかもしれんが。


    　なお、小こ手で毬まりはちびちびとココナッツジュースを飲みながら、料理に箸はしをつけている。一人で晩酌してるおっさんのスタイルで、毎度ながら場の空気に合わせるつもりはないらしい。


    「そうだ、みんなでやると楽しいと言えば、旅行ですよ！　朱す雀ざく先輩、みぞれと沖縄旅行行こうって約束、いつのまにかスルーしてましたよね！」


    　そういえば、去年、そんな話をされたことがあったような。去年は、精神的というより経済的な理由で無理だったので、どうしようもなかったのだ。


    「先輩、今年こそ、みぞれと一緒に旅行しましょう！」


    　たしかに今年は旅行を断念しないといけないほど貧乏ではない。長らく東京から離れてないし、旅も気分転換にはいいかもしれない。


    　ただ、舞まい花かのほうは、顔をしかめて、ビールを口に入れていた。


    「旅行って、みぞれちゃんは大学入試もありますでしょう。もっと勉強に真剣にならないといけませんわよ。学歴社会が崩壊したとはいえ、大学生になれば将来のことを考える時間が作れますから」


    　ああ、みぞれももう高三になってるんだよな。


    「でないと、朱雀みたいに、あとあと困ることになりますわよ」


    　悪い例が俺かよ。たしかに大学に行っておいたほうがよかったって思ったことはあるけど。


    「とにかく、今のみぞれちゃんは旅行をしている場合ではありませんわ」


    「え～、それって舞花先輩が朱雀先輩と二人で旅行に行きたいだけなんじゃないんですか？」


    　少しからかうような顔をして、みぞれが言う。みぞれ、こんな顔もできるようになったんだな。いや、感心するところ、おかしいかもしれないけど。


    「そんなことありま…………すけど」


    　あるんだ……。まあ、同期に一緒に旅行したいと思ってもらえるような人間になれているなら、本望だ。


    「徒あだ花ばなさんはどこか行きたいところはあるのですか？」


    　話なんてとても聞いてなさそうだった小こ手で毬まりが尋たずねる。


    　こういう場合は自分の話をまったくしない小手毬が進行役として適している。


    「そうですわね……。仙せん台だい・長なが崎さき一泊二日の旅なんてどうでしょうか」


    「旅行する前に、地理の勉強をしろよ」


    　二に兎とを追う者は一兎をも得ず的な感じになってるぞ。


    「では、今度のオフの日に石いし垣がき島じまと三み宅やけ島じまの離島三ざん昧まいなんていかがでしょうか？」


    　何それ、トラベルミステリ……？


    「そうだな……。時刻表的に可能だったら行ってもいいんじゃないかな……」


    　舞まい花かが携帯で時刻を調べはじめたが、絶対に無理だと思う。「あれ、四国に新幹線通ってませんの？」とか、社会人としていろいろとまずい発言が聞こえてくるが、聞かないふりをしておこう。四国に関する地名、出てきてないはずなんだけど。


    「だけど、それぐらい遠くに行ったら、リフレッシュにはなるかもな」


    　携帯とにらめっこをしていた舞花の目が、こちらを向いた。


    　俺の口がすべったのを聞いたぞとでも言うように。


    「それで、朱す雀ざくは今度は何で悩んでいますの？」


    　騙だまし討ちのように、突然踏みこまれた。


    「気分転換でもしないといけないようなことがあるんですわね？」


    「お前が呼び出してくる時って、たいてい何か確認しようってケースだよな」


    　何度もこういうことがあったから、なかば覚悟はしていた。それでも来たのは、変に断って、かえって余計な詮せん索さくをされるのも楽しくなかったからだ。


    「だって、朱雀はすぐに顔に出るんですもの。仕事の時は仮面をかぶっているつもりかもしれませんが、わかっちゃいますわよ。一度嵐あらしが過ぎ去ったように表情がよくなっていたのに、また近ちか頃ごろ、暗くなっていますわ。しかも、今回は小手毬ちゃんも同じですもの」


    　的確に要点を突かれてるな……。どうして、舞花はこんなに洞察力が鋭いのに、地理は堂々と間違い続けることができるんだ。


    「風水でも確認してみましょうか？」


    　舞花が風水と言い続けているタロットカードを取り出した。プロの風水師が見たら、絶対気を悪くする。


    「『ハリケーン』『台風』『竜巻』……ろくでもない未来が待っていますわ……。これは朱雀自身もコントロールできないでしょうね……」


    　絶対、その風水、イメージで語られてるだけだと思う。


    　けれど、舞花も実際に何があったかまでは絶対にわからないだろう。


    『御おん大たい』の連中に、俺たちが打ちのめされたこと。


    　そいつらに俺が脅おどされていること。


    　もし、連中が事務所を襲撃してきた時に、舞まい花かやみぞれがいたらどうなるだろう。やっぱり、あいつらは殺すのかな。


    　考えられない。


    　影えい殺さつ師しは最悪の場合を考えて行動しないといけないのに、考えられない。


    「朱す雀ざく、わたくしならなんだって受け止めますわよ」


    　お前が受け止めるからこそ、言えないんだよ。


    「さあな。当てられるなら当ててみろよ」


    　本当なら、全部ぶちまけたうえで、俺は脅おどしに屈しないし、お前らを狙ねらう奴やつらがいても俺が守ってやるって言ってやるべきなんだろうけどな。小説やマンガに出てくる異能力者なら、間違いなくそう言うんだろう。


    　悔くやしいけど、俺はそうはなれない。


    　守れないものは守れないし、勝てないものは勝てない。


    　現実が言葉を奪っていく。理想を語らせるまいとしてくる。


    　水みたいなものだな、現実って。生きていくのに必要なものなのに、それで埋め尽くされると息ができなくなる。


    　人ではなく、貝になれ。口を閉ざせ。それが今は一番いいんだ。


    「悪いけど、ダメだ。お前らだって言えることと、言えないことがあるだろ」


    　舞花は不安そうに視線を俺から小こ手で毬まりに移す。小手毬は仏ぶつ頂ちよう面づらで料理を口に運ぶ。


    「ああ、みぞれ、わかっちゃいましたよ」


    　天てん真しん爛らん漫まんというか、たんにバカっぽい調子でみぞれが声を出した。場の空気が、少しだがほぐれてくれた。


    「先輩がどうして浮かない顔してるのか、正解しました」


    「いや、正解してるかどうか、まだわからんだろ」


    　なんで、こんなに自信があるんだ……？　絶対当たらないとは思うが、これだけ得意げな顔をしてるというのが不気味だ。


    「それじゃ、当てちゃいますよ。当たったら、そうですね～、みぞれと旅行に行きましょう！　沖縄行きましょう！　思い残すことなんてないぐらい楽しみましょう！」


    「なんか、不吉だな！」


    　しかも、微妙にシャレになってないんだよ。


    「では、正解の発表です！」


    　マジでみぞれ、当てる気満々だな。何を言い出すのか、純粋に気になる。


    「ずばり、先輩の悩みは『売れた者の苦しみ』、これですっ！」


    「へ……？　なんだ、それ？」


    　案の定、きれいにはずしてくれたが、意味がよくわからんぞ。


    　小こ手で毬まりも発表の時は、一応みぞれに目を向けていたが、無視して料理を食べだした。


    「ほら、これまで先輩は売れない状態でもがいて、悩んで、自殺未遂状態だったじゃないですか」


    「自殺未遂まではしてないが、話を続けろ」


    　どうやって食いつなぐか悩んでたことなら何度もあるけどな。むしろ、いかに飢えて死なないようにするか考えていた。


    「しかし、死んでも死に切れずに、どうせ死ぬならＫＣで強さを見せつけようとして、奇跡的に成功したわけじゃないですか」


    　一応、発端はみぞれを助けるって意味合いだったのに、かなりひどい解釈になっていた……。もう、何も言わんけど。


    「そして、ようやく業界内に独自のポジションをどうにかこうにか獲得した先輩ですが──」


    「いちいち、『ようやく』とか『どうにかこうにか』とか言うなよ！　俺は大器晩成タイプなんだよ！」


    　やっぱり、文句を言ってしまった。


    「そこで先輩を待っていたのは、これまでと違う種類の不幸でした！　新たな人間関係で嫌いやな思いをしたり、金のことしか考えてない人が寄ってきたり、何者かわからない人にいきなりひどい悪口を言われたり、そういう売れてるからこそのゴタゴタをたくさん知ってしまったのです！」


    　ああ、そういうこともあったと言えば、あったな。


    「しかし、この悩みの厄やつ介かいなところは、売れてない人には相談できないという点です。売れて起こった出来事だから、売れる前の人は実感湧わかないし、うかつに言うと自慢してるんだなと思われちゃいます。そうなると、愚ぐ痴ちを言う相手まで選ばないといけなくなって、孤立して、追い詰められるんです！」


    「なるほどな。売れてるみぞれだけあって、なかなかの名推理だ。そうやって苦しむ奴やつって、けっこういそうだよな」


    　皮肉抜きで、そこはみぞれを褒ほめてやりたい。環境が変わっても、その場所にはその場所のつらさがあるのだ。世の中ってそんなものなのだ。だけど、みぞれは十代で世の中ってそんなものだってことを知っている。そこは強い。


    「これで、先輩と沖縄に行けますね！」


    　みぞれのテンションが上がったせいか、周囲の温度が急激に下がった。異能力が発動しているな。みぞれの中ではこれが正解で、ほかの理由などはないらしい。


    「悪いけど、ハズレだ。全然違う」


    「え～。これしかないと思ったのにな～」


    　みぞれが口をとがらせる。


    　俺も、そういう気の持ちようでどうにでもなるような悩みだったら、どんなによかったかって思うよ。だけど、不幸にもこの問題はもっとヤバいことなんだ。


    「でもさ、本当にありがとうな、二人とも」


    　食事中にするような話ではないかもしれないけど、俺は頭を下げて、言った。


    「二人が心配してくれてる間は、俺はどうにかやっていけると思う。もう一回言う。俺みたいな奴やつを心配してくれて、ありがとう」


    　ありがとうとしか言えないのが、正直つらいんだけどな。それに、この言葉って何かが終わったあとに言うイメージがある。授業の終わりの「ありがとうございました」みたいな。こんなことなら、始終ありがとうって口くち癖ぐせみたいに言っておけばよかった。


    「そうですわね。わたくしたちは、ずっと朱す雀ざくを支え続ける所存ですわ」


    　俺の言葉に合わせるように、舞まい花かも真ま面じ目めな顔でうなずく。でも、その顔はあまり楽しいことを話す時のものじゃないと思った。


    「でも、わたくしたちでは支えようがないことが、たくさんあるんだろうということも、わかってはいますわ」


    　舞花とみぞれに大きな違いがあるとしたら、諦あきらめの割合かもしれない。


    　大人になって、経験を積み重ねてくると、人間は諦めるという選択肢を次第に多く採るようになる。どうしようもないことを経験の中でいくつも知ってしまうから。


    　あっさりと引いてくれる舞花がありがたくもあり、それをありがたいと思う自分が寂しくもあった。


    「朱雀はわたくしたちとは違う世界に生きていますからね。それが現実なのですわ」


    「それはどのような世界のことでしょうか？」


    　小こ手で毬まりが箸はしを置いた。


    「戦って、勝ち続けるしかない、そんな苛か酷こくな世界ですわ」


    　思わず、俺は口をぽかんと開けた。


    　舞花はＫＣのことしか知らないはずなのに、こうも見事に自分の生き方が評されるとは思わなかった。


    「朱雀はずっと強さを求めていますわ。それはわたくしたち、普通の異能力者の生き方とは違うとしか言えません。同じもののように扱うのは朱雀に失礼ですわ」


    「お心づかい、感謝いたします」


    　俺たちを代表して、小手毬がゆっくりと頭を下げた。


    「小手毬ちゃん、わたくし、朱雀のこと、よく知っているでしょう？」


    「そうですね、マスターと私のことを細かなところまで見ていただけていると思います」


    　どこか突き放したような調子で小手毬が言った。


    「すみません、今日は私もアルコールを頼んでもよろしいでしょうか？」


    　小こ手で毬まりはいちいち確認をとってから、小さな仲間内の席では珍しく酒を頼んだ。出てきた紹しよう興こう酒しゆを小手毬は無表情で、すぐに飲み干した。


    「煌こう霊れいって、体質的にあまり酔えないんですよね」


    



    
      ★

    


    



    　三日後、俺は白はく龍りゆうプロダクションの中で、一番立派で広い会議室にいた。


    　俺の待遇が良くなったわけではない。相手がテレビ局の関係者だから、事務所も気をつかったのだろう。


    「では、そろそろ第二回ＫＣの参加者を正式に決めたいと思うのですが」


    　単刀直入に、テレビ局の人に言われた。そりゃ、そうだ。もう九月だからな。いくら、参加者の大半が無名の奴やつの予定とはいっても、いいかげん年末のスケジュールを押さえておきたいだろう。


    　本来なら、もう決めておかないといけない候補者のメールを俺がなかなか出していなかったのだ。そのまま連絡をしないのは、いくらなんでもまずいので、時間がかかりそうだと伝えておいたら、今日の会議を打診されたわけだ。


    「もう、今日の打ち合わせで冬ふゆ川かわさん以外の十五人の参加者は確定させてしまいたいと思います。断られる可能性も含めて、二十五人ぐらいは名前を出していただきたいなと」


    　担当者の目が笑っていない。焦あせりが表情に出てしまっているのだ。まさか、大おお晦日みそかの特番を今更中止になんてできないからな。


    「そうですね……ええと、まずは……」


    『御おん大たい』の連中に脅おどされてから、ＫＣについて考えないようにしていた。参加者の選定すら放っておいたぐらいだ。心がずっと逃げていた。


    「あの、冬川さん、今日、体調悪いですか？　顔色、よくないようですが」


    「いえ、俺はこんなものですよ」


    　顔色が悪いというよりは、覇は気きがないんだろうな。もっと言えば、やる気がない。


    「お体がすぐれない時もありますよね。本番ではテンション高くお願いしますね！　なにせ、冬川さんは最強なんですから！」


    　その人はファイティングポーズまでやって、俺を盛り上げようとしてくる。なのに、俺の表情は石に刻まれた仏みたいにずっと変わっていないはずだ。鏡がなくてもわかる。笑ってはいるけど、これまた仏みたいなアルカイックスマイルで、戦う異能力者というより、引退した老兵士って感じだ。


    　何も決めたくない。何にもかかわりたくない。


    「最強の証明、期待していますよ！　容赦なく、挑戦者をぶっつぶしてくださいね！　今回は暴力的なのも全然アリですから！　これまでの業界と全然違うマーケットを、フィールドを、カルチャーを、切り開いていってください！」


    　担当者の言葉が加速していく。俺以上に熱を帯びている。この人、異能力のバトルのファンなんだな。そういや、格闘技の話にも詳しかったっけ。


    「それはもちろん簡単なことではないです。でも、冬ふゆ川かわさんはそれができる。先駆者になる資格がある」


    「そんなに持ち上げないでくださいよ。俺、最強なんかにゃ、ほど遠いですから」


    　ついつい、そんな言葉が口から漏もれる。


    　そりゃ、そうだよ。ウソなんだから。ウソをつくのが快感だったりしない限り、罪の意識が生まれてしまう話題が出て楽しいわけがない。


    「何を冗談言ってるんですか！　冬川さんより強い人なんていないですよ！　まずは次で初防衛、さらにＫＣを続けて防衛記録を伸ばしてくださいよ！」


    　持ち上げないでほしい。持ち上げられると、落ちた時に、痛みが増えるから。


    「はい、その日まで生きてたら、全力でやりますから」


    　俺の言葉がジョークに聞こえてくれて、その人は笑ってくれた。人に楽しんでもらえるのは、いいことだと思った。


    　会議で出てきたお茶を、俺は五回もおかわりした。


    



    
      ★

    


    



    　小こ手で毬まりの仕事が終わるのを待って、一緒に八はち王おう子じへ帰った。八王子に戻った時には八時前になっていた。


    　今日は遅いから、駅前の桜さくら守もりというラーメン屋に入った。小手毬はもったいないと言ったが、家に帰って作るの面倒だろと押し切った。『御おん大たい』に襲撃されて以来、小手毬とどこにも行ってなかったから、その代わりになればと思った。


    　桜守は味み噌そラーメンの店なのだが、一般的なものとはずいぶん見た目が違う。味噌のかたまりが白パイ湯タンスープの上に載っていて、それを溶かして味噌ラーメンにしていく。それと餃ギヨウ子ザ三つとライスがついて、七百円しない。キムチも頼むとタダでついてくる。


    　モヤシを少しのスープと一緒にばりぼりと食らう。『御大』の一味のあいつらは、こんなふうにモヤシを食らうみたいに、表の異能力者を攻略していくのだと思った。余計なことを考えないように、皿に置いた味噌ダレを餃子にぬりたくるようにつけて、口に放りこんだ。前途は多難だけれど、ここの餃子はいつものように美う味まい。


    「ひどく、乱暴な食べ方ですね」


    「むしろ小手毬がおしとやかすぎるんだ。こういうのは豪快に食べないと」


    「かまいません。これが私の生き方ですから」


    　小こ手で毬まりが食べ終わるのを横目で見ていた。少し、幸せだなと思った。そんな場合ではないとわかっているのに。


    　ラーメン屋から家までは歩いて十分ほど。電気をつけて、テレビもつける。そのあとに手を洗う。腕のあたりに唐突に刺すような痛みが走ったが、前に燧のろしに針を刺されたところだった。とくに化か膿のうしているわけでもないし、傷がちょっと残っているだけだろう。


    「あの時に死ねたほうがよかったのかな」


    　とくに拘こう泥でいもなく、手を洗いながら、小手毬に聞こえない声で、そうつぶやく。自然と声に出てしまった。


    　どうして、今、俺は生きてるんだろう。


    　運が良かっただけなのか。それとも、これも運命なのか。


    　あの日、本来なら毒が塗ってある針を全身に受けて、俺は死んだはずなのだ。


    　毒を塗らないのは戦闘の前に斎さい村むら蕣あさがおが決めていたことだ。つまり、あいつは最初から手加減してもかまわないと考えていた。手を抜かれて、きっちりと俺は恥をかいた。


    　死にたくなんてないけど、生きながらえてラッキーとも思えないな。生きてるってことは、悩まないといけないってことだもんな。


    「この時間なら、ぎりぎりで高たか尾お山さんに練習に行けますよ。ＫＣに向けて、頑張りましょう」


    「いや、今日はいいや。飯食って、腹いっぱいになったから、眠たいんだ」


    　小手毬に命を入れたら、もう寝てしまおう。


    「服、脱いだら言ってくれ」


    　俺は背中を向けて、テレビに目をやる。小学生があこがれの異能力者に会いにいくという企画だった。


    　小学生の少年は、立派な異能力者に出会って緊張しながら「僕も将来、強くなりたいです」と答える。涙を誘うようなＢＧＭが流れている。


    　子供に夢を与えるのは大切なことだけど、本当に強いのはもっともっと悪い奴やつらなんだ。この世の中は、ゴミみたいなのが強かったり、偉かったり、威張ってたりするんだ。


    　俺は前回のＫＣで夢を与えられただろうか。それはできた、はずだ。でも、それは俺が優勝できたからだ。強かったからだ。力のない者は誰だれかを勇気づけることすらできない。


    「終わりました」


    　小手毬の声に合わせて、俺はリモコンを押して、テレビを消す。次は電気の番だ。


    　だけど、その前に小手毬に後ろから体をつかまれた。


    　俺の背中に小手毬がしがみついている。


    「こんなんじゃ、命入れられないぞ」


    「マスター、教えてください」


    　小こ手で毬まりが触ふれている腕が痛い。ああ、さっきの針の傷のところにぶつかっているんだ。


    「ああ、俺はお前に隠し事なんてしない。好きなだけ聞けよ」


    　こんなふうに言うと、たいてい教えてくれと言ったほうは、言葉に詰まる。小手毬もそれは同じだ。


    　待った。俺は小手毬の煌こう霊れい遣いだから、いくらでも待った。


    「本当はこんなこと、わざわざ聞くまでもないことなのですが、マスターは、何のために、生きているんですか？　近ちか頃ごろのマスターを見ていると、不安で、不安で……」


    「もう少し、具体的に言ってくれないかな」


    「マスターが今、生きて、やろうとしてる目的を知りたいんです。私はそれに殉じゆんじて、生きていきたいです」


    　ああ、そういうことか。


    　あれ、そういえば俺は何を目的に生きているんだっけ。最強のために生きていたのに、それがダメになって、なんで生きているんだっけ。一回目の時のＫＣみたいな、クリアな目的がなくなっていた。


    　今の俺がＫＣに勝って、それで肩書きを維持して、それでどうなるって言うんだろう。実はもっと強い奴やつがごろごろいると知りながら、表では最強には違いないとふんぞり返れるほど、不幸にも面つらの皮は厚くない。


    　最強のために生きること、その代わりが見つかってないのだから、ずうっとぼうっとしているわけだ。


    　地位でもない。名誉でもない。さて、何をしようか。この命を何のために使おうか。むしろ、ＫＣに出たら、その何かは満たせるんだろうか。今の俺にＫＣって必要なんだろうか。


    　ＫＣに出て、あいつらが攻めてきたら、小手毬を、業界を、どうやって守る？　守れない。なら、それは自殺だ。　


    　誰だれか俺の未来を買ってくれないか。それで、俺のすべてを決めてほしい。ＫＣの参加や不参加だけでなく、明日の食事から何から何まで。


    　俺は選ぶことに疲れた。


    「目的なら、探してる途中だ」


    「そんな答えでいいと思っているんですか、マスター？」


    「よくないまま、生きていかないといけない時もあるんだ」


    　小手毬は何も言い返さなかった。いっそ、叩たたいてくれたほうが楽だった。


    「私に力があれば、マスターをこんなでくのぼうにせずにすんだのに」


    　その言葉は俺に向けられたものなのか、小手毬の中で完結しているものかわからなかった。


    「あの時、私が三人を返り討ちにしていれば、何も変わらずにすんだのに」


    「本当に俺はでくのぼうだよ。斎さい村むらの言葉によると、俺は影えい殺さつ師しでもないし、煌霊遣いでもないみたいだし、それじゃあ、抜け殻ぐらいしか残らないよな」


    　少し空気が変わった気がした。俺の発した言葉のどれかが呪じゆ文もんだったみたいに。


    「前を向いてください」


    　そこには裸の小こ手で毬まりがいる。


    　こんな時なのに、むしろ、こんな時だからこそか、小手毬が本当に美しく見えた。悪あしき心を燃やして灰にする、神の使いのような……。


    「現代に生きるマスターは昔の影えい殺さつ師しのような暗殺者ではありません。ですが、煌こう霊れい遣いであることだけは確かです。一度負けたからって、何回負けたからって、殺されたからって、それだけは確かなんです」


    　小手毬はそっと俺の右の手首を自分の両手でつかんだ。


    　そのまま、小手毬の胸のほうに持っていく。


    　手が小さな乳房と乳房の間に触れた。


    　部屋の電気は消してはいなかったけれど、胸から光があふれているのがわかった。


    「これがマスターが煌霊遣いである証拠です」


    　小手毬の言葉は世界中のどんな言葉よりも正しくて、俺の人生をよいほうに導いてくれると思った。


    　そうだ、大切なことを見失いかけていた。


    　俺には小手毬がいる。


    「命、このまま入れるぞ」


    「はい……」


    　もう、電気は消さなくていいな。


    「俺、何のために生きるか、わかったよ。心配かけてごめんな」


    　懺ざん悔げするように言った。


    「俺はお前のために生きる」


    　小手毬は何も言わなかった。


    「ＫＣも出ない。そのあと、また『御おん大たい』のあいつらが来たら、今度こそ殺されるからな。事務所がつぶれちゃ大変だし、まして俺に立ち向かう力なんてないし、お前を守ることもできないし」


    　言い訳ばかりだな。でも、いい。小手毬のために生きる。それで、いい。


    「煌霊と生きることが煌霊遣いだ」


    　そのあとの小手毬はずっと黙っていた。


    　俺たちはいつもと同じ時間に寝た。俺は横になりながら、明日、滝たきヶが峰みねにＫＣ辞退の話をすることを考えていた。きっと、あいつも内心ではよかったと思うだろう。事務所が狙ねらわれることがなくなるのだ。業界が守られるんだ。俺がＫＣに出ないだけで、すべてが上う手まく収まる。失うものといえば、俺の面メン子ツぐらいのものだ。


    　知らないうちに眠りに落ちていた。


    　朝、やけに早い時間に目が覚めた。何かが欠けている感覚があった。


    　小こ手で毬まりがいない。


    　あいつのタンスが開いていて、少し雑に服や戦闘に使う糸が散らばっていた。それとは対照的に丁てい寧ねいにたたんでいる布ふ団とんの上に便びん箋せんのようなものが置いてあった。


    　すぐにその便箋をひったくるようにとった。


    



    　五十個たまりました。　さようなら


    



    　きれいな字で、ただ、それだけが書いてある。


    　五十個って何だ？　ああ、俺が何かまずいことを言った時に、手帳に増えていた「正」の字のことだ。


    　そういえば、昨日の夜、長い間、小手毬の声を聞いていなかった気がした。


    　何かまた失敗してしまったんだ。


    　Ｔシャツを着替えると、俺はすぐに家を飛び出した。

  


  
    ３話　理由探し

    


    　手がかりは何もないから、とりあえず走って、八はち王おう子じの駅に出た。デッキにはベンチもある。そこに座ってたりしないだろうか。あるいは駅で特急の切符でも買ってるんじゃないか。


    　デッキにはパンをかじっているスーツ姿のサラリーマンしかいなかった。駅には部活の朝練に向かうテニスラケットを持った学生ぐらいしか見当たらなかった。ゴスロリが目立つ少女なんていない。


    　昨日、小手毬は怒ったりはしなかった。もしかしたら、命を入れ終わって、布団に入るまで一言もしゃべらなかったかもしれない。


    　こんなことは今までなかった。小手毬は俺が間違っていたら、いつも俺に教えてくれた。黙ってることなんてなかった。


    　あいつが向かう心当たりがない。まさか、岡山の俺の実家に帰ったのか？　津つ山やまに着くには新しん横よこ浜はまから岡山まで新幹線で、そこから鈍行で一時間以上かかる。


    　舞まい花かの家にでも行ったか？　それならさようならだなんて書かないだろう。それにあいつなら、周囲の誰だれかに迷惑かける選択肢なんてとらないはずだ。ダメ元で小手毬の携帯にかける。出るわけがない。


    　早朝の市内を走ったが、結果は芳かんばしいものじゃなかった。ずっと駆けていることもできず、足が止まった。頭に靄もやがかかりかけた。休まないと倒れる。腹に何も入れていなかったせいもあるだろうか。


    　はんこ屋の隣のモスで朝のメニューを頼んで、出てきた烏ウー龍ロン茶ちやを飲み干した。食欲などあるわけもないが、強引に口に押しこんだ。小こ手で毬まりを追うために食え。店の時計を見ると、七時をもう過ぎていた。


    　舞まい花かなら起きているだろうと電話をかけた。小手毬がさようならと書き置きして消えたことだけを告げた。


    『何かありましたの？』


    　当然聞かれるだろう。その時になって、直接の理由は何だろうと考えた。ＫＣ出場を辞めると言ったことだろうな。でも、どうすることだって……。


    「わからない」


    『そうですの』


    　舞花は、深く追及はしなかった。


    『都内のほうはこちらで対応しますわ。事務所のほうにも連絡を入れておきますから。朱す雀ざくは八はち王おう子じでめぼしいところを捜しなさい』


    「恩に着る」


    『恩は見つかってから感じなさい。今は小手毬ちゃんのことだけ考えなさい』


    　店を出て、また走った。ふと、今の自分は果たして煌こう霊れい遣いなんだろうかと思った。煌霊に逃げられたとしたら、俺は何なんだ？


    　午前の間はどこを捜しても無駄だった。念のため実家に電話してみたが、もちろん連絡が入っているはずもない。


    　これがフィクションなら思い出の場所にみんな行くんだろうな。思い出の場所って、どこだ？　俺と小手毬の出会いは病院だぞ。ＫＣの第一回会場とか？　そんなところに行くとは思えない。


    　ああ、俺と小手毬の思い出って場所じゃないんだ。二人で戦って、暮らしてきたことにしかないんだ。


    　途方に暮れて、昼前に一度部屋に戻った。


    　何かほかに手がかりが残っているんじゃないかと思った。わかったのは、あいつが携帯電話を部屋に置いていったということだけだった。俺がかけた着信を示すランプが点滅していた。


    　あらためて部屋を見ても、小手毬の残していったものは何着かのゴスロリの服ぐらいのもので、あとは私物らしい私物もない。それと床に糸が散らばっているぐらいか。糸も持っていったのだろうか。


    　ふと、何の変哲もない糸の一本がやけに伸びているように見えた。なぜか、気になって俺はその糸を追った。


    　糸がドアの外へと続いている。


    　この先に小こ手で毬まりがいるのか。どこまでつながっているのか、わからないけれど、俺はそれを伝っていく。


    　道を糸が這はっている。かがみながら歩いた。


    　糸はＪＲの八はち王おう子じ駅のほうに向かっていた。ああ、やっぱり岡山にでも帰ろうとしたのか。けれど、一か所しかない改札口の前を糸は通り抜けていく。そのまま、北口に抜けて、右に折れて、ドラッグストアの前あたりで途切れていた。


    　歩いて十分弱。気づいてもらうためのサインですらなかったってわけだ。希望にすがりかけた分、かえって心が疲れた。今なら、どんな新興宗教でも信じてしまいそうだ。


    　いや、待てよ。この道の先には京けい王おうのほうの八王子駅がある。


    　京王なら、高たか尾お山さんのほうに行ける。


    　妄想に近かったが、ほかに手がかりもない。エスカレーターを走り降りて、地下のホームへ急いだ。次の北きた野ので、高たか尾お山さん口ぐち方面のホームに移った。


    　ここから出る電車は全部高尾山口まで行く。来た電車に乗る。もう、昼だからなのか、登山用の服装の人間はそこまで多くない。


    　空あいている席を探して、何か違和感を覚えた。


    　なんだ、この気持ち悪さはどこから来るんだ……？


    　電車の行き先を間違えた時のような、やってしまった気持ちに近い。これは何だ？


    　ここにある景色はただの日常でしかないはずなのに。


    　俺の気持ちが平凡を受け入れられなくなっているだけなのだろうか。


    　違和感の正体を探した。右側の奥の席には、学生服の少年と黒ずくめの服の女が座っている。手前の側がわは眠りこけている中年の男。左側の奥の席は学生が三人座っている。手前のほうの隅には老夫婦。どこだ、どこに答えがある？


    「ああ、このあたりに住んでるんだったね」


    　右奥の席から、声が飛んできた。


    　斎さい村むら蕣あさがおと燧のろしが座っていた。


    　異常があまりにも自然に日常に溶け込んでいた。


    　そのことが違和感を生んでいたのだ。


    　異常なものは何もどこかに隔離されているわけじゃない。普段は正常なふりをして紛まぎれ込んでいる。こちらがその世界に足を踏み入れるまで、気付くことができないだけなのだ。きっと俺は車内で何度もこいつらとニアミスしてたんだろう。


    「この路線、よく使ってるから」


    　聞かれたわけでもないのにそう言うと、斎村は空いている自分の横の席に手を置いた。


    「座りなさいよ。こんなところで殺しはしない」


    　俺が会いたいのはお前じゃないんだよと思いながら、腰を下ろす。斎さい村むらの足元には百貨店の紙袋が置いてある。それだけが斎村の物の中で白い。中には、花がやけに入っていた。においが立ちこめそうなほどの大量の花。


    「煌こう霊れいはどうしたの？　仕事？」


    　どうして、こいつに身の上話をしないといけないんだ、俺は。


    「逃げられた。今、捜してる途中だ」


    「あら、ちょうどよかった」


    　最初から敵とわかっているからか、今更腹も立たなかった。


    「あなたは煌霊遣いに向いてなかったから、いずれこうなった。このまま、無理をして苦しむよりはよかった」


    　車内はやけに冷房が効いていた。汗で濡ぬれていた服が腹を冷やした。


    「お前だって、煌霊を後ろに下がらせてるだろ。煌霊遣いらしくないのは、そっちも同じだ」


    　しばらく会話が途切れた。電車が北きた野のの次の片かた倉くらに着いて、すぐに出発した。出口の階段がホームの端にしかないので、逆側のほうに下りてしまった客が、ホームを小走りで駆けていた。


    「あるところに、ネズミ好きの少女がいました」


    　耳をふさいでいるわけじゃないから、斎村の声は俺の耳にすぐに届く。


    「その少女の飼っていたネズミは二年後に死んでしまいました。少女は悲しみました。わかる？」


    「ああ」


    「その少女は一週間後、新しいネズミを飼いました。わかる？」


    　俺は迷ってから、「わかる」と答えた。


    「あなたは、きっと、まだわかっていない」


    　俺は答えない。電車は山やま田だの駅に着いて、ここもすぐに出発した。


    「煌霊はペットじゃないぞ」


    「だからこそ、モノだと思いこもうとしないといけないのに」


    　斎村と、分ぶ倍ばい河がわ原らと殺さ々さ姫きは少し目的がずれているように感じた。この女はＫＣの辞退などどうでもいいのだろう。どちらかというと、俺に煌霊遣いを辞退させたいらしい。


    「去った者に執着するのはやめたほうがいい。でないと、いつか死ぬ」


    　預言者みたいなこと、言うなよ。


    　斎村は終点一つ手前の高たか尾おで立ち上がった。ポケットから高尾と印字されたＩＣカードが出てきた。通かよっているのか。俺はそのまま、高たか尾お山さん口ぐちに向けて電車が動くのを待った。


    　終点に着くと、すぐに山への道を上がった。候補地は俺たちの特訓場所だった。小こ手で毬まりの姿はなかった。ベンチには、ハイキング客が休んでいるだけだった。


    　間違いだったのか。俺は小こ手で毬まりの居場所すらわからないのか。


    　引き返すか迷って、頂上のほうに足を向けた。


    　もしかしたら、どこかにいるかもしれない。


    　山の売店で、ゴスロリの子を見なかったかと尋たずねてまわった。戻ってくる登山客にも聞いた。手がかりはなかった。


    　日が暮れてきた。ケーブル乗り場の文字が見える道標がもう帰らないかと俺を誘惑した。誘惑を振り切ったというよりは、踏ん切りがつかなかった。残った。日が暮れても、粘ねばった。


    　夕方と呼ぶべき時間がいつしか夜に変わっていた。理性のようなものはほとんど死んでいた。亡者のようだった。今の俺はあまりに弱いと思った。たしかに煌こう霊れい遣いとしてはダメなのかもしれない。でも、とにかく、小手毬を捜した。水分補給のために飲み干したペットボトルの本数ばかりが増えた。


    　夜八時前。


    　頂上のあたりの道から少し脇わきにそれたベンチに腰かけている小手毬を見つけた。


    　よかった、愚ぐ直ちよくに高たか尾お山さんを捜しまわって、本当によかった。


    「小手毬」


    　背中から声をかけた。小手毬は振り向かなかったし、答えなかった。


    「もう、帰るぞ」


    「あなたは私のマスターではありませんから。五十個たまったと書いたはずです。いいえ、数のカウントなんてどうでもいいんです。どちらにしろ昨日の言葉を聞いてしまったら、私は戻れません」


    　肩に手を置こうとしたその手は払われた。静かに、小手毬は立ち上がって、去っていこうとする。


    　また、小手毬の手をとろうとして、思わず、身を引いた。


    　あいつがナイフを持って、それを拒こばんだ。


    「連れていく気なら、こちらも戦いますから」


    　やっと、俺のほうを見てくれたな。武器を持ってるけど。


    　俺もナイフを抜く。そうだな。決着は戦ってつけるほうが、異能力者らしい。


    　逃げられる前に踏みこむ。小手毬のナイフは簡単に防いだ。そりゃ、そうだ。小手毬はナイフに特化した異能力者じゃない。


    「俺とナイフで戦うのか」


    「私はもう煌霊ではありませんから。糸も使いません」


    　俺の前で小手毬は小手毬であることをやめようとしている。


    　頭は真っ白だった。小手毬を止めないといけないということしか考えられなかった。動きにキレもない。みぞれでも今の俺なら倒そうと思えば倒せるかもしれない。


    　でも、糸を使わない小こ手で毬まりはもっと弱かった。


    　これのどこが最強の異能力者なんだ？　泥仕合もいいところだ。


    　たいして時間はかからなかった。ナイフをはじいて、小手毬の腕をとった。


    「殺してください」


    「殺すわけないだろ。帰るぞ」


    「生かされたくないです！」


    　小手毬の手がぶれたように見えた。


    　気づいた時には思いきり小手毬に叩たたかれていた。


    　もう一度、手が飛んできた。一歩下がったら、足がもつれた。尻しりから倒れていた。ナイフはあったけれど、こんな物騒なものじゃ抵抗できない。自分から捨てた。


    　小手毬は俺が倒れても容赦しない。俺の上に乗りかかると、続けざまに顔をはたいた。それから胸をどんどんと叩いた。


    　俺は叩かれながら、こんなふうに小手毬が感情のままに暴れているのは、初めてのことかもしれないと思う。


    　草のにおいが鼻を突いた。同時に小手毬の服に焚たき染しめられている香りも感じた。これが小手毬なのだと思った。


    「気がすんだか？」


    「第二の人生も生かされるだけになってしまうんですか？」


    「えっ？」


    「病室で生かされてるだけの昔の私と、今の私は何が違うんですか？」


    　小手毬のために生きると言ったせいだと、やっと理解した。


    　そんな人生は、小手毬にとって残りカスと同じなんだ。


    「私は今も前の失敗を悔いています。それでも、戦いたいです」


    「また、あいつらと戦ったら死ぬんだぞ。小手毬だって」


    「なら、私は、今すぐ……死にます。いなくなってあげます」


    　俺の上にいる、小手毬の頭がふらついた。


    　そのまま、後ろのほうに倒れそうになる。


    　ああ、もう夜だからな。命が途切れそうになっているんだ。


    　俺は起き上がると、立ち上がる力を失っている小手毬を逆に寝かせる。あいつの服を脱がそうとする。


    「命、入れるからな」


    「やめてください！」


    　手を振って、小手毬は抵抗する。恨むような小手毬の目と目が合って、俺は手を止めた。


    「もし、命を入れたら、あとで死にます」


    　俺の頭に斎さい村むらの言った言葉がよみがえる。


    　小こ手で毬まりに執着すれば、俺も死ぬ。そういうことなんだな。


    　ナイフを拾って、小手毬のほうに差し出した。小手毬は恐る恐るだが、それを受け取った。


    「これで死ねということですね」


    　死ぬことを決めた小手毬の顔はあまりに美しかった。俺と煌こう霊れいの契約を結ぶと誓ったあの病室の時と同じぐらいに。


    「違うよ。それで俺を殺せ。死ぬつもりなら、そのほうが確実だろ」


    　俺が消えれば、お前の主人はいなくなる。命だって入れようがなくなる。死ぬべくして死ねるだろ。


    　小手毬は人に怯おびえる野良猫みたいに、ナイフをじっと見つめている。


    「どうして、あなたが死ぬ必要があるんですか？」


    「斎村にはなりたくないからかな」


    　あながち、その理由は韜とう晦かいではなくて、本心なのかもしれない。


    「俺の人生の煌霊はお前だけにしたい」


    　小手毬の顔はよく見えないのに、ナイフだけが強い質感をともなって、目に映った。


    「なら、煌霊遣いをやめればいいじゃないですか」


    「怖こわいんだよ。何年か先に自分で決めたことも忘れそうでさ」


    　人間は、俺は、弱い。自制心だってあてにならない。いつのまにか、平気で二代目を作って、斎村みたいな面つらの皮の厚い人間になってしまう気がした。


    　それなら、今のうちに、可能性を断つほうが安心だ。


    　ナイフが左右に動いている。小手毬がふるえているのだ。


    　俺はじっと待った。


    　小手毬はナイフを捨てる。


    「死ぬなら一人で死んでください」


    　弱ったな。自殺するとなると、ハードルが上がるな。小手毬が死ぬのをこの目で見たくはないし、かといって小手毬を遺のこして自分から死ぬのも嫌いやだ。


    　こんなところで死ぬのは命の無駄づかいだな。バカな俺がここで死ぬのはいいが、そんなことで小手毬を死なせるのだけは嫌だった。


    　なら俺と小手毬の死に場所はどこだ。


    「ＫＣ、出てやる。あいつらが攻めてきたら、立ち向かってやる」


    　小手毬の瞳ひとみの色が少し変わった。


    「『御おん大たい』に勝てるかは知らない。というか、殺されるだろ。でも、絶対に勝てる戦いなんてあるわけないんだから、別にいいさ」


    　結局、これしかなかった。


    　ボロボロになって、偶然正解にたどりついた。


    　最強を謳うたえば必ず敵はやってくる。気に入らない奴やつが俺をつぶしたくなる。俺にできるのは、それに立ち向かうことだけだ。


    　どこまでも、貫いてやるよ。ぶつかってやるよ。それが最強の生き方なんだろ。


    　滝たきヶが峰みねの言った通りだ。影えい殺さつ師しになった俺に選択肢などなかったんだ。現実に逃げ場はない。


    　俺は戦うために生きている。だから、戦う。それだけだ。ほかに何ができる？　絵が描けるか？　曲が作れるか？　機械を動かせるか？　何もできない。


    　戦うだけだ。


    「お前を守るために、どんな奴とも命を懸かけて戦ってやる」


    　小こ手で毬まりを守るため、ってところは変えてやらない。


    　戦わないとお前が死ぬって言うんだからな。だったら、今日や明日や明後日をお前が生きられるようにしてやるだけさ。


    「俺はこれからも最強を目指す。ＫＣにも出る。だからって、斎さい村むら蕣あさがおみたいな煌こう霊れいを使い捨てにするやり方は選ばない」


    　煌霊を捨てるなら、それは煌霊遣いじゃない。


    「俺はお前と一緒に戦うために、煌霊の契約をしたんだ」


    「後悔しても知りませんよ」
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    「仕方ないだろ。お前と会えて、俺は幸せだったんだから」


    　お前と会ったのは運命だ。なら、これから、ひどい目に遭ったとしても、それも運命だ。その運命、飽くほどに喰くらってやるよ。


    「命、入れてください」


    　小こ手で毬まりは弱々しく、自分から服を脱いだ。


    　夜の山の中で、その一角だけが不自然なほどに明るく光っていた。


    　いつもの部屋の中の闇やみと、山の中の闇はやはり別物だ。弱い光はどこまでも続く無慈悲な闇に吸われて、消えていく。俺は闇に飲みこまれないように、必死に光を生み出し続ける。


    　何度、小手毬に愛想を尽かされて、何度許してもらっているのか。数えるのも嫌いやになってきた。こんなことなら、最初から同じ人間として生まれたら、楽だったのに。そんなわけのわからないことを考えていた。


    　光を入れ終わった。


    　早く、小手毬と家に帰りたいなと思った。


    「ごはん、まだですよね。時間が間に合ったら、何かとりましょうか」


    「節約しなくていいのかよ」


    「私の稼ぎで払いますから」


    　こういうのって、収入が多いほうが発言権あるんだよな。


    



    
      ★

    


    



    　小手毬が「家出」した翌日。


    　朝八時台の電車に乗ったせいか、車内は途中からやけに混んできた。小手毬は本人と知られないように、うつむきながら七人掛けの席の一番隅に座る。俺はガードマンみたいにその横に座る。


    　雨が降っていたので、新しん宿じゆく三丁目までは地下道を通った。朝に早い業界ではないせいか、事務所は閑散としている。まだ出勤していない事務所の社員も珍しくないんだろう。そんな調子だから、会議室も軒並み、電気がついていない。


    　その中で、一番奥、一か所だけ光の灯ともっている会議室に滝たきヶが峰みねが座っている。


    　新人なら物もの怖おじして、とても入れない空気だ。俺は新人じゃないから、ずかずかと中に割りこむ。


    「ＫＣに出ます。戦わなくなった俺に存在価値なんてないですから」


    「やっと、結論が出たか。それでいい。お前が業界のことを憂うれう必要などないからな。そんなことはこちらでやる」


    　滝ヶ峰が小手毬のほうを見て、笑った気がした。


    「それで、俺と小こ手で毬まりは全力で『御おん大たい』のあいつらとやります。死ぬ気で戦います。なので、もし蜘く蛛も島じまの時みたいに先輩も加勢していただけるのなら、お願いします。それで、あいつらに勝てれば俺は万々歳です」


    「もちろん、やらせてもらうさ。でないと、この事務所も業界も守れんからな」


    　一秒の思考時間もなしに、滝たきヶが峰みねは快諾する。


    「こんな無道な脅おどしをかけてくる連中はどうせいきがって早晩攻めてくる。ならば、敵の動きがわかりやすいうちに叩たたく。こちらも全身全霊で迎え撃ってやろうじゃないか」


    　たまに勘違いしそうになるが、こいつはやり口が半分ぐらい裏側の人間なんだよな……。けど、勝利という言葉を聞けるのは純粋にうれしかった。滝ヶ峰にまで死ぬつもりで来られるのは気分がよくない。


    　頼むぞ、滝ヶ峰。業界のほうは任せる。お前だったら、万事よくやって、生き残ってくれるだろ。


    「それにしても、よく、あんなヤバい組織に関わろうとしますね。さすが、先輩は表側で最恐の異能力者ですよ」


    「その『さいきょう』の『きょう』は『狂う』か『恐ろしい』か『大凶』か、どれだ？」


    　今になって謝っても仕方ないので「恐ろしい、です」と言ったら、鼻で笑われた。ジョークとして成立したのかはよくわからない。


    　空あいている席に小手毬とともに座る。新しん宿じゆくから事務所までは歩くとそれなりに足が疲れてくる。今日も足が重かった。


    「『御大』の中に、こちらの間者を何人か仕込んでいた。『御大』に属して、こちらに情報を流してくる者もいれば、もっと手っ取り早く偵察に踏みこんでいる者もいる。そういう工作に特化した異能力者も案外いるからな」


    　やっぱり、この人、以前から何か手を打ってたんだな。


    「ちなみに、その人たちの名前って聞いたら教えてくれます？」


    「偵察に行っている一人を除けば、無名の異能力者だ。言ったところで、事務所にも属していないから、わからないだろう。私が個人的に雇っている」


    「一年前まで無名の異能力者だった側がわからすると、無名って言葉はこたえますね」


    「今日のお前は口数が多いな」


    　言われて、口を閉じた。決心がついて、饒じよう舌ぜつになっているのかもしれない。


    「それで、例の三人の行動もある程度はわかっている。どうやら、お前のＫＣ如何いかんに関係なく、やることはやっているらしい」


    「どういうことです？」


    「警察の対異能力者用の部隊が壊滅した。数名に襲おそわれたそうだ」


    　言われている意味がすぐには頭に入ってこなかった。


    「警察の部隊って、異能力者を捕らえたり、無効化したりするのに特化した異能力者たちのことですよね？」


    　能力的にすぐれているものの、防御要素が強くて地味な異能力者、そんな奴やつらが警察に所属している連中の主力だ。連中の活動が表おもて沙ざ汰たになることはほとんどないが。


    　異能力者の仕事の多くは見世物の要素を含む。防御や敵の攪かく乱らんにすぐれていても、それで人前に出てお金を稼ぐことは難しい。


    　しかし、少数とはいえ、別の用途がある。それが警察勤務という道だ。もしも、異能力を扱う人間が暴れたりしたら、一般警察官では止めようがない場合がある。発砲が原則禁じられているのだから、なおさらだ。そこで敵を捕らえるための力を持っている異能力者が活躍するわけだ。ただし、倍率高いし、大卒者の募集しかないはずだから、俺には関係なかったけど。


    「手口からして、あの三人だ。死者は出ないようにやってたらしいがな」


    「わざわざ敵を増やすことを、なんであいつらはやってるんですか？」


    　たしかに警察もつぶすとあいつらは言っていたが、目的が見えない。


    「そんなもの、決まっている。愉ゆ快かい犯はんだ。警察もあいつらにとったら表側に見えたんだろう。それで気に食わないから、つぶした。子供と同じだ。表側の異能力者が飾りだと証明したいわけだ」


    　そんな無茶苦茶なことをして許されるのかと思ったが、許される必要もないのだ。それが力あるものの特権だ。業界を滅ぼそうとすることすら、やろうと思えばできる。無力な者は罰することすらできない。下手をすると『御おん大たい』の内部の者すら、連中を野放しにするしかないのかもしれない。


    「まあ、我われ々われには関係のないことだ。決心がついたのだったら、連中にわかるように、いつ出場を宣言するか決めてくれ。それで、こちらも襲撃予定日を割り出して、手を打つ」


    　部屋の空気が、別のものに変わる。気持ちの変化というよりは、滝たきヶが峰みねの決意が空気自体を変質させてしまった。滝ヶ峰クラスの大物になると、それぐらいのことはできる。


    　もう、滝ヶ峰は『御大』の連中と具体的にどう戦うかということに考えをシフトさせているんだろう。


    「だったら、その時は俺が囮おとりになりますよ。わざわざ俺に攻撃を伝えてきたぐらいだから、奇襲でいきなり殺しに来るってことはないはずです。顔を出してきたところを先輩がつぶしてください」


    　小こ手で毬まりも横でうなずいている。まず、挟み撃ちで一人ぐらいは戦闘不能に追いこみたい。誰だれ一人として手は抜けない相手だが、一人でも倒せば流れはこちらに来る。常勝の連中だからこそ、心理的な打撃も大きいだろう。


    　敵が複数の場合は、誰でもいいから一人殺せ、親おや父じから教わった影えい殺さつ師しの戦術の中にあった。機械でもない限り、味方が減れば、たいていの人間は少なからず動揺する。自分も同じ目に遭うのではと恐怖するのだ。


    　俺が体を張って餌えさになれれば、滝たきヶが峰みねが連中を一掃してくれる可能性もなくはない。


    　あとは、俺は小こ手で毬まりのために気け高だかく戦うだけだ。結果はあとからついてくるだろう。


    「俺と先輩で連中に一矢報いてやりましょう。表側のトップツーは甘くないぞって」


    　白々しい言葉も割り切ってしまえばすんなりと言えた。


    「待て。いつ、お前と私だけで戦うと言った？」


    「えっ？」


    「これを見ろ」


    　滝ヶ峰はテーブルに置いてあったプリントを俺と小手毬の前に一部ずつ置いた。裏を向けてあったので、ひっくり返して印字面に目をやる。


    　テキストファイルに打ちこんだものをそのまま印刷したのだろう。レイアウトもクソもなく、ただ、異能力者の名前が箇条書きになっているだけだ。


    「ここに書いてある名前の者を、できるかぎり呼び集めておく。そして、全員で敵に当たる」


    　とんでもない提案に声が出なかった。


    　すぐに、名前を見返す。舞まい花かの名前も、仔こ犬いぬ丸まるの名前もある。それだけじゃない。九十九森つくもり実み籾もみに、蟠ばん龍りゆう院いん川かわ匂わに……むしろ、知らない名前なんて交じっていない。みぞれは幸いと言っていいのか、入っていなかった。


    「うちの事務所の中で、戦力になりそうな者を上から順番に三十人ほど並べた。これぐらいの数がいれば、敵が数名なら善戦できるはずだ」


    　なんだよ、その総力戦……。


    「『御おん大たい』の情報はどうするんですか？」


    「もちろん、話すさ。そのうえで、納得してもらった者にのみ、来てもらう。生なま半はん可かな気持ちで参戦されても、殺されるだけだからな」


    　どうして、こんな話の時まで、あんたは顔色変えずにいられるんだよ。もっと、人間らしく動揺してくれよ。


    　この名前が、暗殺対象のリストだったとしても、俺はここまで嫌いやな気持ちにならなかっただろう。


    「仮にこれだけの数の異能力者を呼んだとして、どれだけ犠牲者が出ると思ってるんです……？　無事に終わるわけがない」


    「お前はバカか。無事に終わらせるためには、頭数が多いほうが確実だろうが。戦う意志のある者が多ければ多いほど、勝率は上がる」


    　そりゃ、そうだろう。勝率は上がるだろう。


    　でも、皆殺しになる危険だって、そこにはあるんだぞ。


    　あれだけ戦うつもりだった小手毬の顔さえ青い。


    「冬ふゆ川かわ、聞いておきたいことがある。顔を見せろ」


    　言われて、俺は沈んでいた顔を滝たきヶが峰みねのほうに向ける。広い会議室が信じられないほど狭く感じられた。壁に押しつぶされて、消えてしまいそうだ。


    「お前は戦うつもりはある、ＫＣにも出る、そう言ったな？」


    「はい」


    　その部分に誤りはない。今更逃げていって、そこに救いなんてない。


    　けれども、滝ヶ峰の質問は続きがあった。


    「だが、お前は、敵と戦って自分が殺されるつもりだったな？」


    　滝ヶ峰が俺をにらみつけているわけでも何でもない。あいつの顔はずっと変わらない。それなのに、俺は滝ヶ峰の目を見るのが怖こわくて、たまらなかった。


    「答えろ」


    「ぜ、善戦しようと……そう思っていました……」


    「ベストを尽くせばそれでいい──か。お前は殺し合いを高校野球と勘違いしているのか？　勝てなければ、それで終わりだ。どれだけいい勝負ができようが、勝てなければ何の価値もない。お前が最強などと言っていられたのも、ＫＣの決勝で私を倒したからだ。価値は結果にしか宿らない」


    　そこでじっとしているのがつらい。せめて、自販機でジュースでも買っておけばよかった。


    「だから、勝つしかないのだ。玉砕するつもりでいられては迷惑だ。ここで我われ々われが負ければ、事務所襲撃はさらに繰り返される。我々の業界は世間的に触れてはならないものになる。それは我々、表側の死だ」


    　滝ヶ峰にとって、その「死」はレトリックではないのだろう。滝ヶ峰は表側の業界を育てようとしてきたのだから。


    「事務所が次々に襲おそわれれば、あらゆる業界が異能力者と関かかわるのを恐れて、仕事を断る。異能力者のほうも、命を狙ねらわれるのを恐れて、足を洗う。異能力者という立場で、日の当たる場所で生きることはできなくなる」


    　滝ヶ峰の予想は事実のように俺たちの耳に届く。


    　そうなるだろう。俺がテレビ局の人間なら、そんな事件のあとにバラエティに異能力者など呼ばない。仮に笑いがとれる奴やつがいても、呼べない。不謹慎だとか言い出す視聴者が絶対出てくるし、事実として誰だれも笑えないだろう。


    「異能力者がいなくなるわけではない。しかし、異能力者を取り締まる法律はより強化され、異能力者は表の人間たちを恐怖に陥おとしいれる存在とみなされる。強さを誇ろうとすれば、それ自体が悪になる」


    　そんな変化の発端が、連中による白はく龍りゆうプロダクション攻撃だ。


    　一つの事件をきっかけに、滝ヶ峰が積み重ねてきたものは崩れ去る。


    「そんなことは絶対に許さない。使えるコマは最大限使う」


    「そこまで負けられないんだったら、た、戦わないほうがいいんじゃないですか……」


    　俺がＫＣに出なければ、みんなの安全は確保できるかもしれない……。


    「勝てるのに、戦わない法があるか？　私とお前がいて、それからほかの異能力者の助けがあれば、奴やつらをしとめることができる。我われ々われ表側と『御おん大たい』の関係は次の局面に進む。お前も死ぬ気になる必要などない。数が揃そろえば、お前が死なない戦術も用意できる」


    　ダメだ。滝たきヶが峰みねとは話が通じない。


    「これはお前個人が売られたケンカではない。ＫＣ優勝者の、表側の異能力者代表として、お前はケンカを売られたのだ。私は表側の異能力者すべてに戦う義務があるとすら思う」


    「あんたの考えなんて知るか！」


    　突発的に叫んでいた。


    　冷や汗が知らないうちに出ていた。このまま、自分が納得できないまま、流されることが心の底から怖こわかった。


    「俺たちは、あんたなら、この戦いの覚悟も意味もすべてわかっているから、一緒に戦えると思ったんだ！　こんなに何も知らない大量の仲間を巻きこむのなら乗れない！　その仲間の中に暗殺者の末まつ裔えいが何人いる？　裏の世界を知ってる奴が何人いる？　人殺しまでした奴が何人いる？　俺たちとは違うだろ！」


    　勢いだけで言ってしまっていた。しかし、もう止まれない。


    「『御大』との戦いは、俺と小こ手で毬まりだけでやる！」


    　滝ヶ峰は怒りすらしなかった。ただ、ただ、あきれていた。


    「善人ぶるために犬死にを選ぶか。勝手にしろ」


    　もう、こんなところに長居は無用だ。


    「小手毬、行くぞ」


    　俺はすぐにその部屋を出た。


    



    
      ★

    


    



    　その日、俺は会議室のフロアにある休憩所のベンチに、ずっと座っていた。たまに横の自販機でジュースを買って、飲んだ。小手毬も同じように隣にいてくれた。


    　途中、知っている顔が横を通るたびに、俺に声をかけてきた。生返事だけを返した。あまりにもぼうっとしていたので、時間が流れる様子が目に映りそうなほどだった。


    　わかってはいるのだ。戦うからには勝つしかないのだと。そして、ほかの異能力者たちの力を借りれば、『御大』の連中に打ち勝つ確率が上がることも。言葉としてはわかる。


    　なのに、すぐに滝ヶ峰の提案を認められなかったのは、俺が責任をとれないと思ったからだ。命を預けてもらえるだけの力が俺たちには必要だ。現時点じゃ、参加者全員を無駄死にさせかねない。


    　小こ手で毬まりも何も言わなかったが、憂ゆう鬱うつな表情をしていた。小手毬は俺と自分だけの問題にするつもりだったのだろう。仲間の命はどうしても取り除けない不純物のように間に割りこんできた。


    　休憩用ソファの横には本棚が置いてある。中身は雑誌とか、カバーの破れかけた異能力者のマンガだった。


    　ぱらぱらとマンガをめくると、主人公の修行のシーンが目に入る。敵が強ければ、より強くなればいい。昔のマンガの常じよう套とう手しゆ段だんだ。


    　もちろん、こいつらはもともとすごい才能がある。前提としての才能は必須なのだ。それでも、そこには努力によって、結果を覆くつがえせるという幻想が残っている。こいつらの才能は修行によってさらに開花する。


    　もう少し新しいマンガをとる。そちらは、もう修行シーンはない。なら、そいつらは努力が不要かというと、そういうわけでもない。たんに、死闘の中で能力を高めていくだけのことだ。


    　どちらにしろ、現実にはそんなことで何かが変わったりはしない。


    　同じ煌こう霊れい遣いでも、斎さい村むら蕣あさがおと俺は立っている場所が違う。少なくとも、俺は実力では斎村のほうが上だと思う。短時間で、その地位が逆転することはない。


    　津つ山やまの実家に帰ったら、俺に秘密にされていた伝説の武器とかないのかな。


    　あるいは封印を解いたら、突然これまでの数倍の力が発揮されるとか。


    　この現実ってゲームは、裏技が少なすぎるぞ。


    　西日が俺と小手毬の頭にかかる。眠りたかった。何もしていないのに眠かった。今の自分なら二十時間は眠り続けることができると思った。


    「何を青春ごっこしてるんですか、先輩」


    　夕方、俺の横に仔こ犬いぬ丸まるが座ってきた。


    「青春って年でもないだろ」


    「わかってるんだったら、しゃきっとしてくださいよ。悩んでる表情で華があるのは女の子だけですよ。小手毬ちゃんだけ残して、どっか行ってください」


    「あなたこそ、どこかに行ってください」


    　小手毬が不愉快そうに言った。天敵と言っていいぐらい、小手毬は仔犬丸が苦手だ。キャラが合わないうえに、コスプレさせられたことすらあったからな。


    「悩んでるみたいですけど、そもそも、それって選択肢があるタイプなんですか？　それとも、漠然と不安になっちゃってるタイプのほうなんですか？」


    　こいつ、さりげなく、核心に踏みこんでくるところがあるよな。仔犬丸は頭の回転が速いし、現実判断にも秀ひいでている。業界に生き残っている人間には、それだけの理由があるのだ。


    「そうだな。後者のほうだな」


    　逃げることなんてできないんだ。できることといったら、いかにあいつら『御おん大たい』と向かい合うか、それを必死で考えることだけのはずなんだ。


    「だったら、早く動いたほうがいいですよ。時間は有限ですからね」


    　他人事だからとはいえ、仔こ犬いぬ丸まるの言葉は正せい鵠こくを射ている。


    「ある意味、お前も絡んでる問題なんだからな。後悔しても知らねえぞ」


    「『御大』とやるなら、僕も呼んでくださいよ」


    　あれ？　聞き間違いか？　ありえないはずの言葉が聞こえてきたような……？


    　背中を誰だれかがぽんぽんと叩たたいてくる。


    　顔を上げると、仔犬丸──の分身だった。柏かしわ木ぎ仔犬丸の異能力は【流麗疾駆の幻影フアンタズマゴリア】、こうやって本人そっくりの分身を作り出せる。


    「「一人ぐらいに絞れば、僕は分身に単独行動をとらせることも可能でね。本格的な諜ちよう報ほう活動にも従事しているんですよ」」


    　分身と本体の二人が同時にしゃべる。いや、どっちが本体なんだ？


    「仔犬丸、お前、『御大』のこと、知ってたのかよ……？」


    「むしろ、先輩みたいに何の権力もなかった人が、その存在に気づいたってことのほうが不ふ思し議ぎなぐらいですよ。僕の異能力は紛れもなく、敵の内情を調べるためのものです」


    　たしかに、ほかの奴やつが使う異能力の必然性なんて考えたこともなかった。


    「なあ、教えてくれ。あいつらに勝つことはできると思うか……？」


    「最も適切な作戦だから、滝たきヶが峰みね先輩は総力戦を立案したはずです」


    　その言葉は俺たちの背後から聞こえてきた。


    　三人目の仔犬丸がそこにいた。


    　いつのまにか、さっきまでの二人は消えている。


    「気配を消すだけなら、『御大』にも負ける気はありませんよ。それこそ僕の専売特許なんでね。秘密保持のため、女の子と付き合ったりできないのが残念ですけど」


    　小こ手で毬まりが、「そ、そんな……」と弱々しい声を漏もらしていた。


    「お前、普段は力をセーブしてたのか？」


    「セーブも何も、僕の仕事じゃ見せる環境がないでしょう？　まして、あまり力を見せつけて警戒されても、諜報活動に支障が出ますので」


    　場違いな気持ちかもしれないが、仔犬丸と本気で戦ってみたいと思った。


    「お前、滝ヶ峰の計画に入ってたんだな」


    「僕一人ではないですけどね。実現した場合、この戦いは先輩が考えているより、よほど大がかりなものになりますよ。もしかすると、業界はじまって以来かもしれませんね」


    　もう、目の前の人間が本物の仔犬丸なのかもわからない。


    「今回の敵の襲撃を返り討ちにすることなんて、序の口ですよ。本番はもっと先です」


    「本番って何だ？」


    「次のクラスの敵を倒せば、おそらく『御おん大たい』のトップの居場所がわかる。いよいよ『御大』という集団を消滅させる番です」


    　ほとんど妄想めいた話で、声が出なかった。


    「先輩が考えているより僕らははるかに自分たちが何者か知っていますよ。しかも、そのうち何割かは先輩のおかげで気づいた奴やつらです」


    「俺が何を気づかせたんだよ」


    「異能力者っていうのは、戦ってナンボってことですよ」


    　仔こ犬いぬ丸まるは、飄ひよう々ひようとした調子で廊下に消えていった。


    「もしかすると、爪つめを隠してる鷹たかはたくさんいるのかもしれませんね」


    　おそらく、それは小こ手で毬まりなりの仔犬丸への評価の言葉なんだろう。


    　自信に満ちた仔犬丸の顔が頭に焼きついている。うらやましかった。


    　決めた。


    　もう、ぐじぐじととどまるのはやめだ。


    　俺たちは仲間たちを過小評価してたのかもな。本当に失礼な話だ。俺は最強ということに驕おごっていたらしい。最強の称号を王か何かと混同していた。


    「小手毬、必勝するぞ」


    「私はマスターが勝つというなら従うだけです」


    



    
      ★

    


    



    　滝たきヶが峰みねは利用者のいない会議室を、個室代わりにして残っていた。


    「すみませんでした、先輩」


    　まず、滝ヶ峰の前で俺と小手毬は頭を下げた。


    　俺は淵えん堂どうの件の後始末のことを思い出していた。あの時も、こうやって頭を下げた。その直後、滝ヶ峰にひどい目に遭わされた。


    　滝ヶ峰は何も言わない。俺は頭を下げ続ける。ぶん殴なぐられるなら、その時はその時だ。


    「そうか。では、個別に参加予定者に連絡を入れることにする」


    　まだ、何も言っていないのに、勝手に結論出すなよ。いや、それで正解なんだけど。


    「半日で消えるんだから、楽な悩みだな」


    「一緒に戦う人間に対して、それはひどいんじゃないですか」


    「そうだな。悪かった」


    「先輩にすべて預けます。だから、誰だれも死なないようにお願いします」


    　異能力者のピックアップまでやっていたぐらいだから、滝たきヶが峰みねには充分に策があるのだろう。


    「私は別に死の商人でもなんでもないぞ。むしろ、お前の命を救ってやったことがあるぐらいだ。ふああ～あ」


    　滝ヶ峰は珍しく、小さなあくびを嚙かみ殺した。疲れているというよりは張り詰めていた気がゆるんだといった感じだ。


    「お前のやる気が見られたことで、懸念材料の七割は消えた」


    　なんか、俺がとんでもない問題児みたいだな……。


    「それと、昼のうちに、警察の幹部とも話をつけてきた。異能力制限法で逮捕されることはないから安心しろ」


    「不穏な話だなと思いますけど、たしか警察所属の異能力者もやられたんですよね」


    　どのみち、犯人を取り締まる能力がないのなら、俺たちに任せるしかないのだろう。


    「『御おん大たい』の連中は、社会の裏側の人間だ。だから、奇襲のようなことに関しては滅法強い。というか、どんな異能力者であろうと、あのレベルの者に囲まれたら、終わりだ。もちろん、私でもな」


    　滝ヶ峰は弱気なのではない。事実から目を背けないだけだ。


    「ならば、こちらが裏をかいてやる。我われ々われならやれる」


    　もう帰るのだろう、滝ヶ峰はカバンを持って席を立った。


    「実力が伯はく仲ちゆうしている時、実戦で敵に発揮できる力は状況によって大きく左右される。前回はお前がいいようにやられた。幸いなのは、実力を見せられずに終わったことだ。今度はこちらが完勝する番だ。空あいている日を教えろ。お前らにその戦術のストーリーを教えこんでやる」


    「俺、まだまだ強くなれますかね」


    「私はお前を強くすることはできないが、勝たせることはできるさ」


    　俺と小こ手で毬まりはこの年下の先輩異能力者の口車に全力で乗ってみることにした。


    



    　候補者への連絡は滝ヶ峰がやると言っていたが（事務作業をやってくれるいい奴やつということではなく、単純に俺にやらせるより自分でやるほうが信用できるのだ）、舞まい花かには俺から言うことにした。


    　大切な話があると言って、新しん宿じゆくに呼び出した。内容が内容なので、紅茶一杯で千円近くする高い店にした。デメリットとしてタバコが煙たいが、我が慢まんする。


    「──というわけだ。当然だが参加は自由だ。来なかったからって、そのあとの何かに影響することはない。本当に危険な戦いだしな」


    「あ～あ、せっかく大切な話というから期待しましたのに」


    　つまらなそうな顔で、舞花はため息をついた。楽しい話じゃなかったけど、そんながっかりするような反応になるのもおかしくないか？


    「わかりましたわ。朱す雀ざくのためであれば一肌脱ぎましょう」


    「本当に、いいのか……？」


    　舞まい花かが断らないのは、わかっていた。だからこそ、素直に喜べない自分がいることも事実だった。


    　エゴだとは思うが、できることなら、みんなを戦場に連れていきたくはなかった。


    「むしろ、朱雀のためになら、いくらでも脱いだっていいぐらいですわ」


    「えっ？　何の話……？」


    　本当にちゃんと話、通じてるんだろうか……？


    「なんでもありません」


    　なぜか俺の横に座っていた小こ手で毬まりが言った。


    「とにかく、わたくしに異論はありませんわ。ようやく、わたくしを頼ってくれただけでもうれしいですわ。わたくし、もう朱雀と人生が重なることは一生ないと諦あきらめていましたのに」


    　なぜか、今日の舞花はやけに妖あやしく見える。なんで、そんなとろけるような目をしているのだろうと思った。


    「でも、一つだけ条件がありますわ」


    「ああ、なんでも言ってくれ」


    　命を懸かけさせる以上、たいていの交換条件は呑のむしかない。一億円くれとか言われても、無理だけど。


    「戦いが終わりましたら、一緒に──」


    「ダメです」


    　言い終わる前に、なぜか小手毬が言った。


    「生きるか死ぬかの戦いの前に、戦いのあとの話をするとか、典型的な死亡フラグではありませんか。縁起が悪いにもほどがあります。それに、こういう時にどさくさにまぎれた火事場泥棒的なやり方は感心しません」


    　真顔で小手毬が容赦なくダメ出しを行った。


    「わ、わかっていますわ……。冗談ですわよ……」


    　舞花のほうも小手毬の剣幕に少々たじろいでいた。何を言おうとしてたのか知らんが、とにかく、小手毬が冗談が通じづらい奴やつですまん。


    「本当の条件は別にありましたの」


    　なんだろう。本当に一億円くれとかじゃないよな。


    「みぞれちゃんも参加させてあげてください」


    　聞き間違いかと思った。みぞれを気づかう舞花が言うような内容には思えなかった。


    「それは、いくらなんでも危な──」


    「ダメと言われてもいきますよ！」


    　どこから話を聞いていたのか、みぞれが俺たちのテーブルのところにやってくる。どうやら、すべて筒抜けだったらしい。


    「舞まい花かさんに大事な話があると聞いて、みぞれも気になって、来てたんです。危うく、抜け駆けされるところでした……」


    「抜け駆け？　ああ、戦いに参加させろってことか」


    「その意味じゃなかったんですが……その意味でとってもらっていいです……。まだ、みぞれ、高校も卒業してませんし……」


    　どうも今日は、話の意図が読めないな。


    「もちろん、最前線で戦えとはわたくしも言いませんわ。本当は、辞退してもらいたいですし。だけど、それでみぞれちゃんが納得するかというと、そうはいきませんでしょう？」


    「そうです！　みぞれも力を見せたいと思います！」


    　みぞれは力こぶを作ってみせた。いや、全然こぶできてないけど。


    「異能力者というのは戦ってこそ輝く存在なんですわ」


    　舞花の目は異能力者の目、戦う者の目だった。


    　俺は仔こ犬いぬ丸まるの言葉を思い出す。戦うことに意味を見み出いだしたのはまさしく俺だ。俺のせいだ。


    「私は霧きり原はらさんの覚悟がどの程度のものか推し量るような、失礼なことはいたしません」


    　小こ手で毬まりすらみぞれの背中を押すのか。


    「まさか、小手毬も舞花も止めないとは思わなかったよ」


    　俺も半分あきれていた。


    「こんな大切な時に逃げちゃったら、みぞれ、一生戦いが苦手な異能力者になっちゃう気がするんです。みぞれにも何かやらせてください」


    　一対三か。多数決の原理を採用するしかなさそうだな。ここまで攻められたら俺も降参だ。


    「わかった。ただし、捨て身の攻撃とかは絶対禁止な。そんなことで隙すきを作るような敵じゃないから」


    「ありがとうございます、先輩！」


    　みぞれが椅い子すに座ってる俺の背後から手を伸ばしてくる。俺の胸の前でみぞれの手が重なって、輪ができる。みぞれの息づかいが本当に近く聞こえた。


    　こんなことで喜ばれるのは、すごく複雑な気分だけど、仕方ないか。


    　こうなったら、いよいよ完かん璧ぺきな作戦を立てないとな。


    　目指すは完封勝利だ。見事にリベンジしてやるからな。


    



    　対『御おん大たい』包囲網はこうして、着々とできつつあった。


    　ただ、候補者の数はいつのまにか、当初、滝たきヶが峰みねが見せてきたリストをはるかにオーバーしていた。みぞれみたいなケースもあるが、大半は滝ヶ峰が追加で声をかけているらしい。


    　途中で気づいた。滝たきヶが峰みねは、表側の異能力者を結集することで、戦いを限りなく表おもて沙ざ汰たに近いレベルでの秘密にする気なのだ。


    『御おん大たい』がガチでぶつかってくるなら、その制裁を表側も行う、滝ヶ峰は暗にそういうメッセージを送るつもりなのだ。その証拠に、滝ヶ峰は警察のほうとも話をつけていた。警察組織を先に敵が否定した以上、これは調停者も法もない戦いになるということだ。


    　そして、最後の仕上げを俺たちは日本中に向けて発信する。


    　九月十二日。久しぶりの生放送。しかもゴールデンタイム。特番のラストのほうだ。


    　俺と小こ手で毬まりは、その番組でもちろん最強異能力者として紹介される。


    「どうも、最強異能力者で、ＫＣチャンピオンの冬ふゆ川かわ朱す雀ざくと小手毬です」


    　今日の俺はとことんビッグマウスだ。でないと、意味がない。それに、俺は最強を諦あきらめる気もないから、これも演技じゃなくて、素すだ。


    「といっても、あれから半年以上経たってるわけだし、そろそろ俺のほうが強いとか、お前って本当に強いのかって思ってる奴やつも増えてるだろう。そこでだ──今年もＫＣを大おお晦日みそかに開く。当然、俺も出るからな！」


    　親指を自分の顔に向ける。どうだ、偉そうに見えてるか？


    「もし、あまりに気が短い方がいたら、ＫＣより先に攻めてこられてはいかがでしょうか？」


    　小手毬も同じように煽あおる。


    　全国の視聴者のほぼすべては、これがＫＣの番宣だと思っているだろう。もちろん、それも正解だ。けど、これを見ている数人に関してだけは違う意味を持つ。


    「何人で来てもいいぜ。なんなら、前回準優勝者の滝ヶ峰万ばん理りも加えてお相手するよ」


    　斎さい村むら蕣あさがおと、ほかの『御大』の連中よ、俺たちは負けないからな。


    　影えい殺さつ師しを敵に回したことを後悔させてやるよ。


    



    　二日後、滝ヶ峰から携帯に連絡が入った。といっても、重要事項はすべて口頭で伝えてくるので、事務所に来いという連絡だけど。


    「『御大』の連中が動いた。おそらく日程は十月十六日」


    　俺が会議室に入るなり、例によって単刀直入に滝ヶ峰が言う。


    「約一か月後ですか。その日は何かありましたっけ？」


    　一か月先のスケジュールなんて覚えてないぞ。ただし、ＫＣは除く。


    「私とお前たちに同じ仕事が入っている日だ。場所も、この事務所だ」


    　どうやら、敵の予定日の確度は極めて高そうだ。滝ヶ峰の名前まで出した甲か斐いがあった。


    「まんまと釣られてくれたみたいですね」


    「あとは釣った獲物をさばくだけだな」


    　滝ヶ峰が珍しく、俺に調子を合わせた。

  


  
    ４話　気高い生き方

    


    　空あいているすべての時間で、俺と小こ手で毬まりは滝たきヶが峰みねと当日のための打ち合わせと特訓を繰り返した。場所は事務所のトレーニングルームだ。滝ヶ峰が使うと言えば、事務所の側がわが断れるわけがないからな。


    　特訓は楽なわけではないが、かといって「血のにじむような」という表現が使えるほどでもない。能力の底上げなんかは最初から目指していない。時間の大半は手順の確認に費やされた。俺たちは延々と台本を覚えた。向こうがそれに合わせてくれるかはわからないが、滝ヶ峰の読みを信じるしかない。


    　考えてみれば、今から戦闘能力を格段に向上させることなんて無理なのだから、戦術云うん々ぬんに時間を使うのは当たり前の話だ。


    「お前は連中のうち、一人だけ倒せばいい。あとはこちらでどうにかする」


    　滝ヶ峰の戦術の基本は個別に各個撃破していくというシンプルなものだ。といっても、こっちの面メン子ツは大人数だから、一対一という表現は当たらないだろう。


    　内通者のリスクでも考えているのか、滝ヶ峰は俺とほかの参加者の接触も、作戦の打ち合わせも禁止していた。滝ヶ峰はいずれこの意義がわかると言っていたが、知らないことがそこまで有利に働くことなどあるのだろうか。


    　率直にそう尋たずねると、滝ヶ峰は「私を信じてくれ」と言うだけだった。


    　ごもっともだ。俺は滝ヶ峰にすべてを託すと言ったのだから。


    　策の使えない場所だから、俺と小手毬は滝ヶ峰に勝った。けど、悪わる巧だくみができる環境ならきっと、滝ヶ峰のほうが何倍も恐ろしい。


    



    　そして、運命の十月十六日。


    　俺たちは気負うこともなく、都内に出て、新しん宿じゆくの事務所でごく普通に仕事をする。数か月前からの予定通り、スタジオでウェブの生番組だ。


    　放映中は敵の攻撃もなかった。室内での戦闘は向こうは好きではないらしい。まともな判断だ。こちらの事務所であれば、いくらでも罠わなが張れる。リスクを考えれば、とても入ってくることはできないだろう。


    　ならば、いつ攻めてくるのか？　俺と滝ヶ峰が揃そろって行動する時なんて、たかが知れている。


    　夜十一時。それなりに広いスペースのある、裏口の駐車場のほうから、俺と滝ヶ峰はわざわざ揃って出る。


    　すぐに俺たちを待ち構える連中が現れる。ファンの出待ちじゃない。敵意がこもりすぎている。刃物を出すことはあっても、サイン色紙を出すことはない。


    「お久しぶり、それとはじめまして。『御おん大たい』の一人、分ぶ倍ばい河がわ原らです」


    「二人が揃そろうの、待ってたよ。殺さ々さ姫き夢む斬ざんちゃんでーす」


    　例の二人組のお出ましか。その後ろには、俺の因いん縁ねんの相手も控えている。


    「結局、わかってくれなかったみたいね」


    　煌こう霊れい遣い、斎さい村むら蕣あさがおが一人で鎌かまを片手に立っている。


    「ＫＣ出るって宣言聞いたよ。いつ来てもいいって言うし、売られたケンカは買わないとね」


    「数分後には買ったことを悔くやむことになる」


    　滝たきヶが峰みねが乾いた声で言う。


    　これは正義対悪の戦いじゃない。


    　ならば、悪対悪か。


    　違う。力対力の戦いだ。しいて言えば、勝者のほうが正義になる。


    「時間はある。順番に戦えばいいだろう。殺々姫夢斬、お前の相手は私が直じき々じきにしてやる」


    　滝ヶ峰が敵の一人を名指しで呼んだ。各個撃破のための手だ。


    　まず、滝ヶ峰が殺々姫夢斬を倒す。それが勝利の前提条件だ。


    　ただ、ちょっと気になるのだが──召集された異能力者たちはどこにいるんだろう。


    　ずっと滝ヶ峰と仕事をしていた。その間、ほかの連中と顔を合わせてもいない。


    　俺の疑問が解消されないまま、話は進んでしまう。


    「こちらは表の側がわなのでな。正々堂々と一対一でやりたいんだが」


    「あらら、ご指名いただいちゃった～。それじゃ、こっちも全力出さないといけないな～」


    　自分のほうが強いと思っている人間がサシの勝負を断るわけがない。


    　殺々姫夢斬の両手に、透明な剣が浮かび上がる。今度は二本か。しかも、片方は偃えん月げつ刀とうみたいに反り返っていた。


    「滝ヶ峰万ばん理りを倒したら、アタシもさらにハクがつくしさー。代わりにアイドルになってあげよっかー？」


    「賭かけてもいいが、私を倒すことは不可能だ」


    「今のうちにほざいときなさいよ！」


    　白刃（と言っていいのかわからないが）をひらめかせ、殺々姫が滝ヶ峰に突っこむ。


    「マジで殺すからね！」


    　滝ヶ峰も日本刀を鞘さやから抜く。


    　これは剣客同士の生きるか死ぬかの対決になりそうだ。


    「さあ、少し前まで最強と言われてたその力とやらを見せてみなさいよ！」


    　容赦なく、殺々姫はその剣で斬きりつけようとする。


    　当然、滝ヶ峰はこれを剣で受ける。しのいでから、すみやかに反撃に出るつもりだろう。


    　だが、その思惑はすぐにはずれる。


    　滝たきヶが峰みねの刀がすっぱりと切断される。


    　最初から二つに分かれていたと思えるぐらい、簡単に。


    　やはり、あの殺さ々さ姫きの武器は刃物のようで刃物じゃない。というか、刀の形をしているのも、相手に刀で防げると誤解させるためだ。


    「あらら、貴重な刀がすぱっといっちゃった～！　大変だね～」


    「ちっ！」


    　滝ヶ峰は距離をどうにかとろうとする。刃の部分より持ち手のほうが長くなったような刀では戦いようがない。


    　だが、そんなことを殺々姫が見逃してくれるはずがない。


    　ずかずかと、一撃必殺の距離まで詰める。　


    　ここまでふところに入られたら、異能力を使うタイミングもとりづらそうだ。


    　滝ヶ峰の姿勢が次第に崩れていく。


    　じわじわと、殺々姫の刃物と滝ヶ峰の肌の間隔が短くなる。


    　ダメだ、このままじゃ、そのうちとどめを刺される。


    　ていうか、いきなりお前がピンチになってどうするんだよ！　まず一人目はお前がどうにかするんだろ……。正面からぶつかって負けるとか、どこに策があるんだよ！


    　余計なことはしないようにと、滝ヶ峰に釘くぎは刺されているが……。


    　これだと本当にあいつ、死ぬ……。


    　ブラフじゃない。実際に滝ヶ峰は追いこまれている。


    　俺の手を小こ手で毬まりが握った。


    「じっと、見ておきましょう。あの人が何もできずに敗北することなど考えられません」


    「でも、小手毬も、あれが演技じゃないってわかるだろ……？」


    「もし、そうだとしたら、その時はその時です。これは私たちの決断でもあります。託しましょう」


    　パートナーがそう言うのだから、俺にできることはうなずくことだけだ。ただ、この焦燥感は勘弁してほしい。いっそ、自分が戦うほうがよほどマシだ。


    「弱い！　弱いよ！　滝ヶ峰万ばん理りってこの程度なの？　しのぐのがやっとって感じじゃん！　びっくりするほど期待はずれ！　ほんと、表って温室育ちなのね！　早く命いのち乞ごいしたほうがいいよ？」


    「くっ……。刀の打ち合いならこんなことには……」


    「はあ？　アタシたち異能力者であって剣士じゃないじゃん。武器がなくなったからって、負け惜おしみみたいなこと言われちゃ困るわよ！」


    　細かく確認するまでもない。


    　殺々姫夢む斬ざんは滝ヶ峰万理より強い。


    　もし、十回戦っても、殺さ々さ姫きのほうが全部勝つだろう。そもそも、攻撃の相性が悪すぎる。


    【世界切断の斬炎ブレイク・ザ・ワールド】はすでに切断のための日本刀がない状態だ。炎に包まれた拳こぶしをぶつけにいけば、敵のリーチに入ることになる。


    　でも、せめて炎を起こして戦うぐらいはできないのか……？　できないよな。やれてるならしている。それぐらい、滝たきヶが峰みねにはあとがない。


    　やっぱり、無理だったんだ。


    『御おん大たい』のこいつらのほうが強いんだ。


    「ねえ、あなた、本当に滝ヶ峰万ばん理りなの？　弱すぎて驚きなんですけど！　どうせ異能力の練習より、化粧に費やす時間のほうが長いんでしょ？」


    　横から見ていても、能力差は歴然としている。これでは、間をおかずに滝ヶ峰は死ぬ。


    「もう、終わりでいいや。あんた、たいしたことないってわかったし。切断はひどいから、貫通にしてあげる」


    　殺々姫の左手の偃えん月げつ刀とうが、直刀に姿を変える。むしろ、槍やりと言ったほうがいいような長さだ。二メートルはある。


    　たしかにこいつにとっては形状にさしたる意味などないのだ。自分が使いやすいものにすればいいだけの話だ。


    「はい、これで終わり！　滝ヶ峰万理も白はく龍りゆうプロダクションも今日でおしまい！」


    　その刀が滝ヶ峰の心臓を突いた。


    　抵抗など何もないように、それは滝ヶ峰の肉を貫く。


    　滝ヶ峰がこうも簡単に負けるだなんて信じたくなかった。


    　だが、信じたくないような悲惨なことも現実には起こりえるんだ。


    　滝ヶ峰、これでお前の目指すべき未来も幕だ。お前みたいなカリスマ性のある人間は、もう業界のどこにもいない。


    　俺も窮きゆう地ちに立たされたな。けど、かえって気が楽だ。ここで舞まい花かたちの応援が来る前に俺だけが戦って死ねば、待機している連中は無事ですむ。


    　どうせ死ぬつもりで戦うことに決めたんだ。戦って、散る。違うな。戦って、咲いてやるさ。


    「一人ぐらいは殺してやろうぜ」


    「私は全員のつもりですが」


    　俺たちは争いに身を投じるだけだ。


    　だが、戦場に何かが割りこんでくる。


    　一瞬、遠くに小さな光の点のようなものが見えた。


    　その点は、数瞬のうちにこちらに近づいてくる。点の正体もそれでわかった。


    　火球だ。野球のボールぐらいだと思っていたものがバレーボールぐらいになり、さらに一回り、二回り大きくなり──
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    　容赦なく殺さ々さ姫きの背中をとらえた。


    「ぶっ！　ぐふぁっ！」


    　濁った声を出して、殺々姫が燃えながら、激しく回転していく。火は転がっている最中に消えはしたが、ようやく止まった時には腕や足がありえない方向に曲がっている。


    　どういうことだ……？　この異能力、滝たきヶが峰みねのものだとは思うけど……。


    「なるほど。わざわざご指名されたのでおかしいと思っていましたが、こういう『卑ひ怯きよう』な手があったんですね」


    　言葉の割りに、小こ手で毬まりの語調は明るい。小手毬はおおよその予想ができていたらしい。


    「まったく、あの人らしいですよ」


    「本当に滝ヶ峰なのかと聞いたな。冴さえてるじゃないか。お前が刺したのは偽にせ者ものだ」


    　そこに殺々姫の後方から姿を見せたのは、無傷の滝ヶ峰万ばん理り。


    「偽者が言っていただろう。私を倒すのは不可能だと。私と戦っていないのだから、倒しようがあるまい」


    「じゃ、じゃあ……アタシがずっと戦っていたのは……何なの……？」


    　滝ヶ峰の偽者のほうが消える。最初からそこに何もいなかったかのように、一切の痕跡を残さずに。


    　その様子を俺はどこかで見たことがある気がした。


    「それはね、僕の力なんだ」


    　動けなくなった殺さ々さ姫きの前に、駐車場横の生け垣から顔を出したのは柏かしわ木ぎ仔こ犬いぬ丸まる。


    「【流麗疾駆の幻影フアンタズマゴリア】──分身を作って、敵を欺あざむく能力。まあ、トレス絵みたいなものだよね。これは本人の許可得てパクってるわけだけど。ひっかかってくれて、ありがとう。こういうブラフって単純すぎるもののほうが成功するんだよね」


    「仔犬丸、その分身って自分以外でもできるのか!?」


    　ずっと仔犬丸自身が増えるところしか見てなかったぞ……。


    「あ～、先輩、見ての通りですよ。体の大きさは変えられないですが、たいていのものになら化けられます。今日、先輩とウェブの仕事をしてる時から、ずっと僕が演じてました」


    　戦いの結果はある意味、ずっと前からはじまっていたってことか。


    「殺々姫夢む斬ざん、お前も言っていただろう。我われ々われは剣士でも何でもなく異能力者だ。そして、私は暗殺者の末まつ裔えいだ。暗殺者の本分に従って、策を弄ろうして戦った。私を信じたお前たちの負けだ」


    　滝たきヶが峰みねの本物（と言っても確証はないけど）は悪びれもせずに自分の正当性を主張する。たしかに滝ヶ峰が苦戦してつらそうな顔をする時点でウソくさいと言えば、ウソくさかったのだ。


    　小こ手で毬まりが俺の服を引っ張った。


    「ちなみに、マスター、こんな話、聞いていましたか？」


    「お前が知らないなら、俺も知らないさ……」


    　俺たちは滝ヶ峰に裏をかかれたわけだ。敵を騙だますにはまず味方からってやつを実際にやられた。


    「冬ふゆ川かわは心の底から私が死ぬのではないかと青ざめていただろう。そんな姿を見せられたせいで、その女も疑うことができなかった。こちらが罠わなを張られているのかと不安になるぐらい、無防備だったぞ」


    　たしかに俺と滝ヶ峰の間で話がついていないだなんて、『御おん大たい』の側がわだって想定外だろうよ。


    「悪いが、眠っていてもらうぞ」


    　滝ヶ峰は日本刀の鞘さやで殺々姫の頭を強打した。殺々姫の意識が飛んだ。


    　これが滝ヶ峰流の戦い方というわけか。さすが、暗殺者の一族だ。まともに戦うつもりなんて、カケラもありゃしない。


    「こんなことなら、最初から襲撃者らしく三人でやればよかったなあ。ちょっと、こちらも余裕こきすぎてたかも」


    　ちょい悪わるの分ぶ倍ばい河がわ原らが顔をしかめた。


    「お前たちは強い。だが、愚おろかにも、計画だなんてものを立てた。滝ヶ峰万ばん理りと冬川朱す雀ざくをまとめて消そうとな。そのせいでこちらに出し抜かれる隙すきを作った。お前たちの敗因は影に徹することができなかった点だ。あの女は私を倒せばハクがつくと言っていた。そんな調子で中途半端な名誉欲を出すから、苦しむことになる」


    　こいつの言葉の辛しん辣らつさは俺相手じゃなくても健在らしい。分ぶ倍ばい河がわ原らは思わず、ちょっと不快そうな顔になっている。


    　滝たきヶが峰みねは口と同時に目で敵をにらみつける。この目力って異能力者として必要な力なのか謎なぞだが、こういう時、敵を威い嚇かくするのには十分に役立つな。


    「一対一でやる必要もないなら、こちらも殺せる奴やつから殺す」


    　斎さい村むら蕣あさがおが鎌かまを構える。


    「わかった。では、こちらもそれに準じることにしよう」


    　事務所のビルの窓が一斉に開く。


    　その窓から飛び出してきたのは、白はく龍りゆうプロダクション所属の異能力者たち──って、飛び出してくるのかよ、お前ら！　ケガするぞ！


    　だが、みんなは程よい落下速度で、無事に足から着地した。みぞれが「わわわっ！」とバランスを崩して尻しりから落ちていたが、ダメージはとくにないようだった。


    　その数、四十人は軽く超えているんじゃなかろうか。


    「〈風神の羽布団モンスーン・ブランケツト〉のおかげで、全員、安全に着陸いたしましたわ！」


    　最後にゆっくりと傘を広げながら降りてきたのは、徒あだ花ばな舞まい花か。


    　たしかに、風の異能力の【旋風のたわむれフラツター・ブリーズ】を使えば、何の危険もないな。駐車場の近くに隠れて見つかるリスクを負うぐらいなら、最初から建物で待機しているほうがいい。


    　どこに隠れてるんだろうって思ったら、建物の中にいたんだな。マジでそんなことすら俺は知らされてなかった。俺が信用されてなかったわけじゃなく、秘密が漏もれるリスクを最低限まで減らすためだろう（という理由だと信じたい）。


    「事務所が攻撃されるという情報を聞いて、白龍プロダクション所属異能力者一同、挙兵してまいりましたわ。ここで引くなら無理には追いませんが、そうでないなら容赦はいたしません」


    　傘を閉じると、舞花が異能力者代表として声を上げる。もう、そこにはベテランの風格さえあった。キャリアからいけば舞花も中堅異能力者。着実にキャリアアップができている。


    「なるほどね。襲撃計画がどっかから漏れていたわけだ。でも、いいや」


    　分倍河原が銃を取り出す。


    　それが実演されたのを俺は目にしている。どこに当たろうと撃たれた者の命そのものを奪う、とんでもない銃だ。


    「まずは何人かに死んでもらえば、びびっておとなしくなるんじゃない？」


    　銃が立て続けに発砲される。たしかにこの数じゃ、誰だれかに当たる！


    　しかし、その銃が威力を発揮することはない。俺も意味がわからないが、分倍河原はもっと不ふ思し議ぎそうな顔をしている。


    「空気の壁で、覆おおわせていただきましたわ。一か所に固まってると、守るほうも都合がよろしいんですわよ」


    　舞まい花かがはんなりと微ほほ笑えみながら言った。


    「あいつ、いつのまにこんなキャラになったんだ……？　ガチで強い異能力者のオーラが出てるぞ……」


    「徒あだ花ばなさんは昔から強かったですよ。ただ、力を示す場所がなかっただけのことです」


    　小こ手で毬まりはとくに驚く様子もなく、淡々としていた。


    「単純な力だけなら、あなたたちのほうがはるかに上だということはわかりますわ。けれど、あなたの攻撃を防ぐという、限定的な条件下でなら、わたくしの風は充分な壁になります」


    　舞花の顔は見た覚えがないほどに、野性的だった。闘争本能のようなものがその体から沸きたっている。


    「なんということはない。異能力者にはほかの異能力者との戦いでの得手不得手がある。複雑なじゃんけんを事前にこちらに有利になるように仕組んでおいただけだ」


    　化けの皮がはがれれば、たいしたことはない。たとえ、『御おん大たい』だろうとなんだろうと。


    　滝たきヶが峰みねはそれを見事に証明してみせようとしている。


    　小手毬が俺の手を引く。


    「今は私たちの仕事に集中しましょう。そのために時間も費やしてきたんですから」


    　まったくだ。俺も一人ぐらいしとめないと格好がつかないからな。


    「では、私たちも再戦といきましょうか、煌こう霊れい遣いさん」


    　斎さい村むら蕣あさがおがあの大きな鎌かまを持って、こちらに向ける。相変わらず、低血圧の人間の寝起きみたいな仏ぶつ頂ちよう面づらだ。


    「どっちが最強の煌霊遣いか確かめてやるよ」


    「あなたたちの欺ぎ瞞まんに満ちた業界、叩たたき壊してあげる。どうせ、裏でその煌霊に体売らせて、のし上がったんでしょ？」


    「そんなことするか！」


    　表の煌霊遣いはお前みたいに煌霊を見殺しにしたりなんてしないんだよ！


    「その顔を見ればわかる。あなたは煌霊と友達ごっこをしてるだけ。煌霊遣いとは言えない」


    　斎村蕣が鎌を持って動く。


    「俺が煌霊遣いかどうかってことは、俺が決める」


    　さて、煌霊遣い同士、すぐに勝負といきたいところだが──


    「まずは、全員、表に出てきてもらうからな！」


    　次の瞬間、滝ヶ峰が駐車場横の生け垣を焼き払った。


    　そこから燧のろしという名の少年の煌霊が飛び出てくる。


    　どうやら、炎は回避したらしいが──これで俺たちを隠れて狙ねらうことは不可能になったな。


    「ばれないとでも思っていたのか？　気配を消したところで、ほかに隠れる場所がなければ同じことだ」


    　滝たきヶが峰みねはそのまま、燧のろしに攻めかかる。


    「撃て」


    　短い斎さい村むらの声が響く。声に合わせて、燧はすぐに毒針──今回は確実に毒が塗ってあるだろう──を射出するが、


    「そんな軽いものが届くとでも？」


    　針は滝ヶ峰の炎で吹き飛ばされる。暗殺重視の能力だけあって、正面からの攻撃には向いてないらしいな。


    　その滝ヶ峰に俺も合流する。二人がかりで燧をつぶす。


    「何よ、煌こう霊れい遣い同士戦うんじゃないの!?」


    「いや、お前にはうちの煌霊が当たらせてもらう」


    「あなたに受けた屈くつ辱じよく、晴らさせていただきます」


    　小こ手で毬まりが両手の間に糸をぴんと張りながら、斎村に対たい峙じする。


    「マスターがあなたの煌霊を追っている間、私が相手をつとめますので」


    「えっ？　あなたの煌霊遣いは、煌霊に指示も出さずに戦うつもりなの……？」


    「これでいいんだよ。これが俺たちの戦い方なんだ」


    　小手毬のほうの戦いは、すべて小手毬に任せる。小手毬は命令を聞くだけの機械じゃないんだから、何の問題もない。【不殺の影殺師ヴアージン・ナイフ】という一人の異能力者だ。


    「好きなようにはやらせない！　六代前の煌霊が遺のこしていったこの鎌かまで叩たたき斬きる！」


    　斎村のほうも小手毬に向かっていったようだ。


    　続けざまに、金属的な硬い音が響く。小手毬が糸を鞭むち状にして、鎌をはじいているのだ。


    　前回は糸を絡ませて、かえってそれでしてやられた。だから、違う手を使う。


    　考えてみれば、前回、どれだけの方法を斎村に試せただろう？　ほとんどなかったはずだ。なのに、俺は能力的な差を勝手に想像して、絶望していた。


    　燧も当然迎撃に移る。指にはさんでいる毒針を一斉射撃。しかし、それは滝ヶ峰が日本刀ですべてはじく。熱波も刀にまとわせれば、質量の軽い針では滝ヶ峰の体には届かない。


    「燧、まずはお前を止める！」


    　滝ヶ峰を狙ねらった直後の燧との距離を詰める。


    　斎村との最初の戦いの時、小手毬は自分の体が傷つくのもかまわずに、投げられるのを止めた。そして、攻撃に転じようとした俺は、燧に背後をとられて、完敗したわけだ。


    　けれど、もし、あそこで燧がいなかったら？


    　もしかすると、勝ったのは俺たちかもしれない。


    　もちろん、実際のところはわからない。検証不可能な過去に希望的観測を交えているだけかもしれない。だけど、滝ヶ峰が言っていたように、俺たちの次元では力の差なんてほとんど生まれないものなのだ。子供と大人みたいなわかりやすい違いはない。そして、小手毬は体を張って、斎さい村むら蕣あさがおの思惑を一度ははずした。


    　敵の思惑をはずし続けることができれば、その先にあるのは勝利のはずだ。


    　俺すら何度も疑いそうになったけど、勝てると断言した滝たきヶが峰みねの言葉を信じようと思う。


    『御おん大たい』にも俺たちは勝てる。


    　最低でも、越えられない壁だなんてものは幻覚だ。登とう攀はん口ぐちは無数にある。俺たちは乗り越えられる。


    「食らえよっ！」


    　俺は前のめりになりながら、燧のろしにナイフを投げる。敵は俺まで攻撃する余裕はない。防御は度外視だ。


    　燧はかわしきれずに足にそれを受ける。


    　やっぱりな。


    　こいつらのウィークポイントがわかった。暗殺特化のこいつらは最初から身を守る能力で劣っている。


    　とくに、燧のほうは防戦となればすぐに機能不全になる。いや、燧に限って言えば、防御にまわらざるをえなくなった時点で、勝ち目がない異能力者だと言ってもいい。


    　煌こう霊れい遣いは、原則、煌霊に戦闘を行わせる。


    　斎村が言うように煌霊は替えが利くが、煌霊遣いのほうは死んだら終わりだ。俺だって小こ手で毬まりを前線に出して、自分は後ろにいるのが基本だった。しかし、斎村は今回も燧を最初、隠していた。


    　暗殺用だから、それでいいのかもしれない。斎村に自分が傷つかない自信があるのかもしれない。


    　でも、もっと単純な理由があったんじゃないのか。


    　たとえば、燧の防御能力が脆ぜい弱じやくすぎて、前に出しようがないとか。


    　いくら煌霊が道具だとうそぶいたところで、戦闘に出すごとに煌霊を失うリスクが高すぎては煌霊遣いとしてやっていけない。必然的に煌霊を表に出さない戦い方にならざるをえない。


    　ならば、まずはそこからつぶす。


    　ナイフを受けた燧の足がふらつく。傷を受けた以上、機械でもない限り、痛みが走る。その痛みが次の行動を阻害する。まして、命の取り合いのような環境でそのもたつきは致命傷になる。


    「お前のほうは、たいしたこともないな。我われ々われよりワンランク落ちる」


    　滝ヶ峰は致命的な隙すきを作ってしまった燧に接近する。


    　それも背後の、燧が攻撃に転じづらい方向から。


    　剣を一思いに振るうと──燧の手を両断する。


    　二本の手が力なく転がる。


    「これで針を使うことも不可能だろう」


    　燧のろしは手を斬きられても悲鳴をあげなかった。それでも、燧の体はのけぞっているし、もう戦闘は不可能だ。


    　一人、脱落したな。


    「ちっ」


    　斎さい村むらは燧を一いち瞥べつすると、小さく舌打ちした。


    　仲間が欠けたことによるいらだちのせいなのか、使えない奴やつだと思ったのかはわからない。


    「マスター、残るは煌こう霊れい遣いだけです」


    「そうだな、あともう一歩だ」


    　まだ予断は許さないが、流れはこちらにきている。


    　しかし、舞まい花かたちのほうは、そうなってないようだ。


    　分ぶ倍ばい河がわ原らは遠距離からの銃撃を諦あきらめたらしい。地を蹴けって、異能力者の群れの中に突っこんでいく。


    　あの数の中に単身で乗りこめるだなんて、それは自分の実力によほどの自信があるからこそできることだ。


    　ヤバい。接近されたら、舞花の風だけじゃ防ぎきれない。そして、あいつを止められる格の異能力者なんて、きっとうちの事務所には、いない。


    「さあ、文字通り、粉々になってもらおうかな！　火葬の手間が省はぶけてちょうどいいんじゃない！」


    　分倍河原が第一に狙ねらうのは集団を率いていた舞花だ。


    「もう、風では無理ですわ！」


    　舞花の風がわずかに弱まるタイミングを逃さず、突っこんでいく。


    　じわじわと距離を詰めてきたところで、再び銃を向ける。


    「ここからなら殺せるよね。アイドルみたいな子を殺せるだなんてゾクゾクするよ！」


    　思わず俺は目を背ける。というか、自分の戦闘に意識を向ける。


    　現状は斎村と小こ手で毬まりが対たい峙じして、両者がにらみあっている──そういう段階だ。なぜなら、先に動いたほうが敵につけこまれるから。


    　この実力同士の戦いであれば、仕掛けることにはあまりにリスクが高すぎる。前回、小手毬が敗れたのも先に攻撃に転じて、それを利用されたからだ。


    　膠こう着ちやくしつつある状況のせいもあって、また舞花のほうを一瞥する。


    　生きててくれよ、舞花。


    「これで終わりだね！」


    　分倍河原がついに引き金を引く。


    　だが、舞花は倒れない。


    　なぜなら、分ぶ倍ばい河がわ原らの銃がこの世から消滅しているからだ。


    　何もないはずの闇やみから伸びてきた手が、銃に触ふれて、一瞬で粉にした。


    「なっ！　僕と同じ異能力だと!?」


    　今度はその闇から、ゆっくりと男の全身が現れる。


    「あ、あなたが……どうして……」


    　どうやら分倍河原と俺の気持ちはリンクしているらしい。二人して驚いた。あいつは、その姿に見覚えがあると思ったんだろう。俺は声のほうで聞き覚えがあると感じた。


    「はじめましてだな、裏の業界人さんよ。つっても、俺は表ですらない、引退した人間のはずなんだけどよ。淵えん堂どう百ひやつ穴けつだ」


    　それは過去に俺が殺そうとして失敗した異能力者にして、滝たきヶが峰みねの盟友だった男。


    「人使いの荒い後輩に頼まれて、のこのこ出てきたぜ。一度、悪いことに手を染めると、そういう仕事ばかりやる破目になるっていうのは事実なんだな」


    　おいおい、まさか淵堂まで来るとは考えてなかった。つまり、滝ヶ峰から何も聞いてなかった。滝ヶ峰のやつ、俺に言ってない情報が多すぎるぞ。


    「お前の使ってる武器は俺の力で消した。高いものだったら、悪かったな」


    　淵堂の力は【鋭利で茫漠たる闇イレイズ・イン・ブラツク】──闇という「この世界に存在しない成分」を相手に注入することで、相手の組織を破壊する。


    　銃にも闇を入れて、この世界にとどまれないように変質させたのだ。いくら、分倍河原の力が淵堂に似ているといっても、その攻撃の手段である銃は実体のあるものには違いない。


    「そんな……。どこにいたんですか……？　気配なんて感じなかったのに……」


    「深界──つまり、ここではない世界に隠れていた。お前が気づけるわけねえだろ」


    　分倍河原の顔が引きつる。そりゃ、そうだ。ここと違う世界に隠れるだなんて、まともな力じゃない。


    　これが本当の格の違いだ。


    「深界で待機するの、本当に疲れるんだからな。お前らのせいだぞ、バカ野郎。さて──」


    　ぽんぽんと淵堂は自分の胸を叩たたく。


    「お前の武器を一つオシャカにした詫わびだ、俺を攻撃してもいいぜ。ただし、制限時間は三秒だ」


    　さん、にい、いち。


    　ゆっくりとカウントダウンがはじまり、そして終わる。


    　その間、分倍河原は殴なぐりつけることもできずに、じっと立ち尽くしているだけだった。


    　もう、とっくの昔から決着はついていたのだ。


    　くっくっくと淵堂はいかにも裏社会の人間ですといった調子で笑う。


    「やっぱりな。お前の弱点は力の行使に特化したアイテムを使ってしか、力を発揮できないところだな。あの銃がある間は、お前は全能感のかたまりだったろうよ。態度がいきがってた頃ころの俺に似てるからよくわかるぜ。でも、もうおもちゃは卒業する年だろ」


    　淵えん堂どうの手が動く。


    　分ぶ倍ばい河がわ原らの頭から鈍い音がする。


    　異能力ですらない。単純に、強引に、殴なぐりつけた。


    　そのまま分倍河原はコンクリートに無ぶ様ざまに倒れる。意識はあるようだが、今のあいつは、ただのみっともない、カタギじゃないだけのオッサンだ。


    「武器一つで異能力者ぶるんじゃねえよ。そういうのは、インチキっていうんだよ」


    　さて、残るは斎さい村むら蕣あさがおだけだ。


    　まだ、戦線は停滞している。


    　時が止まったように、斎村と小こ手で毬まりは足を止めている。


    　手の空あいた滝たきヶが峰みねも俺も、斎村に圧力をかけてはいるが、踏みこむところにまでは至っていない。斎村と小手毬の間は空気が張り詰めている。うかつに入りこむ隙すきがない。


    　次に動けば、すべてが決まる。


    「じっとしていても勝てませんよ」


    「それは、そっちも同じよ。また、前回みたいに糸を垂らしてみたら？」


    　小手毬と斎村蕣が互いに相手を挑発する。


    　しびれを切らして、先に出たほうが敗れると知っているからだ。


    　どっかの古武術の大物が言っていたっけ。動くことより、止まることのほうがはるかに難しいと。この状況も、似たようなもんだ。じっと精神を削りながら相手の様子を窺うかがうより、武器を片手に前に踏み出すほうがいい。それを勇気と名づけてしまったほうが楽でいい。


    　しかし、それはただの手抜きであり、自爆だ。勝利につながらない行動は勇気から拙せつ攻こうに格下げされる。勝つためには動かないでいる時間が必要だ。


    　しかし、止まっていることと、変化がないことは同じではない。


    　たしかに時間は動いている。


    　斎村の目がわずかに泳ぐ。


    　その顔もゆがむ。


    　体に動きはないのに、あいつの内面が乱れはじめている。


    　ついに、斎村の息づかいまでが聞こえてくるようになった。


    　それとは対照的に、石化したように、静止している小手毬。


    　じわじわと、斎村の化けの皮のようなものがはがれる。


    　でも、どうしてこんなことに？　今の斎村は前回よりポテンシャルの面で明らかに見劣りする。


    「なんだ。あなたもマスターと変わらないじゃないですか」


    　小こ手で毬まりが安あん堵どしたように口を開く。


    「何の話？」


    「やられた煌こう霊れいのことが気になるんでしょう？　集中力が途切れていますよ」


    　言われて、はっとした。


    　斎さい村むらは燧のろしがやられても、舌打ちしただけだった。けど、言葉にしないからって、斎村が平気だとは限らない。今の斎村を見れば、一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。


    　斎村蕣あさがおは非情な煌霊遣いでもなんでもなかった。煌霊が傷つけば、取り乱してしまう。


    「つまらんな。お前らの覚悟はその程度か」


    　小手毬とは違って、吐き捨てるような滝たきヶが峰みねの言葉。


    「言と動がバラバラになってしまえば力など出せるわけもない。何がしたいかわからない者に何ができる？　お前たちは敗れるように自分から行動し、今、敗れようとしている。断言しよう。中途半端な者が体制を変革できたことなど一度もない。そこには迷いがあるからだ。自分が何者かもわからなくなっているからだ。そんなつまらない者たちに我われ々われは負けん！」


    　斎村は何も答えない。悔くやしげな顔をしているから、図星だとでも思ったんだろう。


    　いける。


    　そう確信した。


    　ナイフを握り締めて、跳んだ。


    　かなり遠いところからだったが、一気に敵の間合いにまで踏み出す。


    「命知らずねっ！」


    　斎村が鎌かまをこちらに向け、振るう。


    　追い詰められている人間の動きとは違う。まったく隙すきがない。鎌が動いたと思った時には顔の前に鎌があった。俺は首を守るためにナイフで受けて────そのまま吹き飛ばされる。


    　何の抵抗も見せずに、力を体から抜き切って。


    　すると、どうなるか。


    　斎村蕣の体が完全に流される。のれんに腕押しというやつだ。


    「えっ!?」


    　まさかという斎村の顔が飛ばされる時に見えた。


    　こいつは俺が踏ん張ると思っていただろう。甘いな。こっちは頭数が多い。だから、こういう戦いもできる。それにしても、きれいに飛べたな。


    　この練習は繰り返していた。力を体からはずす練習だ。


    　斎村が力をコントロールしながら鎌を使うなら、こちらも同じようにやり返す。こっちは飛ばされるだけというのが無ぶ様ざまではあるが。


    　お前にはもう煌霊はいない。俺のほうには煌霊がいる。その差はお前でも覆くつがえせないほどに大きい。


    　あとは任せた。飛ばされながら、相方に託した。


    「食らいなさい！　〈針化した柔糸シルク・ニードル〉！」


    　そこを小こ手で毬まりの糸が襲おそう。


    　俺が駐車場に打ちつけられている間に、斎さい村むらの鎌かまを持つ手は糸に縛られている。


    　これも以心伝心ってやつでいいのかな。


    　斎村は鎌を満足に動かせなくなる。


    　よかった。俺の妄想じゃなかった。燧のろしがいなければ、俺と小手毬で斎村は倒せる。二対一だし褒ほめられた話でもない。けど、過度な謙けん遜そんも必要ない。煌こう霊れい遣いが煌霊とともに戦うのは当たり前だからな。


    　攻撃を封じたらその次は、首だ。


    　小手毬のピアノ線が斎村が反応するよりも速くその首に巻きつく。何重にも、何重にも巻きついていく。


    　窒息させるためではない。そんな手間すら必要じゃない。


    「何か余計なことをすれば首を落とします。こちらの命令に逆らっても首を落とします」


    　小手毬の声は冷たいが、どこか生き生きとしている。


    「鎌を持つのをやめなさい。捨てなさい」


    「あなたに縛られたせいで、落とせない」


    「こちらの糸で抜き取りますから」


    　斎村は舌打ちして、その手を離す。鎌を小手毬の別の糸がひったくって、アスファルトの上に落とした。カランと音を立てて、鎌が闇やみに溶けたように見えなくなる。眠らない街と呼ばれる新しん宿じゆくといえども、ライトが当たらないところは闇だ。


    「これでわかったでしょう。私のマスターは煌霊遣いです。なにせ、私が煌霊なんですから」


    「そうね。この首に刻みこまれた気分だわ」


    　しぶしぶ、斎村はそう答えた。


    　それから、諦あきらめたように息を吐ついた。


    「ほんとに、煌霊遣いなんて、やるべきじゃない」


    「マスター、最強に一歩近づいたようですよ」


    　小手毬の声は俺に向けられる時だけ、少しやわらかい。


    「ありがと。俺の意図、よくわかったな」


    「マスターの煌霊ですから」


    　強い安あん堵ど感に体が支配されている。勝ってよかった。生きていてよかった。このまま倒れていたいところだけど、勝者らしく俺はアスファルトから立ち上がる。


    　まだ、俺は小手毬といられる。


    　でも、『御おん大たい』との戦いはそんな甘いものじゃなかった。


    　視界の外で、急に空気が変わっていた。


    　倒れていたはずの、分ぶ倍ばい河がわ原らが走っている。手にはまた銃が握られている。


    　そして、そばにいたみぞれのこめかみに、銃を突きつける。


    「これはただの銃だけど、女の子を殺すには十分だよね」


    　みぞれは、何も言えず、顔を引きつらせていた。


    「みぞれちゃんを殺したら、あなたをすぐに八つ裂ざきにいたしますからね」


    　舞まい花かが暗殺者顔負けの視線を送る。ここに来ている人間は誰だれしも命懸がけの戦いに身を置くことを認めた者だ。常識人は一人もいない。


    　一方で、分倍河原のほうも正常な思考はできていないらしく、口は開きっぱなしだし、目はヤバいドラッグでもキメたみたいに瞳どう孔こうから開いていた。


    　ただ、少しほっとしたのは、分倍河原の腰が引けていたことだ。


    　この男にもう戦う意志はない。


    「こっちだって殺すのが目的じゃないよ。逃がしてくれたら、それでいい。そうだな、五十メートルほど、この子を借りるよ」


    　許可の言葉も聞かずに、分倍河原は後ろに下がっていく。駐車場の隅の植え込みを抜けて、消えていく。


    　まだ、追えない。相手は裏側の異能力者だ。切羽詰まれば、本当に発砲しかねない。


    「また、戻ってくるからね！　また、新しい武器を作って、表側に挑戦してやる」


    　余計なことを分倍河原はわめいていた。口ごたえはみぞれのことが心配でできない。分倍河原も自分たちの完敗が信じられないんだろう。八月の俺たちと同じだ。プライドが叩たたき壊された直後の人間はみんなよく似ている。


    　二分ほどの沈黙が続く。銃声が聞こえないのがせめてもの救いだ。


    「す、すみません、皆さん！」


    　植え込みから、無傷の、泣き顔のみぞれが出てきた。


    「みぞれ、足を引っ張っちゃっただけでした……。ちっとも活躍できませんでした……。強い異能力者になりたいのに……理想が遠すぎます……」


    　舞花が黙って、そんなみぞれの肩を抱いていた。


    　泣けるだけ泣かしてやるしかないんだろう。力がないせいで悔くやむことがあったら、強くなるしかない。俺もそうだった。


    　戦いのエンドロールにしては、みぞれの泣き声は小さかった。たしかに終わりには早いのだ。まだ戦後処理が残っている。


    　煌こう霊れい遣いの話は煌霊遣いがつけるほうがいいか。斎さい村むらのほうに目を向ける。


    「あんたは煌霊を傷つかないように後ろに下がらせて、戦ってたんだな」


    　自分でも信じられないところがあるが、斎村は屈折したヒューマニストなんだと思う。煌霊が人間にあたるとこいつが認めるかは怪しいところだが。


    「燧のろしと会わせて。余計なことをしたら、首を落としていいから」


    　斎さい村むらの顔に戦意はない。小こ手で毬まりは首以外の糸をほどいた。斎村は急いで燧のところに行くと、すぐに手を切り落とされた燧に抱きついていた。「ごめん」という声を斎村は燧に何度もかけた。それは本来なら俺たちが聞く必要のないはずの言葉だった。


    「あなたたちの友達ごっこのほうがマシだったのかな」


    　そのまま、斎村と燧は長いキスをはじめた。主従の関係と気持ちの問題はまた別のことなのかもしれない。戦闘の外側では、斎村は煌こう霊れい遣いとしての役割を脱しているのだと思った。


    　煌霊の存在価値は戦うことだ。煌霊遣いは友達を作るために煌霊契約を結ぶわけではない。だとしたら、俺たちは煌霊に存在価値を与えるために、煌霊の命を危険にさらし続けるわけだ。煌霊が大切なら、それだけ心理的負担も大きくなる。


    　どんな業ごうだよ。


    　キスがようやく終わると、夜の空気がまた冷めはじめる。


    「死ぬ前ぐらい、恋人ごっこをしてもいいよね」


    　斎村は笑っていた。ああ、これが死ぬ前の人間の表情なんだな。


    「斎村蕣あさがお、聞きたいことがある」


    　滝たきヶが峰みねが顔色も変えずに、斎村に近づいていく。
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    　こいつの中ではまだ戦いは終わってはいないのだろう。なんだ、罪状でも発表するのか。


    「お前たちのトップの居場所を言え。教えてくれれば、お前らの命を助けてやる」


    「教えることはできる。でも、知ってどうするの？」


    「これから乗りこむ」


    「えっ……？　正気……？」


    　斎さい村むらも信じられなかったようだ。ああ、俺だって訳がわからないぐらいなんだから当然だろう。


    「これは『御おん大たい』という組織ぐるみの攻撃じゃない。私たち異能力者三人の個人的な攻撃──」


    「それも知っている」


    　この世界で、滝たきヶが峰みねより首尾一貫した人間はいないんじゃないか。


    「だからといって、お前たちのトップが黙っているという保証はない。もう、戦いはあとに引けないところまで来ている」


    「いくらあなたでも、一人で大おお曽ぞ根ねさんに勝つだなんて──」


    　大曽根か。聞いたこともない名前だ。裏の世界で権力を握った奴やつなんだろうか。


    「一人ではないさ。冬ふゆ川かわと一緒に向かう」


    「待てよ、俺は何も聞いてないぞ！」


    　お前、いくらなんでも俺に対して説明責任を果たしてなさすぎるだろ！　だが、滝ヶ峰は俺の言葉も気にせずに続ける。


    「『御大』の幹部クラスとトップが一夜で消えたとなれば、カリスマも何もあったものじゃない。組織も破は綻たんする。こんなチャンスはそうそうないだろう？」


    　なんでこいつは何の疑問もなく、踏み出す次の一歩がわかるんだろう。多少は悩めよ、ビビれよ。足場があるのかって不安になれよ。それが人間ってもんだろ。


    「冬川、『御大』が消えればお前も真の最強になれるぞ」


    　滝ヶ峰は俺と小こ手で毬まりを交互に見る。俺も滝ヶ峰と小手毬を交互に見る。小手毬が怯おびえていないことだけはすぐにわかった。自分が小手毬のために何をしてやるべきかもすぐにわかった。


    　ここは、はっきり言っておかないとダメだよな。


    「先輩、一分だけ時間ください」


    　俺は迷ってばかりだからな。だから、ちゃんと一緒に決めたいんだ。


    「煌こう霊れいと話をします」


    　大切なことは二人で選んでいけばいい。どうせ、答えが一つしかないものでもな。


    「小手毬、俺と来てくれるか？」


    「煌霊は煌霊遣いのために戦うものですから」


    　尋たずねる前から答えは知っていたけれど、俺は聞いた。小手毬が心底納得できるように生きたいから。それがお前の命を預かっている者の責務だと思うから。


    　小こ手で毬まりはほんの少しだけ、誇らしげに笑った。その表情の変化に気づいたのは、きっと俺だけだと思った。


    　戦うことだけが、俺たちだ。


    「無事に終わったみたいだな」


    　一部始終を見せつけられていた滝たきヶが峰みねは照れたような顔をしていた。


    「お前たちは、売れてない期間が長かったせいか、全体的に湿っぽいんだ」


    「否定はしませんよ」


    　さて、みんなにも別れのあいさつはしておかないとまずいだろう。死ぬ気はないけど、いつ最期の時が来るかなんて誰だれにもわからないんだから。


    　舞まい花かやみぞれのところに俺は駆け足で向かう。滝ヶ峰の雰囲気に気け圧おされて、みんな近寄ってこられなかったようだ。よほど鈍感な人間でも、あいつの体からほとばしる殺気を感じ取るだろう。


    「朱す雀ざく、またどこか戦いに出かけるつもりですのね？」


    　さっきの滝ヶ峰の声は聞こえていなかったと思うけど、これぐらいのことは俺の顔からわかるらしいな。同期っていいもんだ。


    「そうだ。夜が明けるまでには終わる」


    「男って本当に勝手ですわね」


    　舞花は艶つやのある苦笑を漏もらした。大人はそうやって、どうにもならないことを怒る代わりに、笑いでやりすごすことを覚える。


    　でも、ここには大人じゃない奴やつだっている。


    「ダメですよ！」


    　夜の闇やみを切り裂さくようなみぞれの声。


    「今はどうにかなってますけど、また次も大丈夫な理由にはならないじゃないですか！　次こそ本当に死んじゃったらどうするんですか！」


    「うん、みぞれの言う通りだ。ネガティブでも何でもなく、そうだ」


    　小手毬が俺の横で頭を下げていた。


    「マスターを生きたまま連れて帰ります。どうか見守っていてください」


    　その小手毬の肩をみぞれが乱暴につかむ。


    「どうして、大切な人と危険なところに行こうとするの？　小手毬ちゃんにとって先輩は大切な人じゃないの？」


    　みぞれの目に浮かぶ感情は困惑の二文字だった。


    　いつも死に場所を求めているような俺たちの生き方はまったくわけがわからないだろう。


    「止めようとしてよ！　次の戦いが今の何倍も危ないって、みぞれにもわかるよ！」


    　真冬のような冷たい風が吹いた。手が凍こごえそうだ。みぞれの気がたかぶっている。


    　小こ手で毬まりはしばらく黙っていた。みぞれが落ち着くのを静かに、静かに待っていた。


    「私は、煌こう霊れいの小手毬になる時、マスターに一つ、質問をしたんです」


    　俺の目の中に、津つ山やまの病室がふっと浮かぶ。


    「第二の生が気け高だかいものになるかどうかと」


    　小手毬の態度は、気の立っている娘をなだめる母親のように穏やかだ。


    「マスターは何度もくじけたり、迷ったりしていますが、私のために生きてくれました。今も私のために戦おうとしてくれているんです」


    　みぞれは頭を下げる。小手毬の顔をのぞきこんでいるのか、うつむいているのかわからなかった。


    「私たちが一番輝けるのは、戦っている時です」


    「もしね、みぞれがすっごく強かったら、強引に止めてたんだけどな。そんな力、みぞれにはないんだよね。やっぱり、この世界は、力のある人の言葉が通っちゃうんだよね」


    「ごめんなさい、霧きり原はらさん」


    　みぞれは手を小手毬から離した。みぞれは承服なんてしていない。だって、小手毬は自分たちは戦いたいんだから行かせろとしか言っていない。ただ、みぞれは止めようがないことを知っているだけだ。


    「絶対、生きて帰ってきてね。命に代えても守るとかそんなのはダメだよ」


    　小手毬は黙ったまま、うなずいた。


    　話はこれですべてすんだ。


    「マスター、最高の煌霊遣いになりに行きましょう」


    



    
      ★

    


    



    　滝たきヶが峰みねの車で、俺たちは都内某所のタワーマンションへと向かう。


    　息が詰まるような環境もだんだんと慣れてきた。住めば都という言葉にウソはない。岡山県の津山に住んでいる時、俺は何も不自由を感じなかった。物足りないという意識がないわけでもなかったが、具体的にそれが何かはわからなかった。


    　東京に移ってきて最初のうちは混んでいる電車に辟へき易えきしたものだが、それもいつのまにか気にならなくなった。


    　危険な場所におもむくことだって、続けていれば慣れてくるのだろうか。どっちでもいい。次の戦いほど、危険なことなんて、そうないだろう。


    　俺と小手毬は後部座席に座っている。滝ヶ峰の車は観光バスのにおいがする。子供の時はあのにおいをかぐと酔いやすくなる気がした。あのにおいの出所が何かはいまだにわからない。


    「淵えん堂どうさんも連れてきたほうがよかったんじゃないですか？」


    　まさか、滝たきヶが峰みねと俺と小こ手で毬まりだけとは思ってなかった。事務所の人間引き連れてというわけにはいかないだろうが、確実性を重んじる滝ヶ峰としては意外な感じだ。


    「三人以内でしか『御おん大たい』には会えない」


    「何ですか、それ？　面会許可が下りないとでも言うつもりですか？」


    「あながち、間違いでもない。三人以内という話はスパイをしていた柏かしわ木ぎ仔こ犬いぬ丸まるからも聞いていた。斎さい村むら蕣あさがおの話でも裏がとれた。大おお曽ぞ根ねオゾンという異能力者は、会いたくないと思った人間には会わずにすますことができる。それで三人を超えると、会うこと自体を放棄するそうだ」


    「どんな能力なんですか、それ……？」


    　大曽根という異能力者を考えてみようとするが、ちっとも具体的な像が頭に結ばない。精神を操るタイプの異能力者だったら面倒だな。フィクションの大物の悪人は、敵同士で殺し合いをさせようとしたりするものだ。


    「これは推測だが、おそらく、その異能力者は時空間を操作できるのだろう」


    「時空間を操作？　そんなこと、人間ができるんですかね……？」


    「普通の人間ができないようなことをするから、異能力者なのだろう？」


    　まったくだ。車は赤坂のほうに向かっている。夜の都内の車は、やけにタクシーが多いように見える。


    「会いたくなければ、違う時空間に一時的に退避する──それぐらいのことなら、ありえない話でもない。淵えん堂どうすら、ほかの世界に隠れるぐらいなら、一時間はできる。そもそも、『御大』のトップだなんて、ずいぶんと身に危険のおよびそうなポジションを、普通の異能力者がやりたがるとは思えん。しかし、自分を絶対安全な場所に移動できるような力があるなら、話は違ってくる」


    　そんな話を聞きながら、俺はどうすれば時空間を操れる人間を殺せるかを考えていた。たとえば、淵堂を殺すにはどうするか。ほかの世界に入られたら、何もできることはない。この世界にいる間にどうやって心臓を止めるかだ。


    　なら、今回もそれと同じ要領だな。先手必勝しかない。


    「あの、滝ヶ峰さん、お聞きしてよろしいですか？」


    　小手毬の目はバックミラーの滝ヶ峰の目を見ている。


    「滝ヶ峰さんご自身はどれぐらいの割合で勝てると考えていますか？　ご参考までにお聞きしたいです」


    「わからん」


    　他人事のように滝ヶ峰は言ってのけた。


    「これまで戦ったこともないような相手だ。どうなるか判断しようがない。ただし、戦いに行かねばならないことだけは確かだ」


    　車が赤信号につかまる。信号が多くて、なかなか先に進まない。自分を納得させるように、滝たきヶが峰みねはうなずいた。


    「ここで、『御おん大たい』の斎さい村むらたちを食い止めたところで終わりにしておけば、表おもて沙ざ汰たにならない範囲のまま、『御大』との抗争が続きかねない。理由はどうあれ、我われ々われは『御大』の幹部クラスをつぶしたからな。話し合いのチャンネルぐらいは作っておきたい。でないと、最悪の場合、泥沼になる」


    　たしかに、窓口がないままでは、報復に対して円満な解決をはかりようがない。


    「だから、強引にでも顔をつないでおこうということですか」


    「ああ。それで『御大』がこちらに干渉しないように約束させられれば御おんの字だし、そうでなくとも、今後、こちらを無視できなくなれば協議の糸口にはなる。簡単に退治できれば、それにこしたことはないが、そこまで甘いものだとは考えていない」


    　小こ手で毬まりは小さく頭を下げた。聞きたいことは聞いたということだろう。バックミラーに映る滝ヶ峰の目と俺の目が合った。


    「なんだ、てっきり今日を限りに『御大』を崩壊させるつもりかと思ってました」


    「それができそうならやるぞ。私が斎村蕣あさがおに言った言葉にウソはない」


    　本当に血の気の多いアイドルだよ。別の顔がない分、まだ『御大』たちのほうが話がしやすいかもしれない。


    　しかし、小手毬は滝ヶ峰の言葉を素直に受け取らなかったらしい。


    「私はてっきり、敵がこちらを許す気がない場合、滝ヶ峰さんが死んで話を終わらせるつもりなのかなと思っていました。幹部同士が消えればケンカ両成敗の空気も生まれますからね」


    　縁起でもないようなことを小手毬が言ったが、滝ヶ峰は否定しようとはしなかった。いや、それ、俺たちも巻きこまれるんじゃ……。


    　滝ヶ峰、あんたは真実を隠しすぎだ。そうやって、なんでもかんでも抱えこまないでくれよ。


    「この業界を守るためには、悪い手でもない。私は被害の少ない方法を選ぶ、それだけだ」


    「滝ヶ峰さん、あなたは立派な方ですね」


    「この作戦の首謀者は私なのだから、幕引きも私がするべきだ。だが、勘違いするなよ。みすみす生いけ贄にえになるつもりはないぞ」


    　そこで、滝ヶ峰は少し間を空あけた。


    「だが、どうしても腹を切るしかなくなったら、お前らを道連れにはしない。これは私の問題だ」


    　俺は二人の話を聞いているだけだ。何も追加の言葉はいらない。信号が青に変わった。車が動く。慣性の法則に従って、体がちょっと引っ張られた。


    「たいした距離じゃないのに、意外と時間かかりますね」


    　くだらないことを俺は言った。あまりこれからのことを話すと、未来がどんどん悪いものに変わっていくような気がした。


    「都内は車で走るべきじゃないな」


    　それでも、車は数分後、駐車場にすべりこんだ。


    



    　タワーマンションというのは人間の欲望の象徴だ。


    　だから、ここに『御おん大たい』のトップがいるっていうのは、図式としてわかりやすい。むしろ、わかりやすすぎると言っていい。これで最上階にいるというなら、戯ぎ画が的でさえある。


    　数すう桁けたのパスワードのようなものを入れると、外界からマンションを遮断しているドアは簡単に開いた。エレベーターに乗ると、滝たきヶが峰みねは最上階のボタンを押す。本当にてっぺんに住んでるのかよ。空に近いほうが天国にも近いとでも思っているのか？　東京を見下ろしたら、すべてを支配している気になれるっていうのか？


    「どうしてバカと煙とボスっていうのは、高いところが好きなんですかね？」


    「金の使い道がないんだろう」


    　長々と話をする気もなかったので、それ以上俺は言葉を続けない。高速エレベーターのせいで、あっけないぐらいすぐに、俺たちは目指すフロアにたどりつく。


    　別段、変わったところもないドアが廊下の先にある。あそこだ。


    　でも、すでに不穏な場所であることは肌で知れた。


    　なんだろ、この気持ちは。お通夜の席にまぎれこんだような、沈んでいるのに、決して心が落ち着かない空気。


    「入る前にトイレ、行っておけばよかった」


    「事が終わってから、行け」


    　大おお曽ぞ根ねって人、トイレ貸してくれるかな。


    「小こ手で毬まり、いつも通りやるぞ」


    「はい、マスター」


    　今更話さなきゃならないことは、たいしてない。


    「もし、敵が空間を操ってきたら、どうする？」


    「俺がナイフで刺すので、その間に斬きり殺してください」


    「人殺しはあまり得意ではないんだがな」


    　今日最高のジョークを聞いたよ。


    　相手がチートすぎないことを願おう。人間としてやれることは全部やった。


    「開けるぞ」


    　言いながら、滝ヶ峰はドアに手をかける。


    「こちらは準備ＯＫです」


    「わかった」


    　滝ヶ峰はドアを引いた。開いた途端、強風が吹きつけてきたような感覚がある。実際に吹いているわけではない。心が押されているのだ。この奥にある何かに。


    　鍵は不ふ思し議ぎなことに開いていたが、その瞬間に爆発するようなオチはなかった。部屋の中が視界に入る。


    「行くぞ」


    　玄関は一つも靴が置かれていない。滝たきヶが峰みねは靴など脱がずにフローリングの床を進んでいく。俺もそれに続く。靴の痕あとがついて文句を言われたのなら、あとでいくらでも拭ふき取ってやるよ。


    　そして、滝ヶ峰は正面のリビングらしき部屋のドアに手をかける。


    　今度こそ、ボスがいるんだな。霊能力者じゃなくても、この先に変なものがいるって気づくレベルで、空気がおかしい。


    　ナイフを握り締める。さあ、来いよ。


    　ドアが開く。


    　人間の脳の認識機能は、まず後頭葉からはじまる。


    　ここが視覚に関する領域であることからもわかるように、人間はまず見ることで状況を判断する。もっとも、異能力者の場合は、例外も多いかもしれないが。


    　俺たちが最初に見たものは、白髪交じりの中年の男が倒れている場面だ。場所柄、これでバスローブでブランデーグラスが転がっていたら、コントにしか見えなかったが、男はスーツ姿だった。裏世界のボスにつきものの、目つきの悪い黒猫もいない。


    　生きているのかどうかもわからないが、とにかくその男は意識のないまま絨じゆう毯たんの上に転がっている。


    　まさか、組織のトップが死んだふりをして、俺たちを迎え撃つとも思えない。ひとまず危害を加えられる恐れはなさそうだ──と判断したいところだが、そうもすぐに気持ちを弛し緩かんさせるわけにもいかない。


    「こんな展開は予想してなかった。現実というものは、いつも人間をたばかるものだな」


    　滝ヶ峰が率直な感想を漏もらした。たしかに殺気のようなものはない。


    　俺たちの関心はこの男をどうするかに移る。


    「この人、寝てるだけなんですかね？　だったら、今のうちに倒すほうがいいのかな……。でも、寝込みを攻撃したら、いよいよ『御おん大たい』から恨まれるか……。でも、ここで倒せば、寝込みの攻撃なんてばれようがないのか……。でも、ちょっとやり方がまずいよな……」


    　俺も戦うことになるか、話し合いになるかぐらいしか考えてなかったので、かなり困る。知り合いがほとんどいない飲み会に来ちゃった時ぐらいに居心地が悪い。


    　冷静に考えれば、自分の家のどこで寝ても問題はない。むしろ、酔っ払いとか、玄関で寝たりするしな。ふわふわの絨毯の上なら恵まれているほうだ。


    「ほっぺただけでも、つっついてみま───」


    「その人は、寝てるって言うより、倒れてるの」


    　どこからか、やけに高い声が聞こえてきた。思わず、身構える。滝たきヶが峰みねもすぐに抜刀できるように、刀に手をかけた。


    「何者だ？　こちらは表側の異能力者だ。姿を見せろ」


    　滝ヶ峰が、すぐさま殺気を飛ばす。


    　姿を見せろと言われて、出てきてくれるかわからないが、少なくとも声を聞かせてくるぐらいだから、コミュニケーションをとれる可能性はある。


    　何かが視界の中で動いた。


    　それはウサギだった。


    　小窓の前の台の上にウサギが乗っていたのだ。ごく普通の白いウサギだ。そのウサギが俺たちの前にはねながら降りてきた。


    「生物を操る使役系の異能力者か。あるいは変質系の異能力者がウサギに化けているか、どちらかだな」


    　滝ヶ峰は、淡々と状況を分析する。まさか、これがたんなるウサギだとは誰だれも思わない。俺だって、そこまで呑のん気きではない。異能力者の使い魔の可能性も、ウサギの形をした爆弾の可能性もある。異能力者に常識は通用しないのだ。


    「うん。このウサギは私のメッセンジャーなの。姿は極力見せないことになってるからね。ちなみに、本体はこの近くにはいないから、顔を出すことは不可能なので、あしからず。それとウサギはオスの３歳」


    　ウサギが前に出てきたせいでわかった。この異様な空気は、主にウサギから発せられている。倒れている男の比じゃない。


    「やけに恥ずかしがり屋なんだな」


    「私の姿を見ると、正気を保てない可能性があるからね」


    　本当に人間なのか、それ……。


    「うん、今のはジョークだよ、ジョーク」


    　そんなの、どこで判断するんだよ。思ったよりも、こいつ、軽いな……。


    「あの、危険がないようであれば、座ってもよろしいでしょうか？　そのうえであなたもテーブルかソファに座っていただければ」


    　小こ手で毬まりがソファに目をやる。間の抜けた話のようだが、たしかにウサギに視線を落としながら話を聞くというのは、妙な手持ち無ぶ沙さ汰たの感がある。


    「どうぞ、どうぞ。座りながらでも、寝そべりながらでも、ご自由に」


    　そう言うと、ウサギはソファの肘ひじ掛かけの部分に乗った。


    　ウサギから許可が出て、戸惑いながら自分も席につこうとしたら、「私は『天てん上じよう』なの」と衝撃のカミングアウトが来た。こんな気楽に聞いていいことなのかよ。


    「床に寝そべって見上げるもの。それは『天井』。なんちゃって」


    　いきなり、しょうもないギャグ言ってきたけど、信じていいのだろうか。状況からして、信じるしかないんだろうな。


    　淵えん堂どうが昔、言っていた。『御おん大たい』のさらに上にいるという、まさに雲の上の存在だ。実態はソファの上のウサギだったけど。


    「つまり、あなたは『天てん上じよう』の立場から、『御大』を倒したということでいいでしょうか？」


    『天上』と聞いて、滝たきヶが峰みねも言葉を丁てい寧ねい語ごにあらためる。


    「うん、私たち『天上』はね、原則、不干渉主義なの。『御大』が何をやろうと、君たちが何をやろうと、ずっと手は出さなかった。ま～、ただね、ちょっと『御大』が君たちにちょっかいを出そうとしたでしょ？　ああ、これはまずいなと思ってね。最初は幹部とかの暴走だから大目に見ようとしたんだけど、大おお曽ぞ根ね君までそれに乗っかろうとした時点で、止めなきゃいけないと判断したの。それで異能力者業界が滅んでもな～って思ったし」


    　さらりとこのウサギ、大曽根って奴やつ一人で業界が消えること、前提に話してるな……。


    「だから、この男があなたに負けて、倒れているというわけですね」


    　滝ヶ峰の目が、床でのびてる男に向いた。状況からして、このウサギの異能力者が大曽根という男を文字通り倒したんだろう。


    「イエス。その大曽根って人は別次元に逃げられるんで、魂たましい自体閉じこめて動けなくしたの。反省するまで、その体が動き出して、君たちを攻撃する可能性は存在しないから安心してね」


    　ウサギがしゃべっているので緊張感がないが、とんでもないことが語られてるよな。


    　このウサギの使用者は魂を扱える異能力者である──らしい。そいつに時空間を操る異能力者が敗北した──らしい。


    「どんなアクションが展開されたのか、想像ができませんね」


    　小こ手で毬まりが率直な感想を述べた。俺も同意見だ。少なくとも、わかりやすい殴なぐり合いではないだろう。


    「それとね、分ぶ倍ばい河がわ原らって人も、少しやり方に問題があると私たちで判断して、心を入れ替えたから」


    　情報量が多すぎる！　私たちってことは、こんなのが何人もいるのか？


    「反省でどうにかなればよかったんだけどね、腐りすぎてる人格は取り替えるしかないね」


    　俺はこれからウサギを見るたびに身構えると思う。文字通り、心を「入れ替え」て「改心」させたらしい。それが人がやっていいことなのかどうか、謎なぞだが。


    「まあ、こんなところだね。一応、私のことはオフレコにしてね。大曽根って人のこともオフレコでシクヨロ」


    　話しても信じてもらえない気もするけどな。


    「『天上』の方、一つだけ、質問してよろしいでしょうか」


    　ウサギに真ま面じ目めに話しかける滝ヶ峰の構図がシュールすぎる。


    「あいよ」


    「『御おん大たい』は組織として壊滅したということでよいですか？」


    「だいたい、正解なんじゃない？　『天てん上じよう』がやっつけたことは残ってる人らにも伝えとくから、君たちが逆さか恨うらみされることはないよ。残党が新しい組織を作ろうとするか、暴力団に参加しようとするか、足洗って農業でもはじめるかは知らないけど」


    「わかりました」


    　滝たきヶが峰みねがどんな気持ちでいるのかはよくわからない。ただ、滝ヶ峰はいつも通り、平然としていた。きっと、明日からも滝ヶ峰は変わらないのだろう。こいつと接する人間も大きな事件があっただなんて想像もしないのだろう。


    「私からも一つよろしいでしょうか」


    　小こ手で毬まりはわざわざ手を挙げる。ウサギと話す小手毬は、ゴスロリ服の見た目のせいで一人だけ似合いすぎている。


    「あなたがこの世界で最強の異能力者ですか？」


    　聞かずにはおれなかったんだろうな。


    　だって、俺と『御大』との戦いは不戦勝で終わったわけだから。


    「私は最強を目指して、何かをしたことがないから、よくわからない。戦うこともないと思うしさ」


    　ウサギは首をかしげるようなしぐさをして、言った。


    「では、暫定最強はマスターということにしておきますね」


    　小手毬が図々しくそう決めつけたが、勝負に興味がないと言ったウサギが口をはさむようなことはなかった。もし、それで最強を決めるために勝負とか言われたら、どうするつもりだったんだ。


    　滝ヶ峰は席を立つ。


    「長居もなんですので、私はこれで」


    　俺もそれにならう。小手毬だけが律儀にウサギに手を振っていた。


    「バイなら～」


    　と、もちろんウサギが言った。本当にこの人、『天上』なの!?　すべてドッキリなんじゃないの!?　あこがれの業界のプロに会ったけど、夢が壊れた少年の気分だ。


    



    　玄関のドアを開けて、共用部分の廊下に出る。


    　その直後、前を歩いていた滝ヶ峰がその場にへたりこんだ。


    　まさか、敵か？　たしかに、ここは『御大』の本拠そのものだ。いくら、大おお曽ぞ根ねがやられているとしても、外に敵が潜んでいてもおかしくなんてない。小手毬も手から糸を伸ばした。


    「いや……違う」


    　気まずそうな声が膝ひざをついていた滝たきヶが峰みねから聞こえてきた。


    「緊張の糸が途切れて、力が……抜けた……」


    　そんなことが滝ヶ峰万ばん理りにありえるのかと思ったけれど、前にまわりこんではっきりした。


    　滝ヶ峰が泣いていた。


    　顔はうつむいているが、コンクリートに黒いシミがついている。雨が吹きこんでくることもないから、それは涙しかない。


    「すみません、ちょっと顔を見ちゃいました……」


    　こうやって、途端に弱々しい顔を見せるのは、ずるくないか。


    「余計な詮せん索さくはやめろ……。少し……待ってくれ」


    　同じようにかがみこむのもおかしいし、俺は廊下の窓の外に目をやった。


    「どうぞ」


    　小こ手で毬まりが淑女らしく、レースのハンカチを差し出す。滝ヶ峰は「すまない」と言って、それを受け取ったらしかった。一年前なら、滝ヶ峰の弱味を握ったと得意になったかもしれないが、今の俺は気恥ずかしさばかりが先に立ってたまらなかった。


    　滝ヶ峰万理は大切な仕事を一つ終えて、ぱっと女に戻ったのだと思った。黒を中心にした滝ヶ峰の服が、今のこいつには重苦しいものに思える。


    「手に入れすぎると、何を目指して生きていけばいいか、よくわからなくなるな」

  


  [image: ]


  
    「贅沢な話ですね」


    「これから、どんなふうに生きていこうか」


    　知るか。お前が生きたいように生きればそれが正解なんだ。でも、迷いまくってた俺が突っぱねる権利もない気がするから、ぱっと思いついた答えを教えてやろう。


    「もっと明るい色の服を着たほうがいいんじゃないですかね」


    　そのほうが軽そうで、生きやすそうだ。


    「どういう意味だ？」


    「水色のスカートとかにしたら、かなりライトな雰囲気に見えると思います」


    「考えてから、しゃべれ。バカ」


    　こういうのは直感のほうが正しいことが多いんだけど、あまり好評ではなかったようだ。


    　ウサギの話を聞いている時間よりもよほど長く、俺たちは廊下で時間をつぶした。いっそ、ここで夜明けを迎えるのも悪くないと思った。


    　金を無駄遣いしたいな。タクシーで八はち王おう子じのアパートまで帰るとか、終電までまだまだあるのにホテルに泊まるとか。財布に入ってる金を一度、カラにしたい。明日と今日の間を、とことん断絶させたい。


    　舞まい花かみたいに風が操れたら、最上階の窓から飛んでいくんだけどな。でも、騒ぎになっちゃうか。一般に人は空を飛ばないのだ。常識を覆くつがえす者は忌き避ひされる。もっとも、気味悪いと思われるのは、異能力を持つ者にとって甘美な経験でもある。


    　ＫＣの時、俺に向けられる視線の中には畏い怖ふによるものが含まれていた。俺はそれも込みで、楽しかった。


    　ああ、そういえば、俺のほかにも参加予定者がいたな。


    「先輩、ＫＣ、ちゃんと出てくださいね」


    　前回の準優勝者である滝たきヶが峰みねには、挑戦者として出てもらうことになっていた。俺は滝ヶ峰も真の最強を目指す枠組みに入れてしまうつもりでいる。


    「わかっている」


    　まだ涙声だから、説得力もないけどな。


    「今回の対戦相手は、全員先輩を本気で倒しにきますからね」　


    「決勝でお前をぶちのめしてやる」


    　泣きながら、うずくまりながら言う滝ヶ峰を、ちょっとかわいいと思った。

  


  
    ５話　新しい時代へ

    


    「マスター！　動きに無駄が多いですよ！」


    「お前も糸がたわんでるんじゃないのか！」


    　十月の末、『御おん大たい』襲撃から一週間ほど過ぎた頃ころ。俺たちはまた高たか尾お山さんで特訓をしている。


    　ＫＣの日が近づいてきていた。俺たちは前回チャンピオンとして、いい試合を見せる義務があった。


    　十一月の頭には、いよいよ第二回ＫＣの情報が本格的に告知される。第一回を超える激戦が繰り広げられるのは必至だ。なにせ、今回は純粋な実力だけで人間を集めたからな。


    『御大』との戦いが終わったからといって、急に未来が開けたわけでもない。相変わらず、将来のことはさっぱりわからない。


    　だが、さしあたっての目標はある。


    　このＫＣをいかに乗り越えるかだ。


    　小こ手で毬まりの糸をナイフではじく。時にはナイフを糸に絡め取らせている間に踏みこむ。お互い、動きに無駄のない戦い方ができているとは思う。


    「なあ、小手毬、次のＫＣも優勝したら、今度は何を目標にする？」


    　特訓中にしゃべる程度の余裕はある。


    「そのまた次のＫＣでの優勝を目標にすればいいじゃないですか」


    　たしかに、ボクシングのチャンピオンは延々と王座防衛を繰り返さないといけない。それがチャンピオンの宿命だ。俺たちもそれに近い存在だ。舞まい花かも俺の人生を、戦い続けるしかないようなものと評していたっけ。


    　夜の山中には俺たちの声しか聞こえない。この山も、空も、俺たちのものだ。


    　世界は俺らの手の中。


    　なのに、その蜜みつ月げつを邪じや魔まする奴やつが入ってくる。


    　殺気とは違うが、それでも異物感のようなものを覚えた。空気がよくないものに塗り替えられる。それだけ大物が入ってきたという証拠だ。


    「何しにやってきたんだよ、あんた」


    　小手毬もすぐに歓迎されざる客に気づく。攻撃対象を俺から闖ちん入にゆう者しやに替える。


    　斎さい村むら蕣あさがおと燧のろしがそこにいた。


    　しかし、斎村は鎌かまを担いではいない。表面上は何の武器もないように見える。もっとも、殺し屋を見た目で判断しても無意味だろうが。


    「その手、治っていたんですね」


    　小手毬の目は斎村より燧の手首に向けられている。そういえば、滝たきヶが峰みねに見事に斬きられてたよな。


    「すぱっと斬きられた分、くっつけるのも楽だった。不幸中の幸い」


    　相変わらず、燧のろしは口を開かない。話すのはすべて斎さい村むらのほうだ。


    　本人に聞いても教えてくれるかわからないが、滝たきヶが峰みねは燧を殺す道をあえて選ばなかったのではないかと思う。あいつの実力なら、心臓を貫いて、絶命させることもできただろう。


    　殺さずにすむのなら、殺さない。どちらかというと、そうであってほしいと俺が願っていた。おそらく、その願いはかなえられる。分ぶ倍ばい河がわ原らと殺さ々さ姫き夢む斬ざんの命も滝ヶ峰は奪っていない。淵えん堂どうがいたのだ。この世から消すのは容易だったはずだ。


    　無益な殺せつ生しようをしないという一点において、滝ヶ峰は表の異能力者だった。


    「今から戦うのは、正直勘弁してほしいな。大切な試合を年末に控えてるんだ」


    「今日は傷つけるつもりも、傷つくつもりもないから」


    　心から信じられるほど、おひとよしになれないが、すぐに攻撃をされることはなさそうだ。


    「だったら、何しに来たんだ？　あっ、それ以上は近づくな」


    　斎村が寄ってきたので、ちょっと身を引いた。


    「冬ふゆ川かわ朱す雀ざく、頼みがある」


    　あまり聞きたくない単語が耳に届いた。頼みって何だろう。連帯保証人になってくれとかだったら、最悪だ。ネズミ講の勧誘？　それはさすがにないだろ。『御おん大たい』を再興するから入ってくれとか？　何にしてもろくなことじゃない。


    「私もＫＣで戦わせて！」


    　かなり意表を突かれた。


    　そう来たか……。俺がやめないなら、自分のほうが入るってことか。たしかに俺の鼻を明かすチャンスはあるな。どんだけ執念深いんだよ……。


    「本番まで二か月しかないから、全部相手も決まってるぞ。ケガしたりしてリタイアする奴やつが出てくれば別かもしれないけど」


    「マスター、余計なことを言ってますよ！　ケガさせようとしたりしたら、どうするんですか！」


    　本当だ……。相手はそんな平和な人間じゃない。


    「そ、それにな……ＫＣの参加資格には事務所所属って規定がある」


    　これは今、考えたようなことじゃなくて、第一回から決まっていることだ。事務所といっても、もちろんピンきりで、大手から泡ほう沫まつのところまでいろいろとある。個人事務所だってある。だが、とにかく事務所に登録されてないとダメなのだ。


    　理由は、そうでないと営利目的で異能力を使えないからだ。異能力制限法で、そう定められている。テレビに映ったり、イベントに顔を出す異能力者は原則、すべてが事業者であって、その活動によって収入を得ている。


    　面白い人だからといって、職業がプロの芸人と決まっているわけではないように、異能力が使える人と法律上の正規の異能力者も別だ。


    　事務所に名前があるということが、俺たち表の異能力者にとって、プロの根拠なのだ。いや、表の異能力者であること自体の根拠と言ったほうが正しいか。


    　過去の淵えん堂どうのように、個人事務所を立ち上げることはできるが、どっちみち、今から事務所を立ち上げようとしても間に合うわけがない。


    　そして、斎さい村むらが事務所に所属しているわけがない。


    　なので、斎村がＫＣに出場することはルール上、不可能だ。


    　俺はそのあたりのルールについて逐一説明した。なにせ、決まりなのだから、どうしようもない。どんなに強かろうとなんだろうと、斎村蕣あさがおは表のプロじゃない。


    　妙な話だ。ＫＣに出て滝たきヶが峰みねを倒すまで自分はずっと反体制派だと信じていた。業界の側がわに立って、何かをすることなんて絶対にないと決めつけていた。


    　そういうのは神の祝福を受けた人間の特権であって、その網から漏もれた人間は落ちぶれて、せいぜい夢だけを見て、年をとっていくのだと。


    　なのに、今、斎村を説き伏せようとしている俺は、事務所の側の人間だった。斎村に事実を言っているだけなのに、なぜだか表側の人間の利権を守ろうと汲きゆう々きゆうとしている自分がそこにいるようだった。


    「──というわけだ。それ以上でも、以下でもない。お前がＫＣに出るっていうなら、ちゃんとした手続きを踏んでくれ」


    「…………話、終わった？　あなた、話が長い」


    　疲れた顔で斎村が言った。一方的に話を続けていたので、斎村が話すタイミングをずっと奪っていた。でも、こういうのは理由をぎゅっとまとめて話して、納得させないと終わらないのだ。


    「つまり、事務所に入ってないと参加資格はないってこと？」


    「そうだ」


    「それじゃ、事務所に入っていて、その事務所の参加予定者がエントリーを譲ゆずっていいって言い出したら、どうなる？」


    　特殊なケースを持ち出してきたな。例外のケースばっかり質問して、先生を困らせる中学生かよ。


    「それなら、まあ……アリなんじゃないか。影響も小さいだろうし」


    「ふうん」


    　なぜか、斎村はにやっと笑う。何がおかしい。


    「実は私、昨日、ブレイクスルーって事務所所属の異能力者になって、ＫＣ出場予定の事務所の多た烏がらす飛ひ嵐らんって人から、代わりに参加していいって許可も得てきたの」


    「え……？　そんな話、俺は聞いてないぞ……」


    「明日、正式に事務所から連絡する」


    「ていうか、事務所のＯＫが出てるなら、なんで俺に戦わせてくれって言ってきたんだよ……」


    「筋は通しておきたいと思った……。たんなる仕返しだと扱われるのも嫌いやだったし……」


    　言葉にするのはやりづらいのか、斎さい村むらは下を向きながら言った。


    　それってまた斎村とぶつかるかもしれないってことか……。もう、同族嫌悪みたいに煌こう霊れい遣い同士で争うの、嫌なんだけど。


    　しかし、小こ手で毬まりはあっさりと斎村に手を差し出す。


    「よろしくお願いします、斎村さん」


    　斎村も屈託なく、その手をとる。


    「あなたの生き方と、マスターの生き方、どちらが正しいか、また白黒をつけましょう」


    「もし、私がこの手を握りつぶそうとしたら、どうする？」


    「その前にピアノ線で腕を切り落とします」


    　まともな感性をしていれば冗談にもならない、残酷な言葉の応酬を聞いて思った。


    　俺たちらしいと。


    　やはり、煌霊遣いは戦うしかないのだ。肉にかぶりつくだけじゃない。骨まで、魂たましいまで食らうのが俺たちだ。


    　神に呪のろわれた存在かもしれないが、そんな自分たちのことがまあまあ好きなんだから、まったくもって救いようもないよな。


    「やけに黒い服ですが、お墓詣りかお葬式ですか？」


    　小手毬が思い出したように尋たずねる。


    　そういえば、今日の斎村も夜の山中でもわかるぐらいの、漆しつ黒こくの喪服姿だ。


    　斎村はすぐには答えようとしなかった。どこか渋っているような様子があったが、それも意味がなかった。


    　燧のろしが首を縦に振っていた。


    　それで、斎村も観念したように息を吐いた。


    「高たか尾お駅の北側に霊園が広がってるでしょう。斎村家の墓という扱いで歴代の煌霊のお墓があるから」


    　俺は前に車内で会った時の、花を紙袋に入れたあいつの姿を思い出した。


    　あの時も、墓参りだったのかよ。思ったより、こいつ、煌霊想いじゃないか。


    「煌霊が死ぬのは仕方ない。その考えは今も変わらない。でも、花ぐらいは持っていってあげるの」


    　少し照れたように、斎村は笑った。鬼の目にも涙というが、この場合は、鬼の顔にも微笑って感じか。


    「お前、最初に会った時は無表情かと思ったけど、そうでもないな」


    「戦っていない時は、こう。オフだから」


    　そりゃ、敵の煌こう霊れい遣い同士なら、オンでしか会えないか。いよいよ救いのない人種だ。


    「それじゃ、ＫＣで」


    　斎さい村むらは燧のろしの手を引くと、ふもとのほうに下っていった。


    「マスターよりも不器用な人かもしれませんね」


    　俺は自分に正直なだけのつもりなんだけどな。


    　今日の特訓は終わりでいいや。


    　斎村のことが気になって、集中できそうにもないし。


    



    　翌日、テレビ局の人から電話があった。


    　登録異能力者の変更をいくつかの事務所が言ってきたので確認してほしいというものだった。


    　その中に、斎村蕣あさがおの名前があった、残りは聞いたことがなかったが、事務所に入ったばかりの新人だという。


    『こちらとしては、代わりの人もかなり強いらしいですし、元の人に集客力があったわけでもないから、認めてもいいと思ってるんですが、冬ふゆ川かわさんはどう思いますか？』


    　ダメに決まってます。そいつら、かなりの確率で『御おん大たい』っていう闇やみの組織に所属してた連中ですよ。ちゃんと手続きとってるからって、うかつに参加させて、目立たせたら、そのうちトラブル起こしますよ。積極的に排除しましょう。


    　──と言いたかった。


    　言えるわけがなかった。ある意味、敵は正々堂々と表側のルールに合わせてきているのだ。ここで断ったら、俺は利権を守るだけの人間になる。


    　それに、小こ手で毬まりも怒るよな。恥を知れって言って、出ていくよな。


    「わかりました。事務所の側がわに問題がないなら、変更してもらって、けっこうです」


    　しかし、最強を続けていくのは大変だ。俺が苦労して切り開いた穴を、みんな昔からあるトンネルみたいに好き勝手に通り抜けていく。


    　俺が電話を切ると、小手毬がやってきて、ぽんぽんと俺の肩を叩たたいた。


    「マスター、立派な態度でしたよ」


    　立派じゃないさ。当たり前のことをしただけだ。


    　最強が映えるにはより強い奴やつが必要なんだ。より強い奴だけが燃料なんだ。


    



    　十一月になって、対戦カードが正式に決まった。


    



    滝たきヶが峰みね万ばん理り　ＶＳ　杭くい島じま坂ばん東どう太た郎ろう


    文あや背せ西さい蓮れん　ＶＳ　戸と田だひろと


    大おお歩ぼ危け美み崖がけ　ＶＳ　サヤカ


    花はな札ふだジョーカー　ＶＳ　藤ふじ巻まき千ち愛あ


    剣けん風ぷう亭ていこ太た刀ち　ＶＳ　山やま田だかずほ


    坂さか之の上うえ天てん下か　ＶＳ　大おお橋はし愛あい々あい


    斎さい村むら蕣あさがお　ＶＳ　赤せき龍りゆう院いん乱らん


    冬ふゆ川かわ朱す雀ざく　ＶＳ　ＪＵＮ


    



    　番組のインパクトを上げていく意味合いもあって、初戦に滝ヶ峰を配置しつつ、最後に俺が出てくることになっている。逆にその二人以外、全員前回とは違う人間で配置した。


    　ただ、直前になっていくつか選手の入れ替えがあった。


    　誰だれだよ、戸田ひろととか、山田かずほとか。県会議員の看板か何かか。


    　あと、サヤカとかＪＵＮとかっていうのも、素性がよくわからない。どうしてそんな検索性の劣る名前にしたんだろう。エゴサーチしづらいぞ。


    　もしかして、異能力者の名前にもじわりじわりと流行の変化とかがあるのかな。自分たちが正しいと思っていた常識が通用しない時代が来ちゃうのかな。


    　そんなことはどうでもいいのだ。本当に、どうでもいい。すべてが霞かすむほど、極めてゆゆしき問題がある。


    　二回戦で早くも斎村と当たるし！


    「くじ運、悪かったですね、マスター」


    　小こ手で毬まりまでそんな発言をするぐらいなので、本当に不運なんだろう。しかも、腹立たしいことに、何も知らない客は斎村蕣をごく普通の異能力者としか見ていない。実は恐ろしく強い異能力者だなんて知らない。


    　敵には失うものがなく、こっちには失うものが大いにある。


    　最悪っていうのは、こういうことを言うんだろうな。


    　でもな、前に横を通りかかった寺の掲示板にありがたい言葉が張ってあったよ。「思い通りにいかないから、人生は面白い」って。現実はいつもこんなもんだ。


    



    　舞まい花かとみぞれを呼んで、四人で新しん宿じゆく駅前で食事をした。


    　安い店ではなく、予約制のそれなりに高級志向のところだ。なお、今日は俺におごらせてくれと事前に言って、了解を得ている。危険なことに巻きこんだ罪滅ぼしがしたかった。


    「朱雀は過ぎたことを気にしすぎですわよ」


    　舞花の言葉にウソはないんだろうけれど、俺は高い日本酒を舞花のグラスにどんどん注いだ。


    「俺のほうには、とらないといけない責任があるんだよ」


    「そんなに責任、責任と言うんでしたら、わたくしもとってもらいましょうかしら──と言いたいところですが、みぞれちゃんに絶交されそうだからやめておきますわ」


    　そういえば、みぞれが舞まい花かのほうを睨にらんでいた。裏で何か取り決めでもしているんだろうか。


    「みぞれは、あの戦いで何も活躍できませんでしたから、打ち上げっていう気持ちでもないんですよね。反省しないといけないことが多すぎます。あっ、コースとは別にこの金きん目め鯛だいの煮付けください」


    　予算の想定がつくコースにしてたのに、高めのものを単品で頼むなよ。けど、今日は許す。好きなだけ食ってくれ。でも、ハモだけはやめてくれ。シャレにならんほど高い。


    　小こ手で毬まりは我われ関せずの調子で、やけに携帯でメールだかＬＩＮＥだか知らんが、打っていた。俺は小手毬が川かわ匂わと連絡をとっていた時のことを思い出した。


    　また、川匂でもサプライズで呼んだりするのかな。今からあいつが来ても気まずくはないし来るのは別にいいけど、あいつの分までおごるのはきついな。しかも、高い店で食べ慣れてるから、とくに感謝とかしなさそうだよな……。


    「マスター、今から一人、追加で来ます」


    　連れてきてもいいかじゃなくて、来るって決定してるんだな。うん、一人ならいいよ。一人追加ならどうにかおごれるし。


    「ちなみに、誰だれなんだ？」


    「マスターが一緒に仕事したこともある人です」


    　じゃあ、やっぱり川匂かなと俺は勝手に判断した。隠すような人間でもないと思うけど。


    　悪い予感は当たるのに、こういう時の勘は簡単にはずれる。


    「急に押しかけてきて、悪いな」


    「いえいえ、小手毬の意見は俺の意見も同じですから」


    　ほんのわずかの皮肉を交えて、答えた。手放しで歓待するほうが嫌いやがるだろうから、これはこれで相手への気づかいだと思ってほしい。


    　まさか、滝たきヶが峰みねが来るとはな。


    　滝ヶ峰が空あいている席に座る。舞花の右横で俺から見ると、対角線上の一番離れたところだ。「そこ、空いてますわ……」と言う舞花の声も多少上ずっていた。


    「ひとまず、生で」と滝ヶ峰はビールを一杯頼んだ。すぐにビールが来て、小手毬が「あらためて乾杯を」と言う。俺は滝ヶ峰ともグラスをぶつける。


    「まさか、私がここに来るとは思わなかっただろう？」


    「えらく陽気ですね。酔うには早すぎるんじゃないですか？」


    　滝ヶ峰に振れる話題も思いつかないし、酒をちびちびと飲んだ。日本酒は甘いような、からいような気がする。米から作ったものがからいはずはないのになと思った。


    　話がはずまない飲み会ぐらいいくらでも経験があるが、相手のほうが一方的にこうもはしゃいでいるのは珍しい。声が大きくなっているわけでもなんでもないが、滝たきヶが峰みねはたしかに楽しんでいる。酒のせいなんだろうか。酒でやさしくなってくれるなら、いつも酔っ払っていてもらいたいな。


    「何しに来たんですか、先輩？」


    「一つの時代が終わったから、お前と記念に飲んでおこうと思った」


    　滝ヶ峰が笑みを浮かべているのは、寂しさを隠そうとしているからだろうか。卒業式の打ち上げみたいな、しんみりとしたものが底に見え隠れした。


    「時代っていうのは、おおげさなんじゃないですかね？」


    　あいつの顔を見ずに言う。


    「この一年弱は私とお前とで、この業界を作ってきた。良くも悪くもな」


    　それはちょっと気味が悪いぐらいの褒ほめ言葉だった。


    　だって、俺と滝ヶ峰が同じ位置で並んでるんだぞ。


    　そのうち何割が本心なのか推し量ろうとしたが、上う手まくいかない。結局のところ、滝ヶ峰が何者かよくわからないままだ。並の恋人より深いところまで知っているくせに。


    「そう言ってもらえて光栄です、とマスターの代わりに答えておきます。きっとマスターはびっくりして素直にうれしいとは言えないでしょうから」


    　前から薄々感じてはいたんだが、小こ手で毬まりはやけに滝ヶ峰に敬意を払うところがある。


    　みぞれと舞まい花かには悪いことをした。滝ヶ峰がいるんじゃ、圧倒的に気をつかうよな。どれだけ仕事をしていても、滝ヶ峰は俺の内ではなく外の人間だ。


    「しかし、この時代も『御おん大たい』が消えたことで終わった」


    　もう、過去形で滝ヶ峰は語る。


    「これまで法的に異能力者としては働けなかった者が、異能力者になろう、異能力者になろうとして、押し寄せてくる。これから先の時代はこれまでとまったく違う世界になる」


    「何ですか？　もしかして『御大』を倒さないほうが利権守れたとでも思っていますか？」


    「ほんのちょっとな」


    　否定しろよ、そこは。ここに盗聴器でも仕掛けられてたら、どうするつもりだ。


    「裏の連中を倒せば、今の表の世界が維持できると信じていた。そんなことはない。敵がいなくなれば、裏がなくなれば、表だって変質する。本当に強い者だけが生き残るような時代が、いよいよやってくるだろう。お前が推薦に関与したＫＣの参加者名を見てもそんな傾向がある」


    「そんなことまで、名前でわかるんですか？」


    　もはや姓名判断のレベルじゃないのか。


    「少し前までまったく聞かなかった名前が多い。無名だった連中が力だけでのし上がろうとしているわけだ」


    　なるほどな。昔はそんな世界を望んでもいたが、今となってはそれが幸せかどうかもよくわからなかった。


    「大きな変革を起こす者は、むさぼっても尽きないほどの利益を得るか、歴史からすぐに退場させられるかのどちらかだ。お前は消されないように、せいぜいあがけ」


    「やっぱり、将来のことを考えて、みぞれちゃんは大学に行くべきですわね」


    　舞まい花かが意外なところで話に割りこんできた。


    「このあと、時代がどう動くかわかりませんから、みぞれちゃん自身もどうとでも動けるような余裕があったほうがいいですもの。わたくしたちぐらいのキャリアだと今更転職も難しいですし、持っている力で生きていくしかありませんけれど、みぞれちゃんは違いますから。うかつに道を決めすぎないほうがよろしいですわ。異能力が使えるからって、それを職業にしないといけないと定められているわけではありませんからね」


    「は、はい……」


    　みぞれはきょとんとした顔をしていた。まあ、その年じゃわからない話だろう。だけど、十年したらその意味がわかるようになる。


    「激動の時代が来るな」


    　預言者のように滝たきヶが峰みねが言う。


    「けど、時代が変わっても、滝ヶ峰先輩は消えていくつもりなんてないでしょう？」


    「そうだな。私にはいろんな貯金がある。のんびりできなくもない。むしろ、力しかとりえのないお前のほうが、これから生きるのは大変だろうな」


    「すでに十二分に大変でしたよ。さらに大変になるのか」


    「強さというのは、ある意味模倣しやすいし、挑戦しやすい。強い者に勝てばそれで証あかしになる。それなら、自分でもやれると思う者が当然出てくる。お前は強さだけでも評価されることを教えてしまったわけだ」


    　滝ヶ峰はぐいと、ビールを口に入れると、「負けるなよ」と言った。


    「別に怖こわくなんてないですよ」


    　俺も酒を干す。この酒はやっぱり甘みのほうがまさっている。


    「一回ミスしたら死ぬわけじゃないんだから、この世界なんて楽勝ですよ」


    「そうだな。成功するまで挑めばいいだけだなんて、甘い世界だ」


    　みぞれが不ふ思し議ぎそうに俺のほうを見ていた。


    「お二人、こんなに仲がよかったんですね」


    「それは私にとって、失礼な話だな」


    　おどけたように滝ヶ峰が言った。


    　できれば、もっと真剣に否定してほしかったな。俺とあんたと仲がいいなんて、気味が悪いじゃないか。俺たちみたいなのは、お互いに険悪なぐらいがきっといいんだよ。そこまで、べたべた認めてくれなくてもいい。


    　それはそれでうれしくはあるけどさ。


    　そのあと、場の空気は次第にほぐれて、みぞれもとくに抵抗なく滝たきヶが峰みねと話していた。ノミニケーションって偉大だな。みぞれはジュースだけど。


    　その日の金はすべて滝ヶ峰が出してくれた。


    　滝ヶ峰ってけっこういい奴やつなのかもしれない。


    



    
      ★

    


    



    　俺は前回と同じ服装で控え室に入る。試合で汚れた時のために、着替えは持ってきているが、それだけだ。


    　戦う場に化粧は必要ない。俺の魅力はどうせ強さにしかないのだから。


    　一方で、小こ手で毬まりも部屋の隅で、前回と同じ「死しに装しよう束ぞく」に着替えている。勝負は水物だから、縁起をかつぐのはおかしなことじゃない。わざわざカツカレーを食べようとは思わないが。


    　会場は無事に満員。参加選手が決まるのが遅れたせいか、チケット発売もかなりあとになったけど、売り出して三十分で完売となったそうだ。


    「悪くない空気ですね」


    　小手毬が唐突に言った。


    「定期的に修しゆ羅ら場ばがないと、俺たちはダメなんだろうな」


    　そろそろ試合開始時刻だから、部屋のテレビをつけた。


    　一回戦は順調に進んでいった。ヤラセの台本などなくても、異能力者はどうせ長時間は戦えないのだ。どっちかが戦闘不能になる。


    　滝ヶ峰も斎さい村むらも順当に勝った。俺がまともに見ていたのも、その二試合だけだった。


    　まず、滝ヶ峰の試合。


    　杭くい島じまは手をドリルにして敵に殴なぐりかかるパワーファイターだが、相手が悪すぎた。滝ヶ峰はそのドリルパンチをすべてかわし、隙すきを見て高熱を含ませた拳こぶしで顔を立て続けに五発ほど殴って、ＫＯした。おそらく、相手にドリルパンチを出す隙を「与えてやった」のだろう。滝ヶ峰の力ならそんなことをさせる機会も作らずに叩たたきつぶせるはずだからな。


    　これはヤラセではなく、華を持たせたって表現のほうが正しいな。


    　斎村の戦いは一瞬だった。


    　燧のろしが針を立て続けに敵に撃ちこんだ。敵は何もできずに針を受けて、気絶した。致死性の毒が入ってたらまずいけど、そこはさすがにもう少し安全なものに変更してくれていると信じよう。


    　そりゃ、そうなるよな。観客に見せるという要素を捨てれば、こういう先手必勝の戦略が一番てっとり早い。


    　そもそも、長期戦はそれだけで体力を奪われるし、次以降に戦う相手に自分の手の内をさらすし、おいしいところなんてないのだ。ボクシングのようにその日の対戦が一度だけと決まっていれば、敵を疲れさせる戦術も意味があるだろうが、一日でトーナメントを消化する場合は、こういう戦い方のほうが理にかなっている。


    　そして、俺も斎さい村むらのやり方を真ま似ねた。小こ手で毬まりの糸は敵を縛るためではなく、鞭むち代わりにして敵を徹底的に痛めつけることに使った。開始十五秒でノックアウト勝ち。相手は『御おん大たい』だった奴やつかもしれないけど、どうってことはなかった。


    　でも、こんなのは前ぜん哨しよう戦せんにもならない。俺と小手毬はすぐに控え室に引き返してテレビも消して、次の一戦に備えた。


    　煌こう霊れい遣いとしてどっちが上か、はっきりさせてやる。


    　控え室を出ていくと、ちょうど廊下で滝たきヶが峰みねとすれ違った。


    「決勝まで来い。ほかの連中とは戦いたくない」


    　そんなことを言われたら、俺は立ち止まるしかないよな。


    「俺よりくじ運がいいからって、気楽なこと言わないでくださいよ。こっちは斎村とやるんですから」


    「くじ運に負けるような最強ではないんだろう？」


    



    　リングに近づいていくと、一回戦とは空気が違うのがすぐにわかる。


    　これが本当の戦いのにおい。本当の戦いの味。本当の戦いの空気。


    「わくわくしますね」


    　真顔で小手毬が言う。それはきっと冗談なんかじゃない。


    「ＫＣを辞退しなくてよかったでしょう？」


    「お前ってさ、けっこう血に飢えるタイプだな」


    「煌霊の本分に従っているだけです。平和主義者の煌霊なんて、語義矛盾ですから」


    「そうだな。お前は最高の煌霊だよ」


    　リングを見上げる。ライトが煌こう々こうと照らすリングを。


    「この一戦で、お前を気け高だかいものにしてやる」


    「気持ちはうれしいですが、別にこれで終わりではありませんからね。私たちはまだまだ発展途上です」


    　そうだな。勝とうが負けようが、その先に続きはある。それは幸せなことというより、呪のろいだ。俺たちは戦い続けないといけない。この戦いも通過点でしかない。ゴールなんてきっと死ぬまで存在しない。


    　リングの上では斎村が待っている。ゆっくりと俺たちもそこにのぼる。


    「表の世界の先輩、ご指導よろしく」


    「表がぬるま湯じゃないことを思い知らせてやるよ」


    「あなたのしょぼいプライド、しぼりとってやる」


    　審判が「レディ・ファイッ！」と叫ぶ。


    　それですべてがはじまる。むしろ、終わりがはじまるコールと言うべきか。


    　まず、動いたのは燧のろしだ。


    「死ねっ！」


    　性別不詳の高い声。っていうか、お前、しゃべれたのかよ。放たれた針が俺を狙ねらう。


    「させません！」


    　小こ手で毬まりの糸がそのうち半分をはじく。撃ち漏もらした分は俺がナイフではじく。


    　しかし、こちらが攻撃をしのいだ時には、もう敵は次を仕掛けてきている。斎さい村むらと燧が同時に突っこんでくる。そのまま畳みかけるつもりだな。


    　自然と、俺対斎村、小手毬対燧の構図になる。


    　針と糸がぶつかり合う硬質の音が響く。その横で俺のナイフを斎村が鎌かまで防ぐ。


    　刀じゃないけど、つばぜり合いって言葉が似合うような状況だ。


    「私はね、煌こう霊れい遣いに負けたことはなかった。まさかあなたなんかに、はじめてを奪われるなんてね。私にとって一生ものの汚点」


    「それは俺も同じだよ。お前にボコボコにされたせいで、俺は仕事で最強って名のるのが無茶苦茶つらかったんだぞ」


    　世の中に絶対だなんてものはない。だから、鼻を伸ばしていた天てん狗ぐも折られる時は折られる。そんな時の処しよ方ほう箋せんは一つしかない。また戦って、あんなのは間違いだったと再定義するのだ。過去を改かい竄ざんすることはできる。でも、偽いつわりの過去でプライドは回復しない。なら、未来をよりよいものに変えるように努力するほうがマシだ。


    　これに勝って、自分が正しいと証明してやる。


    　自分のために、お互いに引けない。


    「少しは押されろよ」


    「あなたこそ」


    　俺たちの前にはいつも敵が立ちはだかる。逃げようがない。そこにぶつかる以外の道は存在しない。巨大だろうと、なんだろうと、タチムカウ。


    　ナイフと鎌の力はほぼ同等。


    　仕掛けるにはもう一手ほしい。


    　しかし、わずかでも動けば、それは相手にも仕掛ける好機になる。


    　また、前回と同じ膠こう着ちやく状態か？　同業者同士だと、どうしてもこうなるな。しかも三戦目だ。手の内を知りすぎている。


    「これから私は最強の煌こう霊れい遣いになる。あなたのお株をそのままいただくから。後悔させてあげる！」


    「こっちだって、表に出てきたことを後悔させてやるよ。光を浴びて灰になれよ！」


    　──と斎さい村むらの体がわずかに後ろに傾く。


    　糸に足をとられている。


    「この勝負、一対一の二番勝負じゃありませんよ！」


    　小こ手で毬まりがそうっとリングに糸を忍ばせていたのだ。よし、このままナイフを目の前に突きつければギブアップを──


    　腰に鋭い痛みが走った。


    　燧のろしが俺の横合いから針を放っていた。


    「睡眠毒です！」


    　燧が快かい哉さいを叫ぶ。煌霊同士の戦いはお互いにブラフかよ。


    　頭に靄もやがかかる。くそっ、意識を失う前に倒さないと、こちらの負けだ。


    　気を振り絞って、バランスを崩した斎村から鎌かまを抜き取る。表の戦いにこんなものいらないんだよ。殺さなくていいんだからな。


    　そのまま押し倒す。マウントポジション。ナイフを顔に突きつける。


    「さあ、降参しろよ」


    「嫌いや」


    　嘲あざけるように斎村は笑う。


    「刺すぞ」


    「刺せばいい。刺さなきゃ、燧の毒がまわって、あなたは先に眠る。そしたら私の勝ち」


    　ナイフを頰ほおにつける。


    「本当に刺すぞ」


    「刺せない。あなたは表側の人間だから！」


    　ちっ！　こいつ、本気で命懸かける気かよ！


    「これが裏の世界の戦い方。私の煌霊たちはこんなふうに命を落として、私はその死を受け入れて、煌霊の力を習得して、ここまで強くなった」


    　そうか、こいつ自身の強さは、何人もの異能力者の力を濃縮したところにあるのか。


    「自分がいつか死ぬ側がわにまわったなら、その時はその時。さあ、やりなさい！」


    　斎村の目は澄んでいた。斎村にとってこれは贖しよく罪ざいの戦いでもあるのか。


    　戦うことをやめたら、これまでに死んでいった仲間の命が無駄になる。だから、こいつは常に戦う敵を探している。


    　汗が顔を伝う。焦あせっているのがわかる。


    　追い詰めているのか、追い詰められているのか。


    　せめて、悩む時間がほしい。けれど、悩んでいる間に意識が飛びそうだ。視界が白くなる。


    　蜘く蛛も島じまに襲おそわれた時、名前もわからない連中を殺した。たしかに、殺した。俺はすでに人殺しだ。どんな理由があろうとそうだ。


    　でも、今は違う。


    「小こ手で毬まり！」


    「はい、マスター！」


    　後ろで交戦中の小手毬が叫ぶ。


    　俺はナイフを捨てる。くちびるを思いきり嚙かむ。


    　まだ、寝るな。先にこいつの意識を奪え。


    　俺は斎さい村むらの顔を殴なぐる。


    　殴る。


    　殴る。


    　気絶しろ！　俺より早く気絶しろ！


    「負けない！」


    　殴られる合間に斎村が吠ほえる。


    「起きててやる！　顔が変形しても起きててやる！　心臓が止まっても起きててやる！」


    　殴る。

  


  [image: ]


  
    　もう、寝てくれよ！　痛いだろ！　苦しいだろ！


    「ま、負けな……い……」


    　口に血でもたまっているのか、斎さい村むらの声は上う手まく聞き取れない。


    「せ、戦場で死ぬのが煌こう霊れい遣いの……生き方だから……戦場で死ぬなら……ほ、本望……」


    「ふざけるな！　死に場所にＫＣを使うなよ！」


    　ここはもっと神聖な場だ。最強を目指す者たちの祭典だ。ＫＣはナイト・チャンピオンシップの略なんだからな！


    「そうよ！　私も勝つつもりで耐えてる！」


    　斎村の手が俺の腹を殴なぐる。こんな体勢からのくせに重い。俺はむせる。


    「死んでいった煌霊の分まで私は！」


    　むせながらも、俺は斎村を殴る。


    　お前が先に動かなくなれ。


    「これが煌霊遣いらしい戦い方か？」


    「知らない！　勝てばそれでいい！」


    　あまりにも凄せい惨さん、あまりにも苛か酷こく。


    　自分の顔も殴る。眠気に負けないように。それから斎村を殴る。あと、斎村にも殴られる。もう、ただの暴力だ。異能力すら使ってない。


    　でも、これほど俺たちらしい世界もない。アイドルが愛あい嬌きようを振りまく、作られた世界とはまったく別の空間だ。硝煙のにおいまではしないが、血のにおいはする。


    　これが俺たちの戦いだ。異能力者の戦いだ。視聴者たちはとくと見とけよ。


    　本当の戦いっていうのはな、胸がすかっとするようなものじゃないんだ。見てるほうが気持ち悪くて、吐きそうになるようなもんなんだ。


    　俺たちはフィクションの世界のヒーローじゃない。血がかよってるし、悪事も働く、異様に生々しい存在だ。


    　何度でも言うけど、これが俺たち、異能力者だ。


    　そこに表も裏も関係ない。


    「とどめさしたら……？」


    「いや、とどめはささない！」


    「うああああっ！」「ああああっ！」「うおおおおっ！」「ひゃああああっ！」


    　声が混ざって、どっちの声かわからなくなる。


    　意識が濁っている。俺たちは濁っている。


    　あれ、これって夢なのか？　どこからか、夢に入ったのか？　俺は今、斎村を殴ってるのか？　手の感覚がないような────


    　俺の体が斎村の上に沈んだ。

  


  
    エピローグ　旅の始まり

    


    　出かける直前に小こ手で毬まりがテレビのコンセントを抜いていったので、電車までの時間が少しぎりぎりになった。


    「そこまでしなくてもよかったんじゃないのか？　たいした額じゃないんだし」


    「いいえ。安定した収入のない仕事なのだから、無駄な出費は一円でも減らすべきです」


    　正論なので、あえて反論もしない。新しん横よこ浜はまに出る横浜線に一本乗り遅れると、新幹線乗り換えの余裕がなくなるので、少し駆け足だ。早朝なので、まだ出歩いている人の数も少ない。


    「名な古ご屋やにはいい人材、いますかね」


    「それなりにいるだろ、人口多いんだし」


    　年が明けて、俺たちは新しいプロジェクトをはじめることになった。その名も『発掘！　最強異能力者！』。タイトルがダサいけど、そこは事務所の意向もあるので勘弁してほしい。俺のネーミングではない。


    　タイトルの通り、日本各地をまわってオーディションや実技試験で、実力のある異能力者を見つけ出そうという企画だ。


    　大おお晦日みそか、俺は二回戦（よく言えば準々決勝でありベスト８だ）で斎さい村むら蕣あさがおに負けた。そこで俺の二連覇の夢は潰ついえた。斎村より俺の意識のほうが先に落ちた。


    　次に目が覚めた時にはすべて終わっていた。前回みたいに小手毬が眠っているということはなく、俺は小手毬に介抱されていた。といっても、控え室の椅い子すで寝かされていただけだけど。


    　あの試合が全試合中、最も恐ろしいものだったらしく（そりゃ、そうだろう）、日本中で泣き出す子供たちが続出したそうだ。斎村の怖こわさを知らない人間からすれば、男が女を殴なぐっている光景にしか見えなかっただろう。


    　苦情も大量に寄せられたらしいが、だったらテレビのチャンネルを替えて赤と白の歌合戦でも見てくれればいい。絶対に誰だれも傷つくことがないからな。


    　現実というのは汚いものなのだ。異能力者の現実ではなく、現実そのものが。ウソを見せて騙だますぐらいなら、現実を見せつけて怒られるほうがいい。


    　斎村も俺に勝ったとはいえ、ボロボロだったので準決勝で大おお橋はし愛あい々あいにあっさりと負けた。


    　その大橋愛々も、決勝で滝たきヶが峰みねに秒殺された。滝ヶ峰が雪辱を果たすというテレビ的にはわかりやすくておいしい展開になった。


    　最強の憑つき物がとれた俺のところには、もちろん最強異能力者という立場の仕事は消滅したが、負け惜おしみとかではなく、そんなにショックを受けたりはしていない。本当に負け惜しみとかではない。


    　あの時、斎村を殺せたかといえば、やっぱり俺はできなかった。


    　蜘く蛛も島じまの仲間を殺した時は失うものが大きかったから、枷かせがはずれた。自分の命と小こ手で毬まりの命を失うわけにはいかなかった。


    　なら、今回の俺は最強という地位は失ってもかまわないと考えていたということになる。金きん科か玉ぎよく条じようにしてきた最強という言葉も、所しよ詮せんその程度の重さだったってわけだ。それが知れたのは悪いことじゃない。


    　負けてよかったとは思わないけど、これまでのことが無駄になったわけでもない。最強を一年かけて叫んだ事実は、ちゃんと次の仕事を持ってきてくれた。


    　滝たきヶが峰みねより強いと思う奴やつをスカウトしたいと事務所の人間に話したら、最強を探すだなんて役が回ってきたのだ。つまるところ、体ていのいい、安い地方イベントなのだが、これぐらいのほうが俺にはちょうどいいのかもな。各地の美う味まいものも食えるし、単純にいろんなところに行くのは楽しい。


    　それと、小手毬も乗り気だし。


    「名な古ご屋やで、マスターに挑戦してくる人はどんな人なんですかね？」


    「さあな。元『御おん大たい』の大物じゃないことを祈るよ」


    　小手毬は気が早く、もう切符を取り出している。


    　俺たちも初代ＫＣのチャンピオン。元最強として、各地で力自慢の異能力者と勝負することになっている。最強の発掘には俺たちが力を見せつけるショーの側面もあるのだ。もちろん、ヤラセは一切なし。相手はガチでこっちに向かってくる。それに対する俺もガチで戦う。


    「全国各地にマスターの力を見せつけてやりましょう」


    　一種の旅行だからか、小手毬の言葉も浮ついている。


    　早足で来たせいか、ちゃんと電車に間に合いそうな時間に八はち王おう子じ駅の改札に着いた。


    　新しい一歩としては悪くないな。


    「なあ、小手毬、一つ聞いていいか？」


    　改札をくぐる前に立ち止まる。この改札を抜ければ、少しだけ自分がこれまでと違うものに変わる気がしたから、今のうちに聞いておこうと思った。


    「お前は、今、幸せか？」


    「はい、マスター」


    「じゃあ、問題ないな」


    　俺たちは胸を張って、自動改札を通り抜ける。


    　もう一度、俺たちは新しい最強を目指して旅に出る。

  


  
    　あとがき


    



    　三か月ぶりです、森もり田た季き節せつです。


    『不戦無敵の影殺師ヴアージン・ナイフ』も三巻に突入しました。一巻からずっとそうですが、今回もまた生臭くて、アツい話になっているかと思います。


    　一巻が趣味で書いた最初のバージョンから、ほぼまったく展開を変えなかったのに比べて、二巻と三巻は相当何度も手を加えて作っています。よくこんな書き方で三か月おきに出せてるなと自分でも不ふ思し議ぎに感じるほどです。


    　その際、編集の星ほし野のさんに多くの有益なアドバイスをいただきました。一巻、二巻のキャラに深みを与えられたとしたら、それは星野さんのおかげかと思います。本当にありがとうございます。


    　もちろん、ケースバイケースがあるかと思いますが、自分が過去に書いた小説の仕事の中でも、このシリーズの執筆のやり方や、編集さんのご意見などは、ライトノベルの仕事より単行本の仕事に近いものでした。かっこいいシーンをどうやって入れるかということより、この状況だったら、登場人物はどういうことを考えて、どう動くのか、それが常に前提になっている感じです。なので、かっこいい系のセリフもかなり原稿から削ってます。


    　それ自体がこのシリーズにいい影響を与えているかどうかは読者の皆さんにゆだねるしかないですが、ひとまずチャレンジングなことはできているかなと思います。これからもメインストリームから半歩ずつぐらいずれたことに挑戦できればうれしいです。このシリーズは本当に書いていて、無茶苦茶疲れる小説ですが、その分、だからこそ見えてくるものも多いです。本当にやってよかったと思います。


    　さて、三巻もにぃとさんの美麗なイラストをたくさん入れていただきました。二巻の発売前のカウントダウンイラストも本当にありがとうございました！　これからもなにとぞよろしくお願いいたします！


    　この三巻の終わり方がやけにスムーズなので、三巻で完結のように見えるかもしれませんが、このシリーズはまだ続く予定です。


    　三か月おきという、これまでのペースよりは刊行が開くかもしれませんが、これからも朱す雀ざくとその周囲の人間の苦悩と決意と苦悩と苦悩を書いていければと思います。今後ともお付き合いいただければ幸いです。


    　では、次の巻でお会いしましょう。


    



    
      二〇一四年　八月吉日　森田季節
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    Kisetsu Morita
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